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貴族的男子に求婚されたら




　たとえば、私が商品として店に並べられるとしたら、だいぶお手頃な値札を貼って売られることだろう。

　私は短大を卒業してからこれまで、家業である茶葉の栽培をひたすら手伝っている農業女子、二十七歳。容姿は至って平凡。

　趣味、特技は煎茶を淹いれることと着物を着つけることで、それはよしとしよう。

　問題は日頃の行いだ。かなり大雑把で部屋は物が散乱しているし、出かけるときの服装もメイクも適当になってきた。夜はだらだら晩酌するのが定番で、そのままお風呂にも入らず寝るのは日常茶飯事。

　一年前、彼氏だった人に『魅力を感じなくなった』とバッサリ振られて以来、恋をすることもなく心身ともにだらけきっている。

　つまり、干物化しているのだ。このままでは、まったく輝くことなく女としての旬な時期が終わり、売れ残りになってしまう。

　……が、それに関してたいして危機感を抱いていないのが、さらに問題である。

　恋愛したいなら友達に男性を紹介してもらうとか、結婚したいなら相談所に登録するとか、方法はたくさんある。それをする気にならないのは、特に望んでいないから。

　まったく夢がないわけじゃないが、好きな人と結婚して家族ができて、老後までひとつ屋根の下で暮らして……という幸せな生活を送っている自分を想像できない。

　ダメな私も愛して、人生を変えてくれるほどの男性との出会いが、そう簡単に転がっているわけがないし。

　そんな救いようのないアラサー干物女の私の前に――今、とんでもないイケメンが座っている。

　わが家の離れの茶室に、ふたりきり。今だけは私は普段のだらしない服装ではなく、きちんと着物を着つけている。正座をする私に向かって、スーツ姿の身なりのよさそうな彼が、凛々りしい表情で口を開く。

「泰やす永なが希き沙ささん」

　突然、教えてもいない私の名前を呼ばれ、驚きで目を丸くした。

　なぜ？と考える間も与えず、彼の口からさらに衝撃の発言が飛び出す。

「私の妻になっていただけないだろうか。君を娶めとりたい」

　――一瞬、完全に思考が停止した。

　そしてすぐ、〝妻〟と〝娶る〟の単語の意味を理解した私は、「はいっ!?」とすっとんきょうな声を上げる。

　唐突すぎるプロポーズに、開いた目と口が塞がらない。

　まさか、この私が求婚されるとは！　人生を変える出会いが……あった、かもしれない。ここに。

　しかし、どう考えたっておかしい。私だって、彼の名前もなにも知らないのだから。

　以前にどこかで会ったことがあったか、そもそもなぜこの状況になったのか。私は半分パニックになった頭で、数十分前に記憶を遡らせる。
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　ここは、言わずと知れた日本一の茶どころ、静岡。四月下旬の今は新茶が芽吹く時期のため、辺り一面に綺き麗れいな若草色が広がっている。

　この緑の絨じゅう毯たんが敷かれた景色を一望できる場所に、私が家族と暮らす日本家屋がある。その離れにて、私は趣味である煎せん茶ちゃ道どうのお点前を披露していた。

　抹茶を点たてる茶道とは違い、急須でいろいろな種類のお茶を淹れる煎茶道。使う道具は小ぶりで鮮やかなものが多く、また違った楽しみがある。

　わが家は煎茶を製造している茶農家のため、私は昔から煎茶道に興味があり、その作法を学んできた。今日のようにときどきお茶会を開いて、集まった人に作法を教えたりもしている。

　家族で経営している泰永茶園は、畑での生産から工場での煎茶の製造、販売までを一貫して行っている。私もそれらの作業を日々手伝い、時間のあるときは趣味を活かしてお茶会を開いているのだ。

　平日の今日も、近所のおばあちゃんたちと、煎茶と和菓子を楽しむつもり。

　このときばかりは、ちゃんと着物を着つけて背筋を伸ばし、品のある身のこなしを心がけて、お道具の前に正座する。

　挨拶の一礼をし、スッと頭を上げたとき、見知らぬ男性が私の父に案内されて中に入ってきた。おばあちゃん方の隣に膝をつくところを見ると、一緒に茶を嗜たしなむつもりらしい。

　百八十センチはありそうな高身長で、高級そうな細身のスーツをさらっと着こなしている、三十歳くらいの男性だ。やや離れたここからでも、整った顔立ちをしていることがわかる。

　なんとなく、田舎いなかのこの辺りではあまり見かけない、洗練された都会的な雰囲気を感じる。

　私たちの茶園では見学や茶摘み体験なども行っているため、こういう人が来てもおかしくはないのだが、少しだけ気になった。

　とはいえ、煎茶道に集中すれば、彼のことは頭から消えていく。普段はだらだらしていても、お点前を披露するときだけは凛りんとした自分になれるのだ。

　折り目正しい仕草、おもてなしの心を大切に、お招きした方々に誠意を込めて。




　そうして、ひと通りの作法を終えると堅苦しさを和らげ、おばあちゃんたちと「今日の病院は混んでたわ～」だの、「漬物が美お味いしく漬かったのよ～」という、二十代にはやや縁遠い話に付き合う。お年寄りとの会話もお手の物になってきた。

　皆さんが満足した様子で帰っていったら、片づけだ。ところが、例の身なりのよさそうな男性だけ、なぜか帰ろうとせずに私をじっと見ている。

　どうしたのかと不思議に思った直後、彼はスッと立ち上がり、こちらに向かってくるではないか。

　ギョッとして若干身を引く私の目の前にやってきた彼は、まるで物語に登場する王子のごとく優雅に跪ひざまずく。そして、煎茶盆の上に置かれた茶器を、まじまじと観察し始めた。

「ど、どうかされましたか？」

　戸惑いの目で彼の顔を覗のぞき込み、問いかけてみる。彼は茶器から視線を逸そらさずに、白い陶器の急須を手で示す。

「この急須は、どこで手に入れた？　紋が美しい」

「あ、えっと……どこで手に入れたのか詳しくはわかりませんが、私は母からもらいました。母は祖母からもらったと聞いています。紋も祖母から受け継いだものだとか」

　そこはかとなく色気を感じる低い声で問いかけられ、私はとりあえず答えた。

　急須には、丸くかたどる緩やかな流水紋と、その中に赤や橙だいだいの紅葉が描かれている。母もお茶が好きで、私の煎茶道具一式は母からもらったものだ。

　上品で可か愛わいいデザインだとしか思っていなかったが、今の彼の言葉で思い出した。煎茶道具と同様、母から譲り受けた着物にも、この紋が描かれていることを。

　こんなところに目をつける人は今までにいなかったな。不思議なイケメンだ。

　微妙に感心していると、私の答えを聞いた男性は、なにかに納得した様子で「なるほど」と小さく頷うなずく。

「……見つけた」

「え？」

　ボソッとこぼされた、よく意味がわからないひとりごとに首を傾かしげたとき、彼は背筋を伸ばして頭を上げる。

　そうして初めて間近でしっかりと顔を見合わせ、ドキリと私の心臓が揺れ動いた。

　切れ長の目に、スッと通った鼻筋、薄めで形のいい唇。さらに瑠る璃り色のネクタイが落ち着いたクールな印象を与えている。

　とても綺麗な顔立ちなのに、愛想がいいとは言えないせいか、男らしい圧倒的な力強さや、すごみを感じる。

　長めの前髪をセンターパートにした髪型も、この人のように顔面偏差値が高くなければ、きっと似合わない。外見の雰囲気からも、身のこなしからも気高さが伝わってくるようだ。

　目が離せなくなる私に、彼は表情を変えずストレートに問いかけてくる。

「失礼だが、ご結婚や、その予定は？」

　いきなりナイーブな質問を吹っかけてくるな、と心の中でツッコんだ。なんでこんなことを聞いてくるのだ。

　あまり結婚願望がない私は、別に痛くもないけれど、苦笑を漏らして正直に答える。

「残念ながら、そういうお相手には巡り会えておりません」

「そうか。なら、私にも君をもらう権利があるな」

　……ん？　『君をもらう』？

　再び、ひとりごとのような言葉が聞こえ、私は頭の中にハテナマークをいくつも浮かべる。

　直後、謎のイケメンはまっすぐ私を見つめ、「泰永希沙さん」と、知らないはずの私の名前を呼んだ。そして――。

「私の妻になっていただけないだろうか。君を娶りたい」
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　こんな調子で今に至るわけだが……ダメだ。振り返ってみても、求婚される理由がまったくわからない。

　肌が綺麗だと言われることはあっても、私は特別可愛いわけではなく、素朴な顔立ちだと思う。

　ナチュラルボブの髪は、着物を着るときは簡単なヘアアレンジをすることが多いものの、普段はだいぶ手を抜いていて、寝癖を直すだけマシだ。

　この通り、可もなく不可もない容姿なので、ひと目惚ぼれされただなんて夢のような話はありえない。それなのに求婚されるとは……世にも奇妙な話すぎて怖い。

　もしや、私が覚えていないだけで以前にも顔を合わせていたのかも？と思い、口の端を引きつらせて確認してみる。

「あの……どこかでお会いしたことがありましたっけ？」

「いや、今日が初対面だ」

「ですよね。とすると……ストーカー――」

「笑えない冗談だな」

　至って真ま面じ目めに思い当たる可能性を口にしている最中、彼は眉間に若干シワを寄せて、かぶせ気味に返してきた。言葉の通り、にこりともしない人だし、むしろ威圧感がありすぎて恐縮してしまう。

　そちらこそ笑えない冗談を言っていらっしゃるのでは……と内心で物申したくなっていると、彼はジャケットの内ポケットからなにかを取り出す。

「君の名前は先ほどお父さんから聞いたが、私はまだだったか。申し遅れてすまない」

　なんだ、父と話していたのね。そういえば、さっきも父に案内されてここに来ていたっけ。

　納得する私に、愛想が悪いわりに丁寧な物腰で名刺が差し出された。それを軽く頭を下げて遠慮がちに受け取り、じっくりと拝見する。

　まず目がいった名前は、こちらもなんとなく気高そうな響きだ。

「一いち柳りゅう周あまねさん……。〝ヒトツヤナギ〟の取締役社長!?」

　名前を声に出してみたくて読み上げた直後、横に書いてある社名と役職名に驚き、声を大きくしてしまった。

　ヒトツヤナギは、おそらく誰もが一度はその名を聞いたことがあるだろう有名企業で、私も社名くらいは知っている。確か、飲食店や旅館を運営している会社だ。

　この人、そこの社長様なの!?　確かにオーラは半端じゃないものがあるけど！

　名刺を両手で掴つかんで唖あ然ぜんとする私に、一柳さんは淡々と尋ねる。

「ヒトツヤナギを知っているのか。施設を利用したことは？」

「あ……すみません。社名を聞いたことがある程度で、そこまでは……」

　詳しくはないことを正直に認めると、彼の美しい顔が険しく歪ゆがんだ。ひぃ！と声を上げたくなるも、とりあえず再び謝る。

「もっ、申し訳ありません……！」

「いや、自分もまだまだだと思っただけだ」

　小さく首を横に振る一柳さんは、どうやらこちらを責める気はないらしい。シャープな顎に手を当ててなにかを思案する彼を見て、私は胸を撫なで下ろした。

　怒られるかと思った……！　怖い顔をするのは癖みたいなものなんだろうか。いちいち緊張しちゃうな、この人といると。

　しかし、彼の面持ちはすぐ平静に戻り、ヒトツヤナギについて簡単に説明する。

「祖父の代から、歴史ある屋敷や建物を買い取って、レストランや宿泊施設として利用する事業を展開しているんだ。国内には八つの都道府県に施設があって、海外にも古城を改装したホテルがある」

「すごいですね……！」

　想像以上にハイスペックな御曹司様だった。海外の古城を所有しているだけで、自分とは住む世界の違う人だとわかる。もう一度名刺を見て、思わず圧巻のため息をこぼした。

　それにしても、確固たる地位を手にしている彼が、どうして平凡すぎる茶農家の娘に求婚してくるのか。

「あの……なぜ、私なんですか？」

「君が淹れる煎茶と、君自身に価値を見いだしたからだ」

　名刺から顔を上げ、改めて問いかけると、一柳さんは思案するのをやめて迷わず答えた。続けて、今日ここへ来た理由をやっと話しだす。

「今日はあらゆる施設で使う、上質な煎茶を探しに来たんだ。本社がある東京から、この近くに出張で来ていたついでに寄ってみたんだが、泰永茶園の葉も、君が淹れる茶も素晴らしい。これまでいただいた多くの煎茶の中で、一番惹ひかれた」

「本当ですか!?　ありがとうございます……！」

　嘘うそ。そんなに気に入ってもらえたなんて。

　驚きつつも素直に嬉うれしく、ぱあっと顔を輝かせてお礼を言った。

　スーパーや茶屋で売られている多くの日本茶は、複数の産地や農家の茶葉をブレンドしているが、私たちは泰永茶園で生産した茶葉だけを使って作っているのだ。

　農園の個性を存分に出した、こだわりのある茶を褒めてもらえるのは、嬉しいことこのうえない。

　喜んだのもつかの間、一柳さんはやはり表情を変えずに、痛いところを突いてくる。

「だが、君たちのような単一農園は継承していくのが難しいだろう。農家が徐々に減っていっていると、その辺りの話も泰永さんから聞いたよ」

　家族経営の茶農家の現状は彼の言う通りで、私はテンションと目線を下げ、「はい……」と頷いた。

　私たちのように、生産から販売まで一軒の農家が行っているところは全国でも数少ない。労働人数や工場の機械投資、経営力など、いろいろな事情で今後も数は減っていく傾向にあるらしい。

　わが家は兄と弟がいるので、跡取りに関しては問題なさそうだが、資金面では少々心許ない状態だ。販売できる量も少ないので、私たちの農園茶の存在を知らない人も多いし。

　少し肩を落としていると、一柳さんは縁側から望める茶畑のほうを眺め、口を開く。

「ヒトツヤナギが泰永茶園と契約すれば、シェアは広がるだろう。とはいえ、それで需要が増えても、生産量を増やせなければ意味がない。そのために土地や機械、従業員にかかる費用が必要になるなら、それも私たちが援助しよう」

　願ってもない話に、私は驚いて再び目線を上げた。ものすごくありがたいことだが、一柳さん側にとっては、煎茶が買えること以外のメリットがなにもない気がする。

「どうして、私たちのためにそこまで……」と口にしたところで、ふと気づく。もしやこれは、政略結婚というものではないか、と。

「私を娶るための交換条件、ですか？」

「まあ、そういうことになるな」

　肯定され、考えを巡らせながらひとつ頷いた。

　私が嫁に行く代わりに、一柳さんが泰永茶園を助けようとしていることは納得した。しかし、そうまでして私を妻にしたがる理由はなんなのだろう。

「今の条件が、双方に利益があることはわかりました。ですが、結婚相手に私を選ぶ理由は、やっぱりいまいち……」

「勘だ」

「へっ？」

　あっさりと返され、首を傾げていた私は間抜け面になる。

　た、ただの勘ですか。

　ぽかんとする私に、一柳さんは若干うざったそうな感情を露あらわにして説明する。

「三十四歳にもなると、『早く結婚しろ』と周りがうるさくて義務的に嫁探しをしているが、しっくりくる女性に会えた試しがない。だが、君だけは違う。見た瞬間に、感じるものがあった」

　私の奥まで見透かすような、凛とした強さを持つ切れ長の目に捉えられ、ドキリとする。

　どうやら一柳さんは、不本意ながらお嫁さん募集中のようだ。御曹司だし、体裁とか跡継ぎ問題とか、いろいろとしがらみがあるのだろう。

　それはいいとして……〝勘〟って。正直ではあるけれど、いまいち信用ならない気がするし、率直すぎるし。ひと目惚れと言われれば、まだキュンとできるのにな……。

　そんなことがあるわけないと自覚しているのに、甘い理由をほんのわずかに期待してしまい、残念な気持ちになる贅ぜい沢たくな自分が恨めしい。

　自分自身にもやもやして、つい刺々とげしい口調になってしまう。

「不確かな勘を頼りに、結婚相手を決めていいんですか？　私は、そう簡単には決められません。まだ、一柳さんのことをなにも知りませんし、あなただって私のことをなにもわかっていない」

　膝の上に置いた手を、ぐっと握る。彼が早まる前に、普段の自分がどんな女かを教えてあげなければ。

「今はちゃんとした格好をしていますけど、休日はパジャマにしている高校時代のジャージのまま過ごすし、部屋も散らかっているほうが落ち着くし、ひと晩お風呂に入らなくたって平気だし……！　本当の私を知ったら幻滅します。こんな、芋っぽくて可愛げのない女なんか」

　ひと思いにまくし立て、深く息を吐き出した。

　こんなのは序の口だ。自分で言っていて虚むなしくなるな……。でも、異性に好感を持ってもらえそうな魅力など思い浮かばないんだもの。

　感情的に自虐した私は、数秒後にはっとした。

　いけない。この得体の知れない恐ろしげな御曹司様に、ずけずけと言い放ってしまった！　今度こそ本当にお怒りになるかも……!?

　しくじった気持ちで、おそるおそる一柳さんに目線を向ける。彼は冷静さを崩さずにじっとこちらを見つめていて、おもむろに口を開く。

「確かに君のことはまだよく知らないが、わかっていることもひとつある。その顔だ」

　不機嫌になられるかと思いきや、意外な言葉をかけられ、私はキョトンとして自分の頬に手を当てる。

「顔？」

「仮面をつけているわけじゃないんだから、本当の君だろ」

　……ああ、なるほど。その発想はなかった。

　斜め上の発言に妙に感心したとき、一柳さんは訝いぶかしげな目をして言う。

「君は私のことを知る前に、自分をもう一度見つめ直したほうがいいんじゃないのか」

　そっけないひとことが放たれ、私の眉がピクリと反応する。

　それって、『自分を磨け』って意味？　そりゃあ私は女として低レベルだけど、初対面のあなたにそこまで言われる必要がありますかね？

　勝手に求婚してきてダメ出しするとは……無性に腹が立ってきたぞ。

　ひとつ息を吸い込み、『あなたねぇ』と物申そうとした、そのときだ。彼の冷たくも綺麗な瞳が、私をまっすぐ捉える。

「鏡をよく見てみたらどうだ。『可愛げがない』と言ったが、私の目には充分に可愛く映っている」

　――完全にふいを突く言葉に、キュン、と心臓が鳴いた。息を吸い込んだ状態で、一旦呼吸が止まる。

　え……ええ？　今しがたの発言はそういう意味？　『可愛く映っている』だなんて、元カレにすら言われたことはないんですが。

　堅物で、甘さなどは一切感じない彼からこんなセリフが飛び出すとは思わず、調子が乱されまくる。無論、文句をつけたかった気持ちもすっかり収まり、今度は頬が熱くなっていく。

　一柳さんって、愛想がよくないだけで、悪い人ではないのかも……。

「もしかしたら、私の視力が衰えているのかもしれないが」

　恥ずかしくて縮こまった直後に、ひとこと付け足され、私はカクリとうなだれた。

　この人、思ったことをストレートに口にするだけでなく、こんな冗談も言うのか。

　口の端を引きつらせ、「そうでないことを祈ります」と返しておいた。

　結婚や仕事の件はまだなにも決まっていないものの、一柳さんは腕時計を見て腰を上げる。どうやら時間切れらしい。

　正座したまま見上げる私に、彼はやや軽くした口調で告げる。

「今日わかったのは外見的なことくらいだが、これから普段の君も知っていくよ。さらに興味が湧いたんでね。君がどれだけ面倒くさがりで、女性らしさを捨てた、土にまみれた芋っぽい女性なのか」

「そこまでは言っていないような……」

　私の干物っぷり、だいぶ脚色されてますよ。一柳さんの性格には意地悪なところも充分あると見た。

　彼を分析しつつ、微妙な顔をしてツッコんだあと、私は目を見張った。

　無愛想な彼がほんの少し、おかしそうに笑った……気がしたから。

　注意して見ていないとわからないくらいだったが、きっとそうだと思う。形のいい唇が上向きになった緩んだ表情は、これまでの怖い印象を覆すほど魅力的だった。

　気を取られて固まる私に、彼は「また来る」と短く告げて踵きびすを返す。

　私はなにも返せず、すらりとしたモデルのような後ろ姿を、ただただ見つめているだけだった。




　その日の晩、家族五人でこたつ布団を取ったテーブルを囲み、さっそく家族会議を開いている。

　父はあれから、私が言われたのとほぼ同じ内容の話を一柳さんから聞いたらしく、ただただおったまげていた。あのとき茶畑と工場のほうにいた母や兄たちにも伝えられたが、皆、半信半疑だ。

　ただ、二十二歳である弟の陸りくだけは、夕飯の食器を片づけたあとのテーブルに身を乗り出し、とっても楽しそうににこにこしている。

「初対面にもかかわらず、姉ちゃんに求婚してくるツワモノがいたとはなぁ。しかもすげー金持ちでイケメンだって？　一気に勝ち組じゃん！　これまで負け続けてきた甲か斐いがあったね～」

「あんた、本当に清々すがしくディスるよね」

　わが弟が失礼すぎるのは今に始まったことじゃないので、慣れっこの私は据わった目をして軽く受け流す。

「陸、親しき仲にも礼儀ありって言葉を知らないなら、今覚えろ。……と言い続けて何年経っただろうな」

　もはや諦めた様子で苦言を呈するのは、二歳年上の兄・玄げんにいだ。爽やか系イケメンで優等生タイプの、私とまったく似ていない完璧な兄である。

　昔から女子に人気があり、それにもかかわらずひとりの人と長く付き合うタイプで、そこがまた好感度の高いところ。綺麗で性格のいい今の彼女さんとも長いし、そのうち結婚するだろう。

　一方の陸は、ノリがよくて見た目もチャラい感じの今どきの男子。玄にいと同じくモテモテで、二股や浮気はしない主義らしいものの、派手めな女の子と付き合うことが多いので、将来どんな子をお嫁さんにするのか密かに心配だったりする。

　遠慮なく私のことをけなしてくる弟だが、実は姉思いの一面もあることを知っている。優しい玄にいはもちろん、陸のこともなんだかんだで好きだ。

　私たちの両親はというと、父は煎茶のことでは妥協しないが、普段はどちらかといえば能天気なタイプ。母のほうがしっかりしていて、父が子供みたいに叱られているところもたまに見る。

　そんな父は、なぜか肩を落として晩酌のビールを手酌でグラスに注ぎ、しんみりとした口調になる。

「希沙が結婚か……まだまだ先だと思ってたのに……。希沙が抜けるとなると穴は大きいが、なんとかするから心配するな」

「お父さん、勝手に決めない」

　父の中では、すでに私が結婚を了承したことになっているらしいので、端的に諭しておいた。

　きっと父は、私がどちらの選択をしようと、なにも文句は言わないだろう。『好きなようにやりなさい』と、私の意思を最優先する人だから。

　温めた紹興酒に口をつけて考えていると、急須に茶葉を入れている玄にいが問いかける。

「その一柳さんは、信頼できそうな人なのか？」

　目線を宙にさ迷わせ、私は頭に昼間のやり取りと彼の姿を蘇よみがえらせる。

　突然求婚してくるってヤバい人でしょ、と最初は引き気味だったけど、勝手に結婚話を進めたりはしなかったな。一応、私のことも知ろうとしているみたいだったし。

　仕草や立ち居振る舞いを見ていても、育ちのよさが滲にじみ出ているのがわかった。

　それに、彼は煎茶をいただくマナーも完璧だったので、私はなにげに驚いていたのだ。男性で知っている人はあまり多くはないだろうから。

　私もまさに勘なのだが、あの人が〝ただ金持ちなだけの変な男〟だとは思えない。

「……たぶん、私たちを騙だまそうとか、悪いことを考えている人ではないはずだよ。泰永の煎茶を気に入ったっていうのも、出まかせには感じなかったし。すごく綺麗な顔立ちなのに堅物で愛想悪くて、ストレートに物事を言うタイプみたいだけどね」

　玄にいの問いかけに返答しながら、一柳さんには拳銃を手にした悪の組織の冷血なボス役とかが似合いそうだな、とアホなことを考えて苦笑した。

　ただ……最後に一瞬かいま見えた微ほほ笑えみが、どうしてか頭から離れない。あのクールな顔が柔らかに崩れるところを、もっと見たいと思う。

　お嫁に行けば、あの人の素を知れるのか。

　……いやいや、一柳さんと結婚するメリットはそれじゃなくて、泰永茶園と家族の未来のためだって。

　むくっと湧き上がった好奇心を抑え、与えられた選択肢について真面目に思案する。

「一柳さんに協力してもらえたら、玄にいと陸の子供や孫の世代まで安泰になるんだろうね。それなら嫁ぐのもアリなのかも……」

　そう言った直後、テーブルに漬物を盛った器がゴトリと置かれた。

　見上げれば、硬い面持ちの母がいる。食後のお茶と晩酌のお供に、漬物やフルーツを用意するのが、わが家のお決まりなのだ。

　母は私のそばに正座すると、キリリとした顔でまっすぐ見つめてくる。この様子だと、彼女は今回の結婚話をあまりよく思っていないのだろう。

「私は反対よ。茶園の経営が悪化してるわけじゃないんだもの。政略結婚なんかする必要ない。希沙だって、自分が好きになった人と一緒になりたいでしょう？」

「んー……まず結婚願望がないからなぁ」

　予想通り反対する母は、私のためを思っているのだと充分わかる。だが、そもそも結婚したい欲が人並み以下の私だ。この話を蹴っても、次の相手を見つける努力はしない気がする。

　私の気のない返事を聞いた母は、困り顔でため息をついた。一方の陸は、会ったことがないにもかかわらず一柳さん推しらしく、母と私に向けてビシッと言い放つ。

「このチャンスを逃したら、姉ちゃんは当分ひとり身だよ。『小腹が空いたけど、なにか作るのも買い物に行くのも面倒くさい』ってスイートコーン缶を食ってるような女だよ？　しかも缶のままスプーンで。せめて器に盛れっていう」

　うっ。心当たりがありすぎる……。

　遠慮のない弟に干物っぷりを暴露され、私は頭こうべを垂れた。「そんなことしてたの？」と呆あきれる母の視線が痛い。うなだれる私に構わず、陸は私のグラスに入った琥こ珀はく色のお酒を指差し、なんとなく嫌そうな顔をして言う。

「今も、なんかおっさんくさい酒飲んでるしさ」

「紹興酒だってば。チョコレートをおつまみにしてるんだよ、オシャレでしょ」

「うげー。合うの？　それ」

　ぬる燗かんにした紹興酒のグラスを陸の鼻に近づけると、独特なにおいを嗅いだ彼は、愛あい嬌きょうのある顔をしかめた。そして今度は、煎茶を淹れている玄にいを指差し、「つーか、茶を飲めよ！」とツッコむ。

　もちろん煎茶もいただきますよ。お酒を飲んだあとにね。

　言い合う私たちを見兼ねたのか、玄にいが皆に煎茶を配りながら、逸れていた結婚話に戻す。

「俺は、希沙の気持ちが一番大事だと思うよ。家のことは二の次でいいから、自分がどうしたいか、その一柳さんとは一緒に暮らしていけそうなのか、いろんな視点から一度じっくり考えてみたら？」

　玄にいはやっぱりうまくまとめてくれるし、なにより私の思いを尊重しようとするところが優しい。私は頬を緩めて「うん、そうだね」と頷いた。

「とはいえ、俺も希沙の花嫁姿は見たい」

　これで結婚話は終わりになるかと思いきや、玄にいが腕を組んで真面目に願望を口にしたので、父と陸も深く頷いて同意する。

「父さんもだ。想像しただけで涙がちょちょ切れるくらい寂しいがな……」

「俺も見たい。姉ちゃんが角隠しとか、文金高島田とかにしたら絶対コントだもん」

　半笑いの弟への報復で、無理やり紹興酒を飲ませようとするも、玄にいに全力で阻止された。私にあの髪型が似合わないであろうことは自分自身わかっているが、陸に言われると腹立たしい。

　でも、こんなふうに私の結婚について話し合うのは初めてだから、新鮮でちょっとむず痒がゆい。ほんの少し、花嫁姿の自分を想像できた気もする。

　いつにも増してにぎやかな私たちを、母だけは複雑そうに眺めていた。










ふい打ちの甘さに翻弄されまして




　求婚された翌日、綺麗に列に並んだ茶畑で、私は手伝いに来ているパートの皆さんと茶摘みをしている。

〝一いっ芯しん二に葉よう〟と呼ぶ、まだ葉が開いていない芽の状態のものと、その下の二枚の葉を摘んだものから新茶が作られる。葉に傷をつけないよう、優しく手摘みをしなければならない。

　手際よくプチプチと摘んだそれを、腰につけたかごに入れながら、パートのひとりである心こ晴はるさんと気楽にお喋しゃべりするのが日課だ。

　心晴さんは三十五歳、二児の母で、見た目も若くて可愛らしい人。気が合うし、頼りになるので、困ったときはいつも相談に乗ってもらっている。

　今も、さっそく昨日の衝撃的な出来事を話したところ。

「てなわけで、もしかしたら都会へお嫁に行くことになるかもしれません」

　すべて話し終え、一旦手を止めて大きく伸びをしたとき、茶の株を挟んで向かい側にいる心晴さんが、ぽっかーんとしてこちらを見ていることに気づく。

「希沙ちゃん……今日、何月何日？」

「四月二十五日。エイプリルフールは過ぎましたよ」

　嘘じゃないです、との意味を込めて返すと、心晴さんの顔がみるみる輝いていく。それはもう嬉しそうに。

　私の話が事実だと確信したらしい彼女は、「マジか～！　希沙ちゃん、やるぅ！」と、ハイテンションで可愛らしくガッツポーズをした。

　心晴さんも私の浮いた話を心待ちにしていたから、とっても喜んでいるのだ。しかも、急に結婚まですっ飛んだので驚きょう愕がくしただろう。

　しばらくして興奮を落ち着けた彼女は、しみじみとした口調になって微笑む。

「そんな漫画チックなことが、現実に起こるものなのね。もし本当にお嫁に行っちゃうとしたら、嬉しいけどそれ以上に寂しいな」

「私も。心晴さんが作るカツレツを食べられなくなると思うと……」

「それでかい」

　即座にツッコまれ、私はケラケラと笑った。

　もちろん心晴さんと会えなくなるのが寂しいのだが、彼女にときどき振る舞ってもらっていた手料理もだいぶ恋しくなりそうだ。

　尊敬するくらい心晴さんは料理上手で、ここにもよく差し入れを持ってくるので、休憩中にそれをいただくのが日々の楽しみになっている。

　特に、彼女の家にお邪魔したときにごちそうになったカツレツが、めちゃくちゃ美味しかったのだ。

　それを食べられなくなるのは切ないな。心晴さんや家族、友達とも離れ離れになるのだし、かなり心細くなるだろう。どれもこれも、お嫁に行ったらの話だけれど。

　まだまだ他人事の気分で手を動かしていると、心晴さんも作業をしつつ問いかけてくる。

「その彼とは、次はいつ会うの？」

「あ、日にちとかはまったく……むしろ、本当にまた会えるのかどうか」

「えー、そんな感じ？」

　首を傾げて答える私に、心晴さんは拍子抜けした様子で、さらに眉をひそめた。

『また来る』とは言っても、それがいつになるのかは不明だ。父にも結婚話をしていたくらいだから、おそらく冗談ではないのだろうけれど、いまいち信用できない。

「まあ、来なかったらこのまま平凡な日常が続くだけです」

「ちょっと、頼むわよ、御曹司様！　私と希沙ちゃんに胸キュンを～！」

　さっぱりした調子で私が返した途端、心晴さんは顎の下で手を組み、お天道様に向かってお祈りしていた。

　確かに、干からびた私にも胸キュンは必要なのかも……と思うと、苦笑するしかなかった。




　午前中の収穫を終えたら、パートさんたちは工場内の休憩室に集まり、各自持ってきた昼食を食べる。

　私たち家族はだいたい自宅に戻るが、外に出る人もいれば休憩室に行くこともあり、日によってまちまちだ。今日の私は、自宅で適当に昼食をとるつもり。

　畑から戻ってくると、まず縁側で、かぶっていた日よけつきの麦わら帽子を取り、そこにぽいっと置く。ボブの髪が乱れていても、当然気にしない。

「はあ～、あっつー。ビール飲みたーい」

　どかっと腰を下ろし、両手を後ろについて天を仰いだ。今日は日差しが強くて暑いから、畑仕事で汗を掻かいたあとのビールは格別に違いない。

　……と天井を見上げて、だらけきっていた、そのときだ。

「そこは煎茶じゃないのか」

　この家で聞こえるはずのない、艶のある低い声が響く。同時に、私を見下ろす美しくも無愛想な顔が、ぬっと視界に入り込んできたので、心臓が止まりそうになった。

「ひええっ!?」

　思わず叫び声を上げて身を縮める。改めて振り仰げば、ワイシャツにスーツベストを合わせた姿で腕組みをしているその人は、紛れもなく一柳 周さんだ。

　び、びっくりしたー！　どこから現れたんですか！

「なぜそこまで驚く。『また来る』と言っただろう」

「いや、まさか昨日の今日でいらっしゃるとは……」

　思わないでしょうよ。本当にまた来るのかどうかも疑わしかったのに。

　瞠どう目もくしっぱなしの私に、一柳さんはすでに家族の一員になったかのごとく堂々とした佇たたずまいで説明する。

「今日、東京に帰る。その前にもう一度会っていこうと思ったんだ。泰永さんに『どうぞ上がってください』と言われて、お言葉に甘えさせてもらった」

　そうだったのかと納得するとともに、帰る前にこうして会いに来たということは結構本気なのかも、と再確認させられる。

　胸がざわめくのを感じていると、じっと私を観察する彼の視線に気づき、すぐにはっとした。今の私は、人様に見せられる格好ではないじゃないか。

「さっそく君が言っていた意味がわかったよ。確かに、昨日とはだいぶ印象が違う」

　涼しげな顔で、またしてもはっきりと言い放たれ、私は残念な気分で脱力した。

　農作業用の薄汚れたエプロンをつけ、腕にはアームカバー。さらに、もんぺに似たワークパンツを長靴にインしている姿は田舎者丸出しだ。せめて乱れた髪の毛くらいは直すんだった……。

　しかし、これはれっきとした仕事着だ。なにも恥じることはない。私も堂々としていようと思い、開き直って胸を張る。

「ほら、芋っぽいでしょう。これが茶娘というものです」

「ああ、悪くない」

　小さく頷いた彼の口から、予想外の言葉が出てきて、私はつい、「えっ」と声を漏らした。

　昨日の着物姿とは打って変わった格好に、多少なりとも引かれたかと思ったのに……。都会の人ならなおさら。

　間抜けな顔をする私に構わず、一柳さんはぐるりと居間を見回し、とんでもない発言をする。

「ついでに、君の部屋も拝見したいんだが」

「……は!?」

　わ、私の部屋!?　誰か来るとは思っていないから、他人を入れられるほど綺麗にしていないって！

「なに言ってるんですか！　ダメに決まって――」

　思わず立ち上がって口ごたえした途端、鋭さを増した目がギロリとこちらを向いた。ギョッとして私は口をつぐむ。

「部屋の様子と、そこに住む人の心理状態には繋つながりがあると言われている。部屋を見させてもらうのは、君のことを手っ取り早く知るひとつの手段じゃないか？　それとも、汚すぎて変な雑菌がいるのか」

「どうぞお上がりくださいませ」

　彼の口調は抑揚がないにもかかわらず、有無を言わせない迫力があり、あっさりと降伏して頭を下げた。

　なんの予告もなく女の部屋に上がるって、無礼極まりないけれど逆らえない……！　掃除をしていない部屋を覗かれるって、私にしてみたらムダ毛処理をしていない裸を見られるくらい抵抗があるのに。

　……と、心の中で文句を言ってもどうしようもない。一柳さんはさっさと歩きだし、台所からこっそり様子を窺うかがっていた両親と兄弟に、「希沙さんのお部屋にお邪魔します」とご丁寧に告げている。

　そこは礼儀正しいのか。……って、それより、皆そこで盗み見していたの!?　まったく……。

　呆れ顔で私はアームカバーとエプロンを取り、長靴を脱いで縁側から家に上がる。

　心配そうだったり、ニヤニヤしていたり、それぞれの視線を向けてくる皆をちょっぴり睨にらみつつ、仕方なく一柳さんを二階にある私の部屋へ案内することにした。

　男の人を入れるのはいつぶりだろう。元カレは、散らかり放題のここへ来るのは嫌がって早々に来なくなったし。少なくとも一年は、家族と女友達以外は入れていない。

　緊張よりも、どう思われるかという不安のほうが大きく、ためらいがちにドアを開けた。

　そうして目に飛び込んでくるのは、脱ぎっぱなしのジャージや漫画本が床に置きっぱなしで、昔もらったたくさんのぬいぐるみがそこかしこにいる六畳の部屋。さすがにゴミは片づけているので不潔ではないが、とにかく物が多い。

　この光景を目の当たりにした一柳さんは、ある程度は予想していたのか、一瞬眉根を寄せただけで特に動じない。

「なるほど……激安のディスカウントストアを彷ほう彿ふつとさせる物の多さだな。行ったことはないが」

「行ったことないんですか!?」

　そこかよ、と自分にツッコみたくなるような部分に引っかかってしまった。だって、安い量販店に行ったことがないとは、この人は本物のセレブではないか。

　いや、驚いている場合じゃない。彼を招き入れるためにせめて足元くらい片づけないと。

　先に中へ入り、服やら本やらをひとまずベッドに放り投げて、空けたスペースにクッションを置く。

「すみません、この辺に適当に座ってください」と促すと、一柳さんは大きなクマやゆるキャラのぬいぐるみに囲まれたそこに腰を下ろした。

　めちゃくちゃ居心地の悪そうな美顔と御曹司のスペックが、この空間に不釣り合いすぎて、つい吹き出しそうになる。ぬいぐるみのおかげでちょっと可愛く見えるし。

　笑いを堪えて、ざっと整理をしている間、彼はぐるりと部屋の中を見回している。

「雑多な中に、よく埋もれていられるな……。整理整頓の仕方から精神論まで、なかなか教育のし甲斐がありそうだ」

　厳しい声色の発言と、無表情にもかかわらずどことなく楽しげにも見える顔が恐ろしくて、私は若干身震いした。

　部屋の汚さに不機嫌になるかと思いきや、やる気をみなぎらせていらっしゃる……。うっすら感じてはいたが、この人はサディストの分類に入るのでは。

　一緒に暮らしたらスパルタ教育をされるのか、と考えて憂鬱になりそうだったとき、一柳さんがぬいぐるみの下に落ちていたなにかに目を留め、おもむろに手を伸ばす。

　拾い上げたのは、一枚の古びた写真だ。

「この女の子は君か？　隣にしゃがんでいるのは……泰永さん、ではないな」

　その言葉を聞いて、彼が持つ写真を上から覗き込んだ私は目を丸くした。四歳くらいの幼い私と、三十代の男性が寄り添っているワンシーンを写したそれは、とっくに捨てたと思っていたものだったから。

「わ。なんでこんなところにあったんだろう」

「この乱雑さなら、どこになにが落ちていても不思議じゃない」

「うっ」

　冷たく的確なひとことに、ぐうの音も出ない。

　口の端を引きつらせるも、一柳さんの隣に正座をし、写真に写っている人物について説明する。

「この人は、血の繋がった父です。今の両親はふたりとも再婚なので」

　こちらに向けられた一柳さんの瞳は、わずかな驚きを含んでいるように見えた。

　家庭の事情を打ち明けるのに、特に抵抗はないので、私は穏やかに話し続ける。

「兄は父の連れ子で、私は母の。弟だけはどちらとも血の繋がった現在の両親の子です。皆すごく仲良しで、もとから本当の家族みたいなんですよ」

「……そうだったのか」

　彼は私から目を逸らさず、表情も変わらないものの、しっかりと話に耳を傾けているのがわかる。

　いずれ話すことになるだろうし、この機会にすべて教えておこう。

「母が離婚したのは、この写真を撮って間もなくだと思います。よく覚えていませんが、父方の祖母に可愛がられていなかったことは記憶にあります。私も母も、なぜかいつも冷たくあしらわれていて……。離婚の原因はそれもあったのかもしれません」

　断片的に覚えている記憶を引っ張り出せば、『どうして生まれてきたのがこの子なんだい』と、私に向かって忌々いましそうに吐き捨てる祖母の姿が蘇ってくる。当時の父が、私たち母子の味方をした覚えもない。

　なにかしたわけでもないのに、なぜあんなに疎まれていたのかは今もわからないし、知りたくもない。新しい家族ができて幸せな現在、あえて掘り返す必要もないだろう。

　ただ、幼い頃に植えつけられたこの悲しい記憶が、今の私の考えに影響を及ぼしているんじゃないかと思う。

「そのせいか、結婚願望があまりないんですよ、私。離婚してからしばらく母子家庭だったから、苦労してきた母も見ているし、自分が結婚したらどうなるのかなって考えるのが怖いというか……」

　母は、今の父と出会ってもう一度やり直せたけれど、自分はそうなれる気がしない。とはいえ、絶対に結婚しなければいけないわけではないし、独身でいても不幸になるわけじゃない。

　別にこのままだっていいじゃないか。私はいつの間にか、そう開き直っていたのだ。

　一柳さんの手から静かに写真を抜き取ると、それをゴミ箱に放って、自嘲気味に微笑む。

「結婚がすべてじゃないし、自分の好きなように、自由に生きていくのもいいかなって思って過ごしていたら、だらしない女になっちゃっていたんです。一柳さんの妻には、ふさわしくないと思います」

　きっぱりと言い、膝の上に置いた手に視線を落とした。

　泰永茶園のためを思うなら、結婚を承諾したほうがいいに決まっている。けれど、自分自身や一柳さんの体裁を考えると、なかなか一歩は踏み出せない。

　彼のほうこそ考え直したくなったかもしれないし、やはりこの話はなかったことに……。

「それでも君が欲しい、と言ったらどうする？」

　諦めかけた私の耳に意外なひとことが飛び込んできて、驚くとともに目線を上げた。

　相変わらずクールな顔つきで、一柳さんは今の言葉とは直接関係のない、彼の家の事情を話し始める。

「君ほど複雑な家庭環境ではないが、私も少し厄介な家柄でね。〝華族〟というものを知っているか？」

「華族、ですか。なんとなく聞いたことは……。昔、日本にあった貴族制度のことですよね」

　詳しくはわからないが、とりあえずとても裕福な家の方々をそう呼んでいたイメージだ。

　私の返答を聞いて、一柳さんは、「ああ」とひとつ頷く。

「一柳家も戦前はそう呼ばれていた。つまり、私は旧華族の末まつ裔えいにあたる」

　驚くべき告白をされ、私は目を見開き、後ろにのけ反る勢いで「ええ～っ!!」と叫んだ。

　身なりがよく、普通の人とは違うオーラをまとっていると思っていたら、旧華族だったの!?　まさかそれほどまでに高いご身分だったとは！

　唖然としてなにも言えなくなる私に構わず、一柳さんはドライな口調で説明する。

「華族は裕福な家が多かったが、何不自由なく暮らしていたわけじゃなく、さまざまな制限やしがらみがあった。それは今も同じだ」

　彼のまつ毛がやや伏せられ、美しい顔に影を作る。

「結婚ひとつ取っても、相手の家柄だとか、事業に利益のある関係を重視して選べと言い聞かされる。自分の意思など関係ない義務的なものに、願望も希望も、もとからなかった」

　話を聞き、次第に私の興奮が収まっていく。

　事情は違えど、彼も私と同様に結婚願望を持てなかったらしい。家系を繋いでいくために必ず婚姻を結ばなければならない人にも、他人にはわからない苦労があるのだろう。

　やや苦虫を噛かみつぶしたような顔をして、一柳さんは口調も刺々しいものになる。

「見合いをし始めてから、愛せそうもない、身分がいいだけの女性と、なぜ食事だの会話だのをしなければいけないんだとバカバカしくなって、いっそ生涯独身を貫いてやろうかと投げやりになっていたときだ。君に出会ったのは」

　美しい漆黒の瞳に捉えられ、心臓をきゅっと掴まれる感覚を覚える。

　彼の瞳に迷いは感じられない。どうしてそんなに、いい女とはほど遠い私なんかを一直線に見つめられるのだろう。

「まず、美しい作法で煎茶を淹れる凛とした姿に見入った。その印象通り上品な性格なのかと思いきや、畑仕事をする姿はたくましいし、部屋はこの有り様。こんなにめちゃくちゃな女性には今まで会ったことがない」

　最初はよかったのに、だんだんけなされている気がしてきて、私は口の端を引きつらせた。

「それは、いい意味で受け取っていいものかどうか……」

「一応褒めているつもりだが。君は面白い。興味を引かれてばかりだ」

　なんだか研究対象のごとく思われている感じがするけれど、嫌じゃない。興味を持たれるのは、無関心よりよっぽど嬉しいから。

　まあ、まったく面白そうな顔はしていませんが……と心の中で苦笑し、まだある懸念すべき問題を指摘する。

「でも、結婚の条件には、家柄も重要なんですよね？　うちは一般家庭ですから、論外なんじゃ……」

「そうされてきたな、これまでは。私は無駄な慣習に縛られる気はない。華族制度なんて、とっくに廃止されているんだから」

　難しい問題だろうと思ったものの、一柳さんはたいしたことないといった調子で言いきった。

「これからは自分が選んだ相手と結婚できるよう、周囲に働きかけていくつもりだ。一柳家の血を途絶えさせないことは大事だが、娶る相手の家柄など関係ないだろう。子や孫の世代まで、そんな制限を残すのはくだらない」

　そこまで彼が考えていることに少々驚き、私は目をしばたたかせる。

　さっき、『いっそ生涯独身を貫いてやろうかと思っていた』と言っていたよね。私に会って、独身でいる選択肢をあっさり捨て、慣習まで変えようとしているということは……。

「そんなふうに考えるほど、結婚相手は私がいいんですか？」

　湧いてきた素朴な疑問を口にして、すぐにはっとした。

　今、うっかり恥ずかしいことを……！　しかも、なんかちょっと上から目線じゃなかった？

　内心あたふたするも、一柳さんは特に気にした様子もなく、素直に頷く。

「自分の勘を信じると、そうなる。君となら、飽きずにいられそうだ」

　そう言う彼の顔に笑みは浮かんでいないのに、口調が柔らかくなったせいか、とても穏やかに見え、それだけのことでときめいた。

　そして、いまだに勘を頼りにしているのだと思うと、私のほうが笑ってしまった。昨日は勘だと言われて微妙な気分になったのに、なぜだか今はすんなりと受け止められる。

　おそらく、一柳さんの人となりが少しわかって、彼の言葉に嘘や適当さを感じなくなったからなのだろう。

　無愛想で厳しいところもあるが、正直かつストレートで、自分の意思をしっかり持っている。普段の私を知っても、むやみに否定しないどころか、まだ求めてくれる。

　彼と、私ももっと同じ時間を過ごしてみたい。こんなに風変わりな人に会ったのは、私だって初めてだもの。

　突然クスクスと笑う私を見て、やや怪け訝げんそうにする彼に、飾らない言葉を投げる。

「一柳さんって、変わってますね。私もあなたには興味を引かれてばかりです」

　訝しげにしていた彼の目が、真剣なものに変わった。それをしっかりと見つめ、たった今自分の中に湧き上がってきた思いを伝える。

「あなたについていくのも、名家の嫁にふさわしい女性になるために努力するのも、いいかも……って直感しました。私も、自分の勘を信じてみたい」

　これまでずっと、ラクばかりしてきた。日頃の生活だけじゃなく恋愛においても、愛想を尽かされたら終わりでいいや、と面倒になりそうなことは避けていた。

　ここらで一度、誰かと作る幸せのために精いっぱい尽くしてみてもいいんじゃないだろうか。女として生まれた以上、女にしか得られない苦労も幸せも、味わわなければ損だ。そう思い始めたのだ。

　とはいえ、いきなりなんの免疫もない環境に飛び込むのは、多大なる勇気がいる。

「もちろん、この部屋に溢あふれる私物くらいたくさんの不安もあります。結婚願望も、愛もない私たちですが、うまくやっていけるでしょうか」

　まつ毛を伏せ、憂慮している心情を吐露した。こんなことを言ったって、どうなるかは誰にもわからないのに。

　一から始める私たちには、育むべきものが多すぎる。相手を思いやり、敬う心や、愛情……ゆくゆくは子供も。

　いずれ必ず訪れるだろう困難も、ふたりで乗り越えていかなければならない。そうして一生添い遂げることが、本当にできるのか。

　考えれば考えるほど不安の色が濃くなってきて、これじゃいけないと気を取り直そうとした、そのときだ。

　ふいにこちらに手が伸びてくるのが見え、驚いた私はビクッと肩をすくめる。一柳さんの手は私の髪を掻き上げるようにして、そっと頬に触れた。

　無愛想でクールな表情とは裏腹な、ぬくもりと優しさを感じる手に、鼓動が乱され始める。

　若干の熱を帯びた瞳で彼は私を捉え、形のいい唇を開く。

「俺にこうされるのは嫌か？　希沙」

　――突然の呼び捨てと、〝俺〟に変わった砕けた口調に、ドキン！と大きく心臓が波打った。

　不思議だ。急にこんなふうにされても、馴なれ馴れしいだとか不快な感情は湧いてこない。むしろ、他人行儀じゃないのが嬉しいとさえ感じる。

「や、じゃない……です」

「じゃあ、これは？」

「えっ――」

　たどたどしく答えた直後、今度は手首を取られて引き寄せられる。彼の胸に飛び込む形になり、息が止まりそうになった。

「え!?　ちょ、待っ……！」

「ちゃんと喋らなければ伝わらない。どうなんだ」

　動揺しまくる私の背中を大きな手で支え、一柳さんはどこか艶なまめかしい声色で言う。

　耳元で響くからゾクゾクする……！　この人はやはりＳに違いない、と発言を聞いて勝手に確信した。

　ただ、抱き留める手つきは優しいし、腕の中も心地いい。

　ほんのり鼻をかすめる甘くスパイシーな香りにもクラクラしつつ、「嫌じゃありません」と、もう一度答えた。『すごくドキドキするだけで』という補足は心の中だけでしておく。

　私の返答に満足したのか、静かに身体が離された。それでもまだ近い距離で、熱が集まる私の顔を冷静な彼の瞳が覗き込む。

「なら、生理的に不快ではないということだ。それがわかって、ひとつ不安がなくなったんじゃないか」

「ま、まあ……」

　確かにそうなのだけど、あなたは毎度、ふい打ちが過ぎますよ。

　内心で物申していると、わずかに甘みを帯びたこの部屋の空気を散らすかのごとく、一柳さんは淡々と話しだす。

「さっき君も言った通り、一柳家の嫁になるには努力をしてもらわなければならない。まずは怠けた生活を叩たたき直すつもりだが、この先も粉ふん骨こつ砕さい身しんしてもらうことがいろいろと出てくるだろう」

「不安がひとつ解消されたのに、今また増えましたよ……」

　思わず茶々を入れてしまった。努力はするつもりだが、粉骨砕身とまで言われると、やや気が滅入ってくる。

　微妙な顔をする私に構わず、一柳さんは「だが」と話を続ける。

「俺も、君に愛してもらえるように努力しよう。そして、全力で君を守る。結婚を受け入れてくれるのなら、こちらもそれ相応の気持ちで、真摯に向き合うのが流儀だ」

　力強い声でされた宣言に、私は目を見開いた。彼の言葉には不安が霞かすむくらいのパワーがあって、心が軽くなっていく。

　……一柳さんって、冷たくて怖そうに見えるのは上辺だけで、もしかしたら結構、誠実で情熱的な人なのかもしれない。

　そして、こちらが抗う気をなくすほど、惹きつけられる魅力を持っている。

　ただただ彼を見つめて黙りこくっていると、彼の目が意地悪そうに若干細められる。

「怖おじ気けづいたか？」

　そう尋ねられ、私は自然に首を横に振っていた。

　怖くないと言ったら嘘になるが、今は好奇心と前向きな気持ちのほうが勝っている。この人と一緒に、まずは一歩を踏み出してみようと思える。

「こんな私でよろしければ、結婚を前提に……とりあえず、始めてみましょう！」

　何事もやってみなければわからない、と気楽な調子で、明るく言った。

　ぽかんとした一柳さんは、次の瞬間、ふっと頬を緩めた。笑ったとは言えないくらいだが、柔らかな表情を見られて少しだけほっこりする。

　すぐにクールな顔に戻ったものの、どことなく嬉しそうに見えるのは私の気のせいだろうか。

「今から俺たちは婚約者だな。よろしく、希沙」

　彼のひとことで、新しい関係が始まったことを実感させられる。思ったよりも、ワクワクしている自分に驚く。

　胸が早鐘を打つのを感じながら、私は『お願いします』の意味を込めて丁寧に頭を下げた。










早くも夜の営み問題にぶつかりました




　プロポーズを受け入れたあと、家族がそわそわした様子で待つ居間に戻ると、一柳さんはさっそく皆に挨拶をした。

　私は泰永茶園のためだけじゃなく、自分のためにも結婚を前提にお付き合いをしたいと思っている。そのことを告げたら、陸はいつもの調子で盛り上がり、玄にいと父は心配しながらも応援していた。

　唯一、納得しないのは母だ。

『希沙、本当にいいの？　ふたりの間には、まだ愛があるわけじゃないんでしょう？』

　猜さい疑ぎ心しんたっぷりの厳しい目で確認してきた彼女に、私は『それは、これから育んでいこうかと』と返した。

　マイペースな答えを聞き、母はかなり不安そうにため息をついたが、この反応をされるのも致し方ない。

　そのとき、私の隣に座る一柳さんが、家族の前でさえ相変わらずの無表情で言った。

『そのために、希沙さんと同どう棲せいさせていただきたいのですが』と。

　これはふたりで部屋にいたときに提案され、私はすでに了承したことだった。

　一柳さんの頭には、結婚だけでなくビジネスの計画も当然あり、煎茶道の作法を広める講師として、彼が支配人も兼務している施設に来てほしいそうなのだ。

　そこでイベントやお茶会の講座を開けば、お客様に喜んでもらえて、泰永茶園の宣伝にもなる。外国の方には特に興味を持ってもらえるに違いないし、こちらと一柳さん側の双方のメリットになる、と。

　この話に異論はなく、むしろやり甲斐を感じるので即ＯＫした。家業を助けることに自分も協力でき、しかも趣味を活かせるとなれば最高だもの。

　それに、やっぱり結婚前のお試しの意味でも同居生活をしておきたい。

　もしもこの期間に無理だと感じたら、見切りをつけて構わないと言われている。そうなりたくないが、入籍するまで時間があると気持ちに余裕を持てるからありがたい。

　仕事の件を皆にも伝えたうえで、一柳さんは自分の思いを述べる。

『希沙さんの人生を背負う覚悟はできています。しかし、幸せな家庭を築くためにはひとりで頑張っても意味がない。彼女の努力も必要です』

　彼は体ていのいいことばかりを言わない。私にはそれが好印象だ。

『それができるかどうか、お互いが伴侶としてふさわしいかどうかを、一緒に暮らすことで彼女にも見極めてもらいたいのです』

　その意見を聞く母の顔には、次第に険しさがなくなってきていた。おそらく、彼がしっかりした意思を持っていると感じたからなのだろう。

　しばし思案したあと、納得した様子で頷き、『わかりました。希沙もそれを望んでいるのなら』と折れてくれたのだった。




　そうして約二週間後の五月中旬。新茶の摘採をある程度終えて、忙しさのピークを過ぎた頃、私はついに泰永家を出る日を迎えた。こちらまで来てくれた一柳さんと一緒に、これから新しい住処すみかへ向かう。

　彼のご両親は事業で海外へ行っていて、私とのことは伝えてあるそうなので、また日を改めて顔合わせをする予定だ。

　ある程度の荷物は、すでに一柳さんの自宅に送ってある。残りの荷物を彼の車のトランクに乗せ終えると、見送り隊の玄にいが「一柳さん」と声をかけてきた。

「大事な妹なんで、希沙のこと、よろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げる玄にいと、同じくお辞儀でそれに応える一柳さんに、なんだかじんとさせられる。

　ところが、この雰囲気をぶち壊すのは、玄にいの隣にやってきた陸だ。

「姉ちゃんは眠くなると、風呂だろうが床だろうがどこでも寝ちゃう人なんで、そうなったら引っぱたいて起こしていいですからね。あと、冬は腹巻きが手放せないらしくて、おっさんな格好してますけど、引かないでやってください」

「り～く～」

　相変わらず余計なことばかり言う弟に、じとっとした視線を送るも、当然、一柳さんの耳にはもう届いている。

「わかった。覚えておこう」と彼が真面目に返していて、苦笑するしかなかった。

　そこへ、作業着姿の父が、またしてもしんみりした様子で近づいてくる。

「希沙は本当に親孝行な娘でねぇ……。今日まで大きな病気も怪我もせず、立派に育ってくれて感無量だよ。幸せになるんだぞ、希沙」

「いや、結婚式じゃないから」

　子犬みたいに目をうるうるさせた泣きそうな顔を、こちらに向けられたあと、私はすぐさまツッコんだ。父の気の早さは、ぶれない。

　泰永家の男たちに一柳さんが囲まれる中、ふいに私のワイドパンツがくいっと引っ張られる。見下ろせば、心晴さんの三歳になった息子くんが、にこにこの笑顔を私に向けていた。

　人懐っこくて可愛い子で、今もたんぽぽが咲いている庭のほうへ私を連れていこうとしているようだ。

　少し彼と戯たわむれていると、休みにもかかわらず見送りに来てくれた心晴さんがこちらへやってきた。

　私の隣にしゃがみ、たんぽぽの綿毛を飛ばして遊ぶ息子くんを眺めながら言う。

「希沙ちゃんのお相手が、まさかヒトツヤナギの跡継ぎだったとはね～。さすが旧華族。オーラが凡人の比じゃないわ。この辺りじゃ見かけない美形だし」

　ニンマリしている彼女は、以前から一柳さんの会社をよく知っていたらしい。

「心晴さん、ヒトツヤナギのこと、知ってたんですね」

「もちろん。旧一柳侯爵邸とか有名よ。〝大正ロマンに浸れる館〟って、よくテレビや雑誌の特集で取り上げられてるじゃない」

　心晴さんの言葉の通り、一柳さんが支配人を兼務しているのが、その旧一柳侯爵邸らしいのだ。

　彼の祖父の代まで住んでいたお屋敷を、レストランや資料館として利用しているのだそう。私はこれから、主にそのレストランで給仕の仕事をして、ときどき煎茶道の講師も担当する予定になっている。

　昔は侯爵だったなんて、ファンタジーさながらな話で信じられない。私はもはや異世界へ嫁に行こうとしているのか……。トリップしたまま里帰りできなくなったら、どうしよう。

　ふざけたことを考えて緊張を紛らわせる私に、心晴さんが温かく笑いかける。

「大正ロマンの館で、希沙ちゃんの淹れるお茶が飲めるって最高じゃない。今度絶対に行くからね」

　ワクワクした様子の彼女を見ていると、こちらも感化されて、張りつめた気が少し緩む。

　異世界での生活も楽しめばいいのか、と気楽に考え直し、「待ってます」と笑顔で返した。

　そのとき、後ろのほうから「希沙」と声をかけられた。振り返れば母が呼んでいるので、今度はそちらへ向かう。

「忘れ物はない？　あんたは大雑把で心配だわ」

「たぶん大丈夫。あっても取りに来るよ」

　私の呑のん気きな返事に、母は呆れた笑いをこぼした。

　東京から静岡までは新幹線なら一時間ちょっとで着くし、日帰りだってたいした労力にはならない。その気になればいつでも帰れる距離だ。

　そう思えば少し気楽になれるが、やはり母も寂しいらしく、眉を下げている。

「いつかはこういう日が来るんだと覚悟はしてたけど、こんなに急にやってくるとは思わなかった」

「……ごめん」

　なんとなく謝ると、母は切なげに微笑んで首を横に振った。そして表情を引きしめ、改めて指南する。

「わかっているだろうけど、名家に嫁ぐのは大変よ。ふたりに愛が生まれたとしても、それだけじゃどうにもできないこともある」

　酸いも甘いも経験している彼女の、重みのある言葉を噛みしめる。

「なにか悩んだり、つらくなったりしたらすぐに帰ってきなさい。ここはいつまでも希沙の家なんだからね」

　優しく腕を掴まれてそう言われ、心がじんわりと温かくなった。この場所には味方しかいないのだと思うと、とても心強い。

「うん、ありがとう。悲しい顔をして帰ってこないように頑張る」

　茶化し気味の明るい声で宣言すると、母も笑みを浮かべて頷いた。




　皆にしばらくの別れを告げ、わびしさを抱く私を乗せた車は、青々しい茶畑を抜けていく。

　彼の黒い愛車は当然ながら高級車で、すごく静かで乗り心地がいい。余裕を醸し出しつつも真剣な眼まな差ざしで運転する彼の姿も、俳優さんですか、と言いたくなるほどカッコいい。

　今日は七分袖のジャケットにテーパードパンツの、シンプルなのに洗練された私服姿で、初めて見るそれもまた魅力的だ。

　一方の私は、白のブラウスにワイドパンツを合わせたスタイル。いつもよりはだいぶ気を使ったつもりだが、もとがたいした容姿ではないので、この人には釣り合わない気がしてならない。

　複雑な気分で、見慣れた風景が流れていくのを眺めていたときだ。

「この間も思ったが、いい家族だな」

　彼のなにげない呟つぶやきが耳に届き、運転席に顔を向ける。

　無表情だが声に優しさを感じたので、私は嬉しさを滲ませて「ありがとうございます」と返した。

　私の家族を気に入ってもらえたのかな、とほっこりしたのもつかの間、そっけない言葉が投げられる。

「もしもこれからの生活に疲れて逃げたくなったら、いつでも帰ればいい」

　そのひとことはなんだか突き放されたように思えて、若干、心が強こわ張ばる。

　簡単に音を上げるような薄っぺらな覚悟で、私はついてきているわけではない。逆に、あなたはその程度の気持ちなんだろうか。私が逃げてもいいの？

「いえ、私は――」

「そのときは、俺が必ず連れ戻しに行く」

　物申そうとした瞬間、しっかりとした声に遮られて口をつぐんだ。そう来るとは思わず、目をしばたたかせる。

「君が何度逃げても捕まえるつもりだ。まあ、そうならないのが一番だが」

　淡々とした中に執着心を露わにされ、なんとなく照れてしまう。この人にとっては、ただ〝せっかく見つけた面白そうな婚約者〟がいなくなったら困るだけだろうに。

　わかっていても嬉しく感じるのは、たぶん執着されるほど男性に興味を持たれたことが、これまでになかったからだ。

　そういえば、前に心晴さんが『面倒くさがりな希沙ちゃんは追うタイプじゃないから、追われるほうが合ってるかもね』と言っていたっけ。

　彼の考えがこの先も変わらないように、飽きられない努力もしなきゃ、と思いながら念を押しておく。

「今の言葉、忘れないでくださいね。いち……周さん」

　いずれ私も〝一柳〟になるかもしれないのだし、名前で呼ぶ習慣をつけたほうがいいだろうと、少々ぎこちなく呼び直した。

　周さんはこちらを一いち瞥べつし、表情を変えずにひとこと呟く。

「悪くないな」

　それを聞いて私は、ふふっと笑いをこぼした。この人の『悪くない』は、きっと褒め言葉だと思うから。

　だんだん彼のことが理解できてきて、これからの新生活がちょっぴり楽しみになってきた。




　約二時間半のドライブを経て、目め黒ぐろ区にある周さんの自宅に着いた……のだが、目の前にどーんと構えた建物を見た私は、あんぐりと口を開いて固まった。

　黒いレンガ造りの、和と洋が調和した絢けん爛らんな豪邸。外観だけで旧華族だと納得できるような、身分の高い方々が社交界の場として使っていそうな洋館といった感じだ。

　門を開けた周さんが、突っ立っている私を見て不思議そうにしているのに気づき、慌てて近寄る。

「こんなところに、ひとりでお住まいなんですか……!?」

「ああ。数年前までは両親も住んでいたが、軽かる井い沢ざわに建てた別荘に移住して、それからは俺がひとり暮らしをしている」

　やはり持っておられるのですね、別荘を。想像通りのセレブだ。

　脱帽しながら、彼のあとに続いて、手入れが行き届いている日本庭園を抜けていく。

「旧一柳邸をレストランにすることになった二十年前に、新居としてここを建て、一家で移り住んだ。客人を招く機会も多かったからこの広さだが、俺ひとりでは５ＬＤＫなんて無駄でしかない」

「５ＬＤＫ!?　それは確かに、あり余りますね」

「まあ、これからは希沙がいるからな」

　玄関にたどり着いたと同時にそう言われ、まだ慣れない名前呼びに胸がくすぐったくなる。

「もう君の家でもあるんだ。好きに使って構わない。ただし、極力、物は散乱させないこと」

　穏やかな調子だったのに、最後の忠告だけ妙な圧を感じてギクリとする。そうだ、すでに花嫁修業は始まっているのだ。

　今一度しっかり心に留めるも、怒られないようにしなければ、という緊張から口の端を引きつらせて、「ど、努力します」と言葉にした。

　そうしてやっと玄関の中へ足を踏み入れると、天井が高いレストランさながらのホールが現れた。

　上部には色鮮やかなステンドグラスがあり、白い壁と、艶のあるダークブラウンの床や家具がクラシックな雰囲気を醸し出している。

「わあ、すごい……！」

　思わず感嘆の声がこぼれた。それと同時に確信する。ここはもはや私が知っている〝家〟ではないと。

　目を輝かせて奥へ進むと、豪華なシャンデリアと重厚感のある折り返し階段が目を引く、広々としたリビングダイニングに出た。和製アンティークのダイニングテーブルや、座面の臙えん脂じ色がアクセントになった椅子がうまく馴染んでいる。

　和洋折衷な内装は、まさに大正ロマンだ。この階段から、着物や袴はかまに身を包んだご令嬢が下りてきそう。

　こういうところで生活してみたい憧れはあった。煎茶道をやっているおかげで和のものには馴染みがあるし、そこに洋風がプラスされたモダンな雰囲気も大好きなのだ。

　うっとりと周りを見回し、幾度となくため息をついていると、ソファに一旦荷物を置いた周さんが声をかけてくる。

「居心地が悪いか」

「いえいえ、決して違います！　ただ、豪華絢爛さに驚いちゃって。ものすごく素敵なので」

　弾む胸を押さえて、私は、えへへと笑った。ここで生活することを考えると、確かに初めは緊張しまくるだろうけど、ワクワクした気持ちも大きい。

　しかし、そこでふと現実に戻る。これまでと同様に、気を抜いた行動をしてもいいものか、と。

「こんなに素敵な家だと、ジャージでウロウロしにくいな……」

　ついボソッとこぼしたひとりごとを、周さんの耳はしっかりとキャッチしていたらしい。冷めた目でジロリと見られ、ギクッと身体が固まる。

「……好きにすればいい」

　お許しが出たものの、目つきの悪さが気になって、言葉通りに受け取れない。

　なんでそんなに睨むんですか……。いや、もしかしたら本人はそのつもりはないのかも？　まだまだこの人のわからないことはたくさんあるな。

　とりあえず、ジャージでウロウロするのはやめておこうと結論づけ、「荷物を運ぶついでに部屋を案内しよう」と言う彼についていくことにした。

　周さんの邸宅は、とにかく優雅な空気に満ちている。インテリアは和製アンティークで統一されているし、すべてが高級そうだし、キッチンも居間も庶民の生活感があまり感じられない。

　ここで気になるのが掃除だ。こんなに広い家の中を、周さんはひとりで綺麗に保っているんだろうか。お掃除ロボットがいそうな気配もないし。

　まさか、これからは私がやることに……？

　階段を上る私は軽く青ざめ、遠回しに聞いてみる。

「これだけ広いと、掃除がものすごく大変ですよね？」

「それは手伝いを頼んでいるから心配いらない。今後も定期的に来てもらうつもりだ。君の掃除能力が赤点並みなのは、重々承知しているしな」

　そりゃお手伝いさんがいるよね、と安心した直後、厳しい言葉が飛んできてグサリと刺さった。おっしゃる通り。

「じゃあ、とりあえず自分の部屋の整理整頓をしっかりやります……」

　苦笑交じりに言うと、彼はひとつ頷き、「平均点を上回ったら、本格的に清掃指導をしよう」と若干怖いことを口にしていた。

　二階に上りきると、周さんの寝室以外はゲストルームになっていて、温泉さながらのお風呂や、パウダールームを完備したトイレ、さらには小さなキッチンまである。

　ここだけで生活できちゃうから、休日は一階に下りないかも……なんて、ぐーたらなことを口にしたら、また睨まれそうなのでやめておこう。

　ひと通り案内してもらったあと、周さんは、彼の寝室の隣にあたる部屋の前で足を止めた。

　ドアを開けると、先ほど見たゲストルームとほぼ同じ綺麗な一室になっていた。ベッドがひとつと、ローソファ、丸型のテーブル、鏡台などが置かれている。

　その床に、見覚えのある段ボール箱がいくつかある。あれはおそらく、私が送っておいた私物だ。

　持っていた手荷物をソファに下ろして、周さんは言う。

「事前に届いた荷物はここに置いてある。君の部屋として自由に使ってくれ」

「ありがとうございます」

　やっぱり、ホテル並みに素敵なここが私の部屋になるのか。これは汚せそうにない……というより、汚したくない。現状維持できるかも！

「ただ、寝るときは俺の部屋に来ること」

「へっ？」

　希望を感じていたそのとき、聞き捨てならないひとことが耳に入ってきて、間抜けな声を漏らした。

　ぽかんとして周さんを見やれば、涼しげな顔で腕を組んでいる。

「夫婦になるのなら、一緒に寝るのは当然だろう」

　きっぱりと断言され、心臓が飛び跳ねると同時にギョッとした。

　初日から一緒に寝る、と!?　確か、さっき覗かせてもらった周さんの寝室には、キングサイズのベッドがひとつ置かれていただけだった気が……。

　たとえ広々としたベッドで距離を取って添い寝をするだけだとしても、刺激が強すぎる。こういうことはご無沙汰で、気持ち的には処女同然なんですよ！

　動揺しまくる私は、今しがたの彼の発言に少々抵抗してみる。

「そう、ですけど、私たちはまだ他人の域を超えていませんし……！」

「他人の域を超えるのが、ベッドの上だったりもするが？」

　間髪を容れずに、艶めかしい流し目とともに赤裸々な反論が返ってきて、一気に顔を熱くして押し黙った。

　ちょっと待った……今のは、ただ寝るって意味じゃないよね？　突拍子もない言動をするのがこの貴族様の特徴だったりするから、冗談なのか本気なのか、まったくわからない。

　でも、私をからかっている可能性のほうが高い気がする。

　周さんは威圧的なオーラを出しているだけで、おそらく中身は誠実だ。いきなり関係を持とうとするような横暴な人ではないはず。きっとジョークだよ。

　そう思うと気が抜けて、呆れた笑いがこぼれた。

「もう、冗談はやめてくださいよ。私は陸が言った通りどこでも寝られる人間ですけど、さすがに愛し合っていない男の人と床をともにするだとか、そんなこと――」

　軽い口調で話していたそのとき、急に距離を縮めてきた周さんが手を伸ばし、私の顎をくいっと持ち上げた。

　驚いて口をつぐむ私の目に、ふざけた空気などまったく感じない彼の真剣な表情が映る。

「俺は本気だ。愛があってもなくても、希沙が婚約者としてここにいる限り、いずれ俺は君を抱く」

　ストレートで大胆な宣言に、心拍の振れ幅が一層大きくなる。

　しかし、そこに甘さはあまり感じられない。感じるのは、さっきのは戯ざれ言ごとではないと訴えるような力強さと、そこはかとない冷淡さだ。まるで、角砂糖をひとつ落としただけの冷めたブラックコーヒーみたい。

「結婚生活を送るにあたって、身体の相性を確かめておくことは大事だろう。俺は跡継ぎを残さなければいけない。そのための行為を君が苦痛に思うなら、結婚を改めて考える必要がある」

　続けられた言葉で、彼と私とではセックスに対する概念が違うのだとわかった。

　周さんにとってのそれは、愛を確かめたり、欲求を満たしたりするためだけのものじゃない。一柳家の血を引く後継者を残すための重要な意味を持つものなのだ。

　そしてそれは、未来の嫁候補である私が協力しなければ成しえない。身体の相性が悪ければ、たとえ愛し合えたとしても子作りは苦痛になる。

　万が一そうなって私に嫌な思いをさせないために、婚約期間中に確かめておいたほうがいい、ということなのだろう。

　こんなふうに考えたことがなかった私は、呆あっ気けに取られた。言われてみれば、周さんの意見も一理あるし、私の心身を気遣ってくれるのはありがたい。だが、なにかが引っかかって、もやもやする。

　戸惑いを露わにしたままなにも返せずにいると、彼は手を離し、いつも通りそっけなく言い放つ。

「とはいえ、少なくとも今夜どうこうすることはないからご安心を。ジャージ姿にはきっと欲情しない」

「んなっ……」

『失礼な！』と喉元まで出かかったが、よくよく考えればジャージ姿に色気などあるわけない。文句を呑のみ込み、膨れっ面をするに留めた。

　ストレートでちょっとひどい婚約者さんは、踵を返してドアのほうへと向かう。そして「夕飯は外で食べよう。それまで荷物を片づけていてくれ」と、何事もなかったかのような口調で告げ、部屋を出ていった。

　ドアが閉まった直後、私は脱力する。

　まさか、下心なく身体の関係を迫ってくる人がいるとは思わなかった……。

　もしかしたらこれは、周さんが育ってきた環境がそうさせているのかもしれない。結婚に対して義務感を持っていたみたいだし、きっと子作りに関しても同じだったのだろうと想像はつく。

　しかし、そのためのただのプロセスとして行為に及ぶのは、少々寂しいことじゃないだろうか。

　私がもやもやしているのは、そこだ。やっぱり愛があってこそ抱き合うものだと思うから。

　見るともなしにドアを眺めて、しばし立ちつくし、彼に意見するべきか、するとしたらどうやってうまく伝えようかと考えあぐねていた。




　夕方、周さんに連れられてお邪魔したのは、近所にある蕎そ麦ば屋さんだった。

　小綺麗だが歴史を感じる古民家風の店で、あまり外食で蕎麦を食べない私も、その美味しさは充分にわかった。

　私が移住してきたから蕎麦を食べに来たのかと思いきや、どうやら引っ越し蕎麦とは、本来は挨拶を兼ねて近所に蕎麦を配る習慣のことを意味し、引っ越した者が祝って食べるものではないらしい。

　じゃあ、なぜ今日食べに来たのかと問うと、『単に食べたかったからだ』と即答され、つい笑ってしまった。

　周さんは、複雑なところもあれば単純なところもあって面白い。

　それに、とにかく正直な物言いをする。食後にお茶を飲んでいたら、『茶は希沙が淹れたもののほうがうまいな』と呟いたりして。

　そういう彼を見ていて、ふと感じた。この人と結婚するのなら、私も遠慮ばかりしなくていいんじゃないか、と。

　お互いを深く知るための婚約期間だ。言いたいことがあったら溜ためずに言おう。最初から我慢していたら、それこそ夫婦生活が苦痛になる気がするから。




　決心した私は、お風呂に入ったあと、温かいほうじ茶を淹れて周さんの寝室へ向かった。彼が眠る前にお茶を飲みたがっていたので、私も一緒に一服するつもり。

　就寝前にはカフェインが少ないほうじ茶が最適だ。煎茶も水出しすればカフェインをほとんど含まずに抽出できるのだが、今日は時間がないので断念した。

　蓋をした湯呑を載せたトレーを手に、ドアをノックする。返事が聞こえ、緊張気味にドアを開けた直後、私は目を丸くした。

　お風呂上がりの彼は、見目麗うるわしい浴衣ゆかた姿だったから。縦たて縞しま模様が入った藍色の生地に、明るめの灰色の帯が映えている。

　似合いすぎているし、スーツのときとはまた違ったセクシーさを醸し出していて……さらにドキドキしてしまう。乾かしたばかりのラフな髪も、普段はお目にかかれない緩さを感じるし。

　おそらく仕事の資料を見ていた彼は、「ありがとう。そこへ座って」とテーブルへ私を促した。

　ぎこちない動きでラウンドテーブルに湯呑を置き、なんとなく問いかける。

「い、いつも浴衣なんですか？」

「ああ。家ではな」

　なんと風流な……。そりゃあジャージ姿には欲情しませんよねぇ。ご本人が男の色気ダダ漏れなんだもの。納得だ。

　この家でジャージはやめようと思ったものの、パジャマの代わりになる服が今のところそれしかない。そのため仕方なく今は普段通りの格好なのだが、なんとも肩身が狭い。

　しかし、私が気にするのはそんなことではないのだ。夜の営みについて、きちんと話し合わなければ。

　お互いにローソファに座り、ひとまずお茶をいただく。

　湯呑を口に運ぶなにげない仕草さえも、周さんだと優美に見えて感服する。日頃からあらゆる所作が綺麗だが、浴衣姿の今はなおさら。

　少し気を落ち着けたところで、私は背筋を伸ばし、「周さん」と声をかけた。ゆるりとこちらに向けられた切れ長の目を見つめ、意を決して口を開く。

「私は、お互いへの想いがないまま抱き合うのは、嫌です。根本に愛がないと、相性の良し悪しは量れないと思うから」

　単刀直入に言うと、彼がわずかに目を見張るのがわかった。私はさらに続ける。

「男性は好意がなくても抱けるものかもしれないし、それなりに快感を得られるんでしょうけど、女性はそうもいきません。好きっていう気持ちが大事で、それが相性のよさに繋がるんだと思うんです」

　決して私は恋愛経験が豊富なわけではないので、「ただの持論ですが」と付け加えておいた。

　でもきっと、愛があるのとないのとでは気持ちよさが違うはず。

　ここまで赤裸々なことは恥ずかしくて言えないから、汲くみ取ってもらえることを願い、真剣な眼差しを向け続ける。

「だから……まず周さんを好きになりたいし、私のことも好きになってもらいたいんです」

　私が望むのは、つまるところ、これに尽きるのだ。

　しかし、正直な思いの数々を告げているうちに、周さんの形相はやや険しくなっていた。話し終えた今は口元に片手を当て、テーブルへと目線を下げている。

　彼のところだけ、ずーんとした黒い雲に覆われているみたいで、私の顔にも覇気がなくなっていく。

　失敗だったかな……と内心嘆きつつ、様子を窺う上目遣いで彼を覗き込む。

「すみません……怒っちゃいました？」

「ああ。女性にそこまで言わせてしまった不甲斐ない自分に、腹が立っている」

　重い声色で即答されて落胆しかけたものの、怒りの矛先は私ではないらしい。

　しばし黙って考え込み、スッと顔を上げた周さんは、どこか憑つき物が落ちたふうにも見える。

「結婚だけじゃなく、子供についても散々言われてきたせいか、いつの間にか身体の交わりと恋愛を切り離して考えていたらしい。普通は簡単にわかることなのにな。君のように思うのが当然で、正解だと」

　自嘲気味にそう言うと、彼はおもむろに腰を上げた。今度はベッドに座り、自分の隣のスペースをトン、と叩く。

「希沙、ここへ」

『隣に来い』との合図に、急に胸が騒ぎだす。若干ためらうも、素直に従うことにして私も立ち上がった。

　拳ふたつ分ほどの間隔を空けて遠慮がちに座ったものの、そっと腰に手を回され、微妙な距離はすぐに埋められた。

　そうして石せっ鹸けんの香りがするくらい近くで、周さんが私を見つめてくる。その視線に絡め取られるように目を合わせれば、ゆっくり持ち上げられた彼の右手が、私の髪に差し込まれた。

　とても大事そうに愛めでるかのごとく髪を梳すかれ、鼓動のスピードは速まるばかり。

　どうしたんだろう、突然……。彼の心情は読み取れないけれど、普段の冷徹さとは不似合いだと感じるほどの優しい手つきが心地いい。

　頬を火ほ照てらせ、されるがままになっている私に、彼は髪を撫でながら、ふいにこんな話をする。

「今、祖父が昔言っていたことをふと思い出した。〝琴きん瑟しつ相あい和わす〟という言葉を知っているか？」

　きんしつ、あいわす……？

　なにかの呪文？などと頭の中に疑問符を浮かべて、「いえ」と小さく首を横に振った。周さんの説明はこうだ。

「琴と、瑟という古代中国の弦楽器の音がよく合うことから、夫婦仲が非常にいいことのたとえとして使われている」

「なるほど……。素敵な言葉」

　きっと昔から使われているのだろう。古風でなんとなくロマンチックな響きだなと思い、ふふっと笑みをこぼした。

　すると、右手は髪に差し込まれたまま、腰に回されていた左手が移動して、次は頬に触れる。

　彼の美しい顔が目の前にあり、初めて見るそこはかとない優しさを交じらせた情熱的な表情にも、胸が高鳴る。

「君ともそうなりたいものだな。義務だとか責任だとか、煩わしいものは無視して。君の心も身体も、本能のままに求めたい」

　昼間は足りなかった甘さがたっぷり補充された言葉に、ドキドキがやまない。私も、この堅物な彼を夢中にさせてみたい願望が生まれ、こくりと頷いた。

　今、お互いの気持ちが同じラインに合わさった気がする。それがズレると、喧けん嘩かになったり不満が溜まったりするんだろう。

　そうなったときは、また並ぶ努力をして、できるだけ均等を保って歩んでいく。これの繰り返しが結婚生活なのかなと、なんとなく思った。非常に面倒だけど、そういう相手がいるのは幸せなことなんだろうな、とも。

　もっと周さんと心の距離を縮めたくなり、先ほどまでは抵抗があったことも自らしたいと思い始める。

「あの……今夜から、ここで一緒に寝ていいですか？　ただ、隣で眠るだけ」

　積極的すぎるだろうかと懸念するも、周さんはなんら気にした様子はない。むしろ、その瞳にわずかな光を捉え、甘さの残る口調でこう答える。

「いいよ。ただ眠るだけじゃ済まなくなってもよければ。ジャージ姿も、希沙なら予想外に悪くない」

「えっ!?」

　思ってもみなかった返答にギョッとすると同時に、発熱したかというほど顔が熱くなった。

　私の反応を見た周さんはどことなく得意げにしていて、宥なだめるみたいにポンポンと頭を撫でる。

　やはり冗談か本気かわからないが、あなたは最終的に私を女として特別扱いしてくれる、唯一無二の人だ。




　……それからの一夜は、本当に手を出されることもなく、ちゃんと隣に並んで健全な眠りについた。

　琴瑟相和すふたりになるために、次の日には、さらに私たちの距離が近づくことを願いながら。










甘言蜜語が彼の本心だとするならば




　同棲二日目は日曜日で、休みだった周さんに旧一柳侯爵邸へと案内してもらった。私が働き始めるのは水曜日からなので、職場の皆さんへの挨拶も兼ねて。

　周さんの自宅から、徒歩十五分で着いた旧一柳侯爵邸は、ルネッサンス様式と呼ばれる白亜の豪華な洋館で、貴族が暮らしていたことがありありと想像できる。

　白い外壁に緑青色の屋根がハイカラで、円柱が用いられた玄関ポーチやアーチ型の窓も洋風で優雅な印象だ。

　中のホールは、漆しっ喰くいの真っ白な壁と、木製のドアや腰壁、くすみのある真紅の絨毯のバランスが重厚感があり、周さんの自宅と似ていた。

　その正面ドアの奥がもとは食堂で、今はレストランになっている。広々としたそこは、天井に施された装飾とシャンデリアが華やかで、格調高く落ち着きのある空間だ。

　レストランの雰囲気によくマッチしているのが、給仕係の女性の袴姿。黒い大きめの矢羽根模様の着物に、紫紺の袴とブーツを合わせたスタイルで、和服好きな私はとても心をくすぐられた。

「すごい、大正時代にタイムスリップしたみたい……！」

「その感覚を味わってもらうのが目的なんでね」

　感動する私に周さんが言った通り、提供しているメニューもコロッケやカレーライスなど、当時の食事を再現している。

　こんなに素敵な場所で働けるとは、テンションが上がる。煎茶道を行うときは着物だが、給仕として働くときは私も袴を着られるし、めちゃくちゃ嬉しい。

　それはさておき、重要なのは人間関係だ。給仕係は四十代くらいの女性が多く、てきぱきと動いていて、仕事ができる人たちであることはすぐにわかった。

　席もいっぱいで忙しそうだったため、挨拶は軽く済ませたが、皆さんにこやかに「これからよろしくね」と返してくれた。

　ただ、なんとなく目が笑っていない感じがしたのだが、きっと気のせい……だと思いたい。

　私が周さんの婚約者であることは周知しているらしいが、彼がいくらハイスペックな男性であっても、さすがにおば様方が狙っているなんてことはないだろうし。

　もしかしたら、よそ者がやってくることを煙たがっていたり、警戒心があるのかもしれない。そうだとしたら、これからの頑張りで認めてもらわなければ。

　気を引きしめつつ、昼食はレストランで美味しくいただいた。お腹が満たされたあとは、資料館となっている二階の大広間や、廊下で繋がった和館を見学させてもらい、風雅さに終始うっとりしたため息をついていたのだった。




「茶室も気品があって、やっぱりうちとは違ったな……」

　月曜日の午前九時、私はひとりリビングダイニングで、煎茶をお供に昨日のことを思い出していた。

　和館にあった綺麗な茶室からは、美しい日本庭園が見えて、とても素敵だった。あの場所でお茶を淹れたら、なおさら美味しくいただけそう。

　その日を心待ちにしているが、とりあえず今日は残りの荷物の片づけと洗濯が、周さんに言い渡された私の仕事だ。

　彼は、私がなんとか早起きして作った朝食を食べて出ていった。綺麗に平らげてもらえたことを思い返すと、自然に笑みがこぼれる。

　昨夜の夕食も私が作ったのだが、煮物やおひたしなどの田舎料理ばかりで、素朴なそれらを見た周さんは、『茶色い……』と、ひとこと呟いていた。

　高級志向の御曹司様だもの。きっとおばあちゃんの食卓みたいな光景は見慣れないだろう。

　しかし、食べてみたら『なかなかの味だ』と褒めてくれて、私は大げさに喜んでしまった。辛辣な感想が飛んでくることも覚悟していたから、怖い顔をされなくてホッとした。

「今夜はなににしよう。時間はたっぷりあるから、肉でも浸けておくか」

　ひとりごちて、静かに湯呑を口に運んだ。実家には毎日誰かしらいたから、今はやはり寂しくて、無意識にひとりごとが多くなっている。

　洗濯物はもう干したし、片づけもあと少しで終わるし、このお茶を飲んだら食料の買い出しに行こう。昨日の午後、周さんとここの近所を散策してスーパーの場所は覚えたから大丈夫。

　なにかしていないとホームシックになってしまいそうなのだ。おかげで干物生活にはならずに済んでいる。

　しかし、今度はやることがなくなって困る。買い出しも料理の下準備もたいした時間はかからないし、あとはひたすら掃除をするしかないのか……。

　暇を持て余していたとき、玄関のチャイムが鳴ってドキリとした。

　まだまだ他人の家でお世話になっている感覚が強く、わが物顔で出ていいものかと一瞬ためらったが、出る以外の選択肢はない。私は婚約者なのだから。

　慌てて席を立ってインターホンで確認すると、周さんより年上らしき男性がいる。寝癖なのか無造作ヘアなのか微妙な髪型の、渋めの顔立ちをしたイケメンだ。

　この人、どこかで見たような……と首を傾げつつ、「はい」と応答すると、彼はインターホンに顔を近づけ、緩い調子で挨拶する。

「おはようございまーす。旧一柳邸のシェフです」

「あ！」

　言われてわかった。昨日、レストランに行ったときに厨ちゅう房ぼうでちらっとお見かけした方だと。

「少々お待ちください」と声をかけ、小走りで玄関ホールを抜けて鍵に手をかける。一応ジャージから普段着に着替えておいてよかった。

　ドアを開け、眩まぶしい日差しとともに男性と対面する。

「おはようございます」

「どうもー。朝っぱらから突然すみませんねぇ」

　渋いイケメンさんは、落ち着いた笑みを浮かべて会え釈しゃくした。そこはかとない気だるさが、大人の余裕を感じさせる人だ。

　服装はＴシャツにワークパンツのラフな格好で、農作業をするときの玄にいや陸と似ているが、なんだかサマになっている。

　彼は私を観察するように眺めると、顎に手を当てて意味ありげに微笑む。

「君が周に見初められた芋娘……じゃなくて茶娘さんか。普通に可愛いじゃないの」

　ん？　なんか余計な言葉が多くないですかね。〝芋娘〟とか〝普通に〟とか。まあ、深くは気にしないでおこう。

　どうやら周さんから私のことを聞いていたようだ。呼び捨てだし、仲がいいのだろうか。そもそも、なんの用事でここへ？

　いろいろと聞きたいがなにから切り出そう、と迷っている私に気づいたのか、彼のほうから話しだす。

「あー、悪い。自己紹介がまだだったな。俺は藪やぶ沢さわ寛かん太た、総料理長を務める三十八歳、独身です」

　ご丁寧にプチ情報まで付け加えられた。独身なのは意外だが、総料理長という立場にはさらに驚く。

　尊敬の眼差しを向け、私は改めて挨拶をする。

「どうも、泰永希沙です。昨日、レストランでお料理をいただきました。カツレツ、とっても美味しかったです！」

「それはよかった。あんたのお口に合わないんじゃ、もうここに飯作りに来られなくなっちまうからな」

　カツレツは心晴さんが作る家庭的なものとはまた違い、プロの味がして感動したのだが、それはひとまず置いておいて。嬉しそうな顔をする彼の言葉で、新たなことがひとつわかった。

「『たまに料理を振る舞いに来る男がいる』って周さんが言っていたのは、藪沢さんのことだったんですね」

「そうそう。周が学生の頃から、一柳家のお抱えシェフみたいなもんだったんだ」

　だいぶ前からの付き合いなんだ。それならふたりの仲がいいであろうことも、藪沢さんが私のことを知っているのも納得する。

　へえ～、と頷く私に、彼は「あ、〝藪さん〟でいいよ。皆そう呼んでるから」と気さくに言う。

　めちゃくちゃ話しやすいし、好感の持てる人だな。周さんとは正反対。

　堅物な貴族様の顔を思い浮かべてクスッと笑い、「わかりました」と答えた。

　藪沢さん改め藪さんは、手に持っていたレジ袋をひょいと掲げてみせる。

「今日はいい筍たけのこをもらったから、ひと仕事する前にお届けしようと思ってね。ちょっとキッチンに運ばせてもらっていい？　また調理しに来るよ」

「わあ、ありがとうございます！」

　藪さんの手料理が食べられるなんて嬉しすぎる。もちろんふたつ返事で了承し、中へ入ってもらった。

　彼は慣れた様子でキッチンに向かい、すでにアク抜きしてある筍を冷蔵庫にしまっている。ひと仕事すると言っていたし、お茶を飲んでいる時間はないだろうか。

　尋ねてみようとしたとき、どこからか音が鳴り始めた。藪さんに電話がかかってきたらしく、「ちょっといい？」と私に断りを入れてスマホを耳に当てる。

　聞き耳を立てていると思われたらいけないし、とりあえずダイニングのほうに行っているか……と、歩きだそうとしたときだった。

「ああ、今から行くよ。……え？　ガキが生まれそうだと!?」

　藪さんが発した驚きの声に、私は思わず「えっ」と言って振り返った。

　誰か子供が生まれそうなの？　緊急事態じゃない！

　藪さんも焦燥感たっぷりに、かつ力強く言い放つ。

「俺に電話してる場合じゃねーだろ！　畑なんか気にしなくていいから、早く行ってこい。しっかり奥さんのケツ押してやれよ」

「ケツを押す……？」

　最後のひとことに反応してしまった。藪さんはぐっと拳を握ってカッコよく言っているが、なんのことだろう。

　考え込みそうになったが、そういえば心晴さんが、『陣痛のとき、お尻の穴の辺りを強く押してもらうとラクだった』と言っていたことを思い出す。

　それのことか……ていうか、藪さん、独身のくせになんでそんなことを知っているんですか。

　笑いたくなるのを堪えているうちに、彼は電話を切った。ひとつ息を吐き出し、私に事情を説明する。

「俺の実家、キャベツ農家でさ。従業員の野郎の奥さんが産気づいたらしい」

「そうなんですね！　全然関係ない私がそわそわしちゃう」

　知らない人であっても、新しい命が生まれるのはとても喜ばしいことだし、頑張ってほしい。

　藪さんはすでに落ち着いた様子で頷き、「無事を祈っておこう」と言って微笑んだ。そしてスマホをポケットに入れると、なぜかシンクに両手をついて息を吐き出す。

「しっかし、これであいつが抜けて、また人が足りなくなっちまった……」

「ああ、農家のほうですか？」

「そう。今、春キャベツの収穫真っ只ただ中なかで忙しいんだよ。俺もこうして休みの日にわざわざ手伝いに行くハメになるし」

　なるほど。ラフな格好をしているのは、本当に農作業を手伝うからだったのね。

　人手が足りなくなることはわかっていただろうに、出産する奥さんのもとへ行けと迷いなく言えるのは、人としてカッコいい。

　ますます尊敬していると、彼は気を取り直したように背筋を伸ばし、こちらに向かってくる。

「てことで、急いで向かうわ。またね、希沙ちゃん」

　笑顔を見せてひらりと手を振り、私の横を通り過ぎていく彼を見て、なんだかもどかしい気分になる。

　私にも、なにかやれることがあるんじゃないだろうか。ひとりでここにいて寂しくなっているよりは、誰かのために動いたほうがいい気がする。

「あの……藪さん！」

　玄関ホールを抜けていく彼を追いかけ、呼び止めた。彼が不思議そうに振り返る。

「よければ、手伝わせてください！」

　私の申し出に、藪さんは一ひと重えの目をぱちくりさせ、少々困り気味に眉を下げる。

「それはすごくありがたいけど、結構大変だよ？　キャベツは重いから重労働だし」

「こう見えて私、体力あるんですよ。お茶の収穫とはだいぶ違いますけど、畑作業には慣れているし、少しでも力になれたらなと」

　自信を持ってそう言うと、藪さんの瞳の色が変わった。私に真剣な顔をずいっと近づけて確認してくる。

「本当にいい？　予定はないの？」

「大丈夫です」

　しっかりと頷けば、彼は勢いよく私の手を取り、「ありがとう！　すっげー助かる」と、とっても感激していた。




　一旦部屋に戻り、私は一応持ってきていた農作業用の服に急いで着替えた。戸締まりをきちんとして家を出ると、藪さんは駐車場に停まっている白いミニバンに背を預けている。

　準備万端な私の格好を見て、彼は満足げに頷く。

「さすが茶娘さん。服装は大丈夫そうだな。可愛い婚約者を連れ出しちゃって、周に怒られないかだけが心配だ」

「たぶん大丈夫ですよ。ちゃんと連絡は入れておいたし、『自由に過ごしていい』って言われているんで、夕飯の準備さえできれば問題ないかと」

　相手は周さんもよく知っている人だしね、と思い、軽く笑って答えた。

　ところが、藪さんは私の返答を聞いているのかいないのか微妙な感じで、ひとりぶつぶつと呟く。

「まあ、この件に関しては怒るほうがいい傾向だよな。あいつの本気度もわかりそうだし。……よし、じゃあ行こう」

「え、あ、はい！」

　彼の言っている意味がよくわからなかったが、車へと促されたので、とりあえず考えるのはあとにして助手席に乗り込んだ。




　三十分ほどかけて着いた藪さんの実家には、立派なキャベツが綺麗に並ぶ畑が広がっていた。

　藪さんの兄夫婦が跡を継ぐそうだが、お年を召したご両親もまだまだ元気で、家族総出で作業をしている。藪さんが『頼もしい助っ人を連れてきたぞー』と私を紹介すると、皆さんとても喜んでいた。

　私が主に手伝ったのは、キャベツを箱詰めする作業。確かに腕が疲れたが、初めての経験を楽しんでいたら、あっという間に午後になっていた。

　昼食のおにぎりまでいただき、キリのいいところで切り上げて、今は藪さんと旧一柳邸にやってきた。レストラン用にもらった春キャベツを運ぶために。

　今日は、周さんは港みなと区にある本社で会議をしているらしいので不在だ。

　ふたりで厨房に向かいながら、段ボール箱を抱えた藪さんが清々しそうに言う。

「いやー、本当に希沙ちゃんのおかげでめちゃくちゃ助かった。ありがとう。お礼に、今夜の夕飯作りに行くよ」

「いいんですか!?　やった！」

　遠慮もせずに私は目を輝かせた。夕飯を作らなくていいのもありがたいし、藪さんの手料理を食べられることがなにより嬉しい。

　ほくほくした気分で、段ボール箱を運び終えた藪さんに、私が持っていたキャベツが入ったレジ袋を渡す。

　そうして彼が調理員の方々とやり取りをしている間、私は給仕係の皆さんに挨拶しておくことにした。

　レストランを覗くと、午後三時を過ぎた今は、ランチタイムを終えたのでお客様はいない。ディナーは完全予約制で、五時から八時までの営業となっている。

　掃除をしている給仕係の中年女性三人に、少しだけ勇気を出して声をかけてみる。

「お疲れさまです。昨日はありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げて笑顔を向けると、ぴたりと動きを止めた皆さんがこちらを凝視する。そして三人はなにやら硬い表情で目を見合わせたあと、こちらに歩み寄ってくるので、私はギクリとした。

　なんだなんだ、この空気は。イジメの主犯グループが標的の子を追いつめる、みたいな圧を感じるんですが。

　なぜか私の前に立ちはだかった三人のうち、真ん中のお綺麗だが一番強そうな女性が、口元にだけ笑みを浮かべる。

「泰永さん、でしたっけ。とても粋な格好をしていらっしゃるわね」

「え」

　そう言われて目を点にした私は、自分の格好を見下ろす。

　飾り気のないＴシャツにワークパンツで、首にタオルを巻いた姿はダサい農家スタイルだとは思うが、〝粋〟って。絶対に嫌味だよね……頬の筋肉が引きつるわ。

　他のふたりも、私を頭からつま先まで眺めて嘲あざける。

「一柳さんの隣に並ぶのが恥ずかしくないのかしら」

「こんな田舎娘が婚約者だなんて、信じられない」

　口々に罵られ、私は呆気に取られた。快く受け入れてもらえそうだった昨日の雰囲気は、やはり上辺だけだったらしい。

　ショックを受けるよりもひたすら驚いていると、リーダーっぽい真ん中の女性が、嘲笑を浮かべて「いいえ、お似合いよ」と言う。

〝お似合い〟というのは、当然、周さんとのことであるわけもなく……。

「その格好がね。ここで働くより、畑で汗水を流したほうがよろしいんじゃないですか？」

　明らかに私を受け入れる気がないセリフをぶつけられ、私の口からはなんの言葉も出てこなかった。

　私をよそ者扱いする人もいるかもしれないと思ってはいたけれど、まさかここまでとは。

　唖然とする私を残し、三人は意地の悪い笑い声を上げて離れていく。今どき「おーっほっほっほ」と笑っている人、久しぶりに見た……。

　なぜこんなに毛嫌いされているのかは謎だが、とりあえず前途多難のようだ。

　深いため息をついたとき、厨房からやってきた藪さんに「希沙ちゃん」と呼ばれる。

「明日の調理の確認をしておくから、ちょっと待ってて。俺もこのまま一緒に一柳家に行くから」

「わかりました」

　笑顔を作って返したものの、彼が背を向けるとすぐに表情は強張る。

　向こうの熟女三人組から〝帰れ〟オーラが出ている気がするし、ずっとここに突っ立っているわけにいかない。車のほうに戻って待っていよう。

　後味の悪さを感じるも、仕方なくエントランスに向かい、一歩外に出たときだ。

「あの、泰永さん！」

　後ろから聞き慣れない声に呼ばれ、ぱっと振り返る。小走りで近づいてきたのは、袴姿の小柄な女の子。

　さっきは見えなかったから、厨房のほうにいたのだろうか。私よりも若そうな、目がぱっちりとした愛らしい顔立ちの子だ。いったいどうしたんだろう。

「えっと……」

「私、栗くり山やまほのかといいます。ときどき、一柳さんのご自宅のお掃除をさせてもらっています」

　にこりと微笑み、ひとつに結んだふわふわの長い髪を揺らして、彼女はお辞儀をした。私は新たな事実に驚き、目を見開く。

「あなたがお手伝いさん!?」

「はい。事情があってそうなりました」

　あはっと明るく笑う彼女はとても愛想がよく、悪いことは考えていないようだが、つい先ほどの熟女組のせいで勘繰ってしまう。

　とりあえず、失礼を承知で「おいくつですか？」と問いかけると、「二十二歳です」と快く答えてくれた。陸と同い年だとわかると親近感が湧く。

　そんなほのかちゃんは、少しバツが悪そうな顔をして言う。

「さっき、お気を悪くされましたよね。すみません、なんのフォローもできなくて。声をかけたくなって、ゴミを捨てるフリして抜けてきちゃいました」

　自分が悪いわけではないのに謝る彼女は、やはり敵ではなさそう。私は慌てて首を横に振った。

「いいの、いいの！　それにしても……皆、私のことが気に食わないっぽいね。いきなりあんなふうに言われるからびっくりしちゃった」

　苦笑を交えておどけてみせると、ほのかちゃんはキョロキョロと周りに人がいないことを確認し、声を潜めて熟女組について話しだす。

「リーダー格の人が橘たちばなさんといって、彼女の娘が一柳さんをかなり気に入っているんです。橘さんも一般家庭なので、選ばれた泰永さんにおそらく嫉妬しているんじゃないかと」

「あー、そういうこと……」

　教えてもらって納得した。

　真ん中にいたあの女性は、自分の娘が周さんと結ばれることを望んでいたのね。選ばれた婚約者が身分の高い女性ならまだしも、橘さんと同じ庶民で、しかもこんな芋っ子が現れたものだから文句を言いたくなったのだろう。

「あとのふたりは金魚の糞ふんなので、橘さんに合わせているだけだと思います。おばさんになっても中身が女子中学生レベルで、本当に滑稽ですよね。ただ、仕事は完璧なので、追い出せないから厄介なんですよ」

「ほのかちゃん、結構毒舌だね」

　小動物のような愛らしい見た目とは裏腹に毒を吐く彼女には、少々驚くが、清々しくもあって私は笑いを漏らす。

　とりあえずさっきの皆さんの態度の理由がわかり、もやもやしたものが少しだけ解消された。

「そっか、ちょっと納得した。あの人たちみたいに、なんでこの子が？って思うのは普通だよ。こんな身なりの女が突然、旧華族の嫁候補になるって、違和感ありまくりだもの。私じゃ不釣り合いだって自覚もしてるし」

　もう一度、自分の姿を見下ろして自嘲した。

　受け入れてもらえなくても仕方ない、と半ば諦めているが、ほのかちゃんは違うらしい。

「私は思いませんよ。なにせ泰永さんは、女性に興味がなさそうだったあの一柳さんが、初めて結婚を意識した人なんですから。身なりは関係ありません」

　力強く言いきった彼女の言葉に、自信をなくしかけていた心が勇気づけられる。

　そうか、周さんが結婚しようと思った女性は他にいないのか。私だけ、なんだ……。

　考えていたら、ほんのり頬が熱くなってくる。にこにこしているほのかちゃんに気づかれていたら恥ずかしい……と俯うつむき気味になったとき、邸宅の中から藪さんがやってきた。

「お、ほのちゃん。お疲れ」

「藪さん！　お疲れさまです」

　彼らは挨拶を交わし、親しげに話している。ふたりとも周さんの家に出入りする立場ゆえに、もしかしたら家で顔を合わせることも多いのかもしれない。

　年はひと回り以上離れているのに、友達のように仲がいいふたりを見て和んでいると、藪さんがなにかを思いついたらしく、口をぱかっと開ける。

「そうだ。今夜は、ほのちゃんも呼んで軽くパーティーしようか。希沙ちゃんさえよければ」

　彼の提案には大賛成で、大きく頷く。ふたりとも距離を縮められたら、こちらに来て初めての友人ができるかもしれない。

「ぜひ、来てほしいな。ほのかちゃんともっといろいろ話したいし」

「私もです！　あ、でも、一柳さんが了承するかどうか……」

　周さんの反応を気にして、やや心配そうにするほのかちゃんに対し、藪さんは余裕の笑みを浮かべる。

「俺たちのことも希沙ちゃんに紹介したいって言ってたし、そのための食事会だって言えば大丈夫でしょ」

「あー、そっか」

　話がまとまりそうなので、私はワクワクしながら、「周さんに連絡しておきますね」と言い、さっそくスマホを取り出した。

　昼間にした彼とのやり取りを見てみれば、キャベツの収穫の手伝いをしてくるとの私の連絡に対し、【話はあとで聞く】とだけ返ってきている。

　なぜかメッセージにも威圧感があるんだよな……と失笑しつつ、今夜の食事会の旨を打ち始めた。




　黄たそ昏がれのにおいに街が包まれる午後六時半、私は藪さんが作った料理をほのかちゃんと一緒にダイニングテーブルに並べている。

　陣痛が来たという従業員の奥様は、無事に出産したとの連絡が先ほど入ったそうで、藪さんも私も安あん堵どし、おめでたい気分に浸った。

　いただいてきた春キャベツは、さっそく豚バラと一緒に蒸し煮に、筍は王道の炊き込みご飯に姿を変え、とっても美味しそうな香りを漂わせている。

　そろそろ周さんも帰ってくるかな。早く皆でディナーを楽しみたい。

　鼻歌を歌いたいくらいの気分でお手洗いに行き、キッチンに戻った私は、繰り広げられている光景にギョッとした。

　私がいない間に帰ってきていた周さんが、なぜかひどくご機嫌斜めな様子で藪さんに詰め寄っていて、その脇でほのかちゃんがあたふたしているのだ。

　追いつめられて冷蔵庫に背中をくっつけている藪さんは、片手をポケットに入れた目の前の周さんに苦笑を漏らして言う。

「だから、筍をお届けしに来たら、たまたま……」

「たまたま都合よく希沙がいたから連れ出したって？　人の婚約者を勝手に連れ回さないでもらえるか」

　かすかな苛立ちを含んだその声を聞くと、どうやら周さんが誤解しているらしい。私は慌ててふたりに駆け寄る。

「あ、周さん！　藪さんはなにも悪くないんですよ。私がわがままを言って、ついていったんです」

　ふたりの間に割って入ると、周さんの冷たい瞳がジロリとこちらに向けられた。

　ひぃ、と声を上げそうになるも、藪さんはまったく動じておらず、私にのほほんと笑いかける。

「大丈夫だよ、希沙ちゃん。こいつは俺に嫉妬してるだけ」

「へ……しっ、と？」

　意外なひとことに、皆がぴたりと動きを止めた。

「俺と希沙ちゃんが、ふたりでいたのが気に食わないんだろ？」

　続けられた藪さんのひとことにドキッとして周さんを見やれば、彼も言われて気づいたかのように真顔になっている。

　しばしの間を置いて、周さんは「……そんなわけないだろう」と呟き、踵を返してキッチンを出ていく。案外あっさりと引き下がっていく彼を、私はぽかんとして見送っていた。

　結局、嫉妬しているのかいないのか微妙だな……気になっちゃうじゃない。

　しかし、悶々もんとしているのは私だけで、ほのかちゃんも藪さんもニヤニヤしている。

「あんなにわかりやすい一柳さん、初めて見たかも」

「かーわいいよなぁ、中学生かってくらい初々ういしくて。あ、これオフレコで」

　口止めする藪さんに、私は一応頷くけれど……今の反応がわかりやすかったの？　可愛い？

　やっぱり私はまだまだ周さんのことを把握できていないようだ。彼をよく知っているふたりが、ちょっぴり羨ましい。

　もどかしさを抱く私に、藪さんはおもむろにオーブンのほうへと向かいながら、周さんについて語りだす。

「あいつ、恋愛は心を動かされるから苦手なんだと思う。もともとの性格がクールだし、変に理屈っぽいところもあるし。たぶん、本気で誰かを好きになったことはないんじゃねーかな」

　恋愛が苦手、か……。確かに、女子が喜びそうなことをするタイプではないよね。なんといっても愛想が悪いし、厳しくて、そっけないし。

　なんとなくわかる気がして頷いていると、藪さんはオーブンから熱々の和風ローストチキンを取り出し、「だけど」と一気に話を続ける。

「仕事でも私生活でも直感はかなり大事にしてて、〝これだ〟って感じたことに対しては熱心になるんだよ。まっすぐ向き合って、試行錯誤して、一生懸命になる。あいつをよくよく注意して見てると、それが言葉とか態度の端々に出てることにそのうち気づくんだ」

　藪さんの話には思い当たることがいくつもあり、胸がざわめく。

　周さんは私を選んだのも勘だと言っていた。私に執着するのは、今の話の通り直感を大事にしているからなのか。

　とはいえ、彼はただ求めるだけではなく、ちゃんと私の気持ちに寄り添おうとしてくれる。冷たいようでいて情熱的な一面があったり、かける言葉に遠慮がないくせに、ふい打ちで甘くなったり、私に触れる手つきがとても優しかったりする。

　ときどきかいま見えるそういうところが、端々に出ている周さんの〝一生懸命さ〟なのだろうか。

　私の考えを肯定するかのごとく、藪さんがふわりと微笑みかける。

「今は、希沙ちゃんがその対象なんじゃないかって、俺は思ってるよ」

　胸がトクンと鳴り、頭の中で自然に周さんの言葉がリプレイされる。

『俺も、君に愛してもらえるように努力しよう』

『君の心も身体も、本能のままに求めたい』

　以前、クールな彼が私に与えた甘言蜜語。それらも口先だけじゃなく、私と愛し合う夫婦になるために熱心になっている証拠だとしたら……。

「一見そんなことはまったく考えていなさそうなのに、実は私との距離を縮めようと頑張ってくれているのかもって思うと、なんていうか……愛いとおしい、ですね」

　一番しっくりきた表現を声に出して、はにかんだ。〝好き〟とはまた違うが、それに近い、あったかい気持ちになるのだ。

　私を眺めていたふたりが、目を見合わせてニンマリと頬を緩める。

「うまくいくかなーって心配してたけど、恋が芽生えるのもたぶん時間の問題だねぇ、ほのちゃん」

「そうですねぇ、藪さん」

　ほのぼのと見守られている感じがくすぐったい。私は顔を火照らせて肩をすくめた。




　自室で周さんが浴衣に着替えている間、藪さんはキッチンで仕上げを、私とほのかちゃんはダイニングで皿やグラスのセッティングをしていた。その最中、ほのかちゃんが、ふいに話し始める。

「私の家は、昔は一柳家に使用人として仕えていたんですよ」

「そうだったの？」

「はい。しばらく使用人は不在だったんですけどね。私が高校を卒業して、旧一柳邸で働き始めて一年経った頃、父が病気になって」

　グラスを置く手を止めて目を向ければ、彼女は控えめに微笑んだ。大変な事情を知り、気の毒な気持ちが込み上げてくる。

「治療費のやりくりで困っていることを知った一柳さんが、『かけ持ちで家事手伝いのバイトをしないか』と声をかけてくださったんです。ここだけの話、普通ではもらえない額のお給料をいただいています」

「それで手伝いを始めたんだ……。偉いね」

　陳腐な言葉しか出てこない自分に呆れるが、若くして家族のために働いていることには本当に感心する。

　箸を置きながら、ほのかちゃんは謙遜するように首を左右に振った。

「一柳さんには感謝してもしきれません。家計はすごく助かっているし、それに……藪さんとも近づけたし」

　恥ずかしそうに声を潜めて口にした最後のひとことに、私は過剰反応する。

「えっ。ふたりって、もしや……!?」

「あ、付き合ってはないですよ！　私の完全なる片想いです」

　手を振って否定されたものの、ほのかちゃんには確固たる恋心があるらしい。私は鼻の下を若干伸ばした怪しげな笑みを浮かべ、「へえ～」とゆっくり頷いた。

　仲がいいと思っていたら、そういうことだったか。自分よりもだいぶ若い子を虜とりこにしちゃって、藪さんってば罪な男。

　興奮気味の私に対し、ほのかちゃんは少し切なげに本音をこぼす。

「年が離れすぎているから、恋愛対象外かなとか、周囲の目とか気になってなかなか踏み出せなくて。自分がこうなんで、希沙さんには周りになにを言われても頑張ってほしいなって思うんです」

　私は年の差恋愛をしたことはないが、彼女の切実な悩みには容易たやすく共感できる。私のことを応援してくれるその気持ちも、とても嬉しい。

　この子は本当にいい子すぎるし、いじらしいし、もう、ぎゅっとしてあげたい……。

「ほのかちゃん、今夜は飲んで語るよ！」

「はいっ！」

　抱きしめる代わりに、テーブルに置かれた日本酒の瓶をぐっと握って意気込むと、彼女もふたつ返事で賛同した。




　全員がダイニングテーブルに揃そろい、乾杯をして始まった食事会は、和洋折衷のプロの料理とお酒を美味しくいただきながら盛り上がった。

　とはいえ、わいわいと話していたのは周さん以外だ。彼は静かに食事をしていて、たまに話に加わる程度。

　しかし不機嫌さは皆無なので、仲間とのこういう会はまんざらでもないのだと思う。藪さんに対しては辛辣さが増していたけれど、仲がいいからこそ、という感じがよく伝わってきてほっこりした。

　そうして、あっという間に三時間ほどが経った頃、私はすっかりでき上がっていた。ダイニングテーブルを離れ、窓際のひとり用ソファの肘かけにぐったりともたれかかっている。

　ここでほのかちゃんと、恋バナや熟女三人組の愚痴などをこっそり語っていたら、つい飲みすぎてしまった……。

「おい。希沙、飲みすぎだ」

　周さんの声がすると同時に、ポンと肩に手を置かれた。

　浴衣姿の風雅な彼をとろんとした瞳で見上げ、えへへ～と笑う。

「だ～いじょぶですよぉ。だってほら、ちゃんとろれつ回ってるでしょ？」

「ろれつは回っていても、頭は回っていないらしいがな」

　眉間にシワを寄せた彼はうまいツッコミを入れ、おとぎ話の王子さながらに、なぜか私の前に跪く。次に、私の足を軽く持ち上げ、なんと履いていたスリッパを脱がし始めたのだ。

　なにをするのかと心臓がぴょこっと跳ねたのもつかの間、別のスリッパを履かせられて、はっとした。

　……私、トイレのスリッパを履いたままここへ来ていたらしい。

　ひとり爆笑する私に、和服の王子様はげんなりした様子だが、履き直させてくれるところが優しい。

　ダイニングテーブルのほうから、私たちを眺めている藪さんの緩やかな声が届く。

「希沙ちゃんも慣れない生活で、ストレスが溜まってるんじゃねーの。今夜くらい大目に見てあげな」

「そうですよ。特に今日は、厄介なおば様方の洗礼を受けちゃったし」

　コップを持ってこちらにやってくるほのかちゃんも、苦笑を交じらせて言った。

「洗礼？」と周さんの怪訝そうな声が聞こえたものの、彼女にコップを差し出されたので、とりあえずそれをいただく。

「ほら、希沙さん、お水ですよー」

「ありがと～。ほのかちゃんって、なんでそんなお酒強いの」

　唐突に感心して呟くと、彼女は得意げに笑った。

　私と同じペースで飲んでいたはずなのに、まるで素面しらふなんだもの。外見は可愛い小動物系なのに毒舌で酒豪って、いいキャラしてるわ。

　ゴクゴクと水を飲んで少しスッキリすると、「ふぁ～」と息を吐き出し、背もたれにどかっと身体を預けて目を閉じる。

　あー、ヤバい……このソファ、心地よすぎて睡魔が……。

　ここが豪華な邸宅ということなどすっかり忘れ、実家と同じ調子で眠りにつこうとする私の耳に、藪さんと周さんの声が流れ込んでくる。

「こりゃ寝るな」

「ああ。希沙はところ構わず寝られる人間だと聞いた。放っておいても心配いらないだろう。むしろ、これで風邪のひとつでもひけば、自堕落な行動を反省させられるかもしれない」

　冷たく厳しい発言が、緩みきっていた心にグサリと刺さった。

　そ、そういえば以前、『怠けた生活を叩き直す』と言われたっけ。それも忘れていた……。眠いだけじゃなくショックで目を開けられない。

「周、お前な――」

「でも」

　少々咎とがめるように藪さんがなにかを言いかけたとき、周さんがそれを遮った。

　次の瞬間、上体を動かされて背中をしっかりと腕で支えられ、膝の裏にも腕が回される。そして、ふわっと身体全体が浮き上がった。

　さすがに驚きで目が開き、私を見下ろす周さんの端整な顔が視界に飛び込んでくる。

「この子は大切にすると決めた。……いや、大切にしたいし、放っておけない。なぜか、希沙だけは」

　穏やかで甘めな声に、すぐそばに感じる鼓動に、苦しいくらい胸がきゅうっと締めつけられた。

　そんなふうに思われて、嬉しくならないわけがない。周さん自身はなんとなく感じているだけなのかもしれないが、だからこそ作られた気持ちではないはず。

　頬も心も火照るのがもどかしくて、浴衣をきゅっと掴むと、彼はくるりと方向転換して階段のほうへと歩きだす。寝室に向かうのだろうか。

　あ、藪さんたちに挨拶……！と、はっとして彼らを見やれば、ふたりとも目が溶けそうなほどニンマリしてこちらに手を振っている。

「俺たちも適当に片づけて帰るわ」

「おやすみなさーい」

　ふたりはとっても微笑ましそうに言い、されるがままの私を快く見送っていた。










本能のままに戯れましょう




　今夜はごちそうをいただいたことだし、後片づけくらいは絶対しようと決めていたのに。お酒の誘惑に完敗した私は今、周さんの腕の中。

　藪さんとほのかちゃんに本当に申し訳なく思いつつも、抱きかかえられたままじっとするしかなかった。お姫様抱っこなんて初体験だし、めちゃくちゃドキドキする。

「あま、ねさん……重いのに、すみません。藪さんたちにも悪いことを……」

「ふたりには相応の礼をしておく。気にするな。それに重くもない」

　恐縮する私に、彼は涼しげな顔であっさりとそう言った。そして、私を一瞥して問いかける。

「風呂には入ったか？」

「あ……入ろうと思ったんですけども」

　周さんの凛々しい眉がぎゅっと寄せられたことに気づくも、私はへらりと笑う。

「帰ってから家事の残りとぉ、今夜の準備を手伝ってたら時間なくって～……」

「今すぐ入れ」

　酔っているせいでゆったりと言い訳していると、かぶせ気味でビシッと命令された。

　ええ～、今から入るのは限りなく面倒くさい……！　一柳家の嫁になる身としてふさわしくないと、重々承知しているけれど！

「明日の朝じゃダメですかぁ？」

「こんな土っぽいにおいをつけたままじゃ、寝かせられない」

　あっ、ひどい。まあでも、畑仕事をしたんだし、さすがに入ったほうがいいか……。観念しよう。

　有無を言わさずお風呂場に連行され、ふたりで入ってもまだまだ余裕がある脱衣所で丁寧に身体を下ろされた。入って右側にある洗面台の、大きな鏡の背面にはガラスタイルが貼られていて、モダンだが柔らかい雰囲気だ。

　おぼつかない足でなんとか立つ私に、周さんは若干着崩れたセクシーな浴衣を直して言う。

「着替えを取ってくる。ジャージでいいな？　中で滑って転ぶなよ」

「はい」

　なにからなにまですみません、と思いながら、出ていこうとする彼に頭を下げた。さっそく、洗面台の横にある棚の上からバスタオルを取ろうと手を伸ばす。

　その瞬間、足元がふらついて自分の足につまずくという間抜けな事態が起こった。よろけた身体が後ろに傾く。

「わ、ああっ……！」

　思わず声が漏れ、背中から床に向かって一直線。ヤバッ！と息を呑むもどうすることもできず、ぎゅっと目をつむった。

　――ドサッと倒れる音とともに、身体に衝撃は来たものの、たいして痛くない。

　おそるおそる目を開くと、なぜか藍色の布地が見えた。頭に感じるのは硬い床ではなく、しっかりと支えられた大きな手の平。

　周さんが、助けてくれた？

　おそらく、横から私を支えようとして一緒に倒れ込んだのだろう。私の頭を支えたまま、もう片方の手を床について上体を起こそうとする。

「っ、危ない……まったく、言ったそばから――」

　若干の怒りが交ざった苦しげな声を出し、彼は上半身だけ私に覆いかぶさった状態で視線を絡めた。直後、お互いに目を見張って固まる。

　う、わ……この体勢は際どい。ベッドの上だったら、確実に食べられるやつ！

　……と、妄想してドキドキしている場合じゃない。私をかばったことで怪我をしていないだろうか。

「ご、ごめんなさい！　周さん、大丈夫ですか？」

　問いかけつつ、早く身体を起こそうとする私。しかし、周さんはなぜか私を見つめたまま動かないので、顔がより近くなってしまった。

　キスできそうなくらいの至近距離で、彼はどことなく熱っぽい視線を送り続けて、口を開く。

「俺より自分の心配をしたほうがいい。ちゃんと歩けそうにないなら、一緒に入るぞ」

「いっ……!?」

　一緒に!?　無理に決まってる！　ていうか、本気ですか!?

　内心あたふたしてなんの言葉も出せずにいると、Ｔシャツの裾から軽く手を差し込まれ、めくり上げられそうになる。

「服も、脱げなければ脱がしてやる」

　刺激的なひとことと、腰に指が触れたくすぐったさに反応してビクッと身体が震え、「ひぁっ！」と変な声を上げた。

　とっさに口を手で押さえる私を、周さんは一瞬、目を丸くして見つめる。そしてすぐ、どこかいたずらっぽく目が細められた。

「希沙はここが弱いのか。……弱点を知ると攻めたくなる」

　低い声に妖艶さが加わり、今度は意図的に腰の辺りをつつっとなぞられ、再び小さな悲鳴を上げて身体をくねらせる。

　そのとき、私の頭の中で警告音が鳴り響いた。このままでは本当に混浴するどころか、破廉恥な大人の遊びが始まってしまうぞ、と。

　おかしな状況に軽くパニックに陥り、囲われた腕から抜け出そうと慌ててもがく。

「くっ、くすぐるのは反則です！　服を脱ぐのも入浴も、ひとりでできますからご心配なく！」

「酔いは醒めたか」

「バッチリ醒めました！　ありがとうございます！」

　感謝するところなのか微妙だが、それは置いておいて、なんとか抜け出すことに成功した。

「ほらほら、歩けますよー」と言いながら周さんを無理やり脱衣所の外へと押し出し、ドアを閉めて、はあ～と盛大に息を吐き出す。

「びっくりした……もう、刺激が強いって」

　脱力し、情けない声でひとりごちた。

　周さんも多少酔っているのだろうが、いつも予期せぬところでこちらを翻弄させる。しかも、やっぱりＳだ。間違いない。

　ただ、本当にだいぶ酔いは醒めた気がする。もしやそれが彼の狙いだったとか？　……うん、そうだと思っておこう。

　もう転ぶことはないが、今しがたの動揺でヨロヨロしつつ服を脱ぎ、スピードの速い鼓動を宥めるため熱い湯に浸かった。




　木の香りが満ちた温泉宿のようなお風呂はとてもリラックスできるが、あまり長く入っているとのぼせそうだったので、入浴はサッと終わらせた。

　浴室の引き戸を開けると、見えるところにジャージが置いてあり、周さんが用意してくれたことがわかる。

　どう考えてもジャージは色気がなさすぎよね。私も浴衣にすればいいのか……。今度見に行こう。

　いくらかスッキリした頭で考えながら着替え、大きな鏡の前でドライヤーをかける。髪を半分ほど乾かしてから外へ出ると、廊下の窓から外を眺めている周さんがいた。

　腕組みをした彼がこちらを向き、目が合ってドキリとする。とっくに部屋に戻っていると思ったのに。

「周さん……もしかして、待ってたんですか？」

「一応。また転んだりしないか心配だったからな」

　やっぱり。周さんって基本的にドライだけど、根っこの部分が優しい。

　嬉しさと申し訳なさが入り交じった気持ちになっていると、彼が私のすぐそばに歩み寄ってくる。こちらに手を伸ばし、やや身を固くする私の髪に指を絡ませた。

「まだ髪が濡ぬれている」

「あー……あとは自然乾燥でいいかなって」

　大雑把さを隠さずに、へらりと笑った途端、彼の眉根がぎゅっと寄せられる。

『げっ』と思ったときには、手を引かれて洗面所に逆戻り。すると、なんと私の背後で周さんがドライヤーを構えるではないか。

「周さん!?」

「本当に風邪をひかれたら困る。それに、自然乾燥はあまり髪によくないと聞いた。面倒くさがるな」

　険しいお顔で温風を当て始める彼。この人が女の髪を乾かすというミスマッチな行為に、私は戸惑いを隠せない。

　まだ日が浅いから私が知らないだけで、実はこういうこともするタイプだったんだろうか。特に今日は、抱きかかえて運んでくれたり、お風呂を上がるまで待っていたりと過保護な気がする。

　スパルタな日々を想像していたのに、こんなふうにされたら、私はどんどんダメな女になりそうなんですが。

　わしゃわしゃと髪を揺らす大きな手がものすごく気持ちよくて、立ったままうっかり寝そうになっていたとき、周さんが唐突に問う。

「今日、なにかあったのか？　洗礼を受けたと栗山が言っていただろう」

　そこで昼間の一件を思い出し、睡魔が一旦どこかへ引っ込んだ。

　そういえば、彼もほのかちゃんが漏らした言葉を聞いていたんだっけ。たいして深刻な話ではないから、すべては打ち明けなくてもいいかな。

「……ちょっと、婚約者としての自信をなくしかける出来事があって」

　苦笑交じりに答えた途端、周さんがぎゅっと眉根を寄せたので、私は安心させたくて笑顔を見せる。

「でも、周さんと近づけた気がするので、持ち直してきました」

　これは本当のことだ。今日は一段と彼が世話を焼くから、そちらのほうが気になって、熟女三人組のことはどうでもよくなりかけている。

　私たちは不釣り合いかもしれない。しかし、周さんがこの私を選んだのは事実で、特別な存在だと感じてくれているはず。今、髪を乾かしてもらっているだけで、私はここにいてもいいのだと思える。

　おおらかな気持ちで身を任せていると、風と音が止まった。鏡に映る彼の表情はいくらか柔らかくなっていて、ドライヤーを台に置いて半信半疑な調子で言う。

「近づけた、か？」

「あ、私が感じるだけですけどね。なんとなく、心の距離が縮まったかなって」

　ひとりよがりかもしれないが、正直な想いが自然に口からこぼれ始める。

「周さんが私のことを考えたり、触れたりしてくれるのが嬉しくて。心が穏やかになるし、自信も湧いてくるんです」

　ちょっぴり恥ずかしいけれど、まだ完全に酔いが醒めていないからこそ伝えられた。鏡越しの彼に向かって、照れ隠しで微笑む。

　周さんからは特に反応がない。やっぱりこんなふうに思うのは私だけか……。

　少々寂しくなったとき、彼の顔が真剣さを帯びてくるのがわかった。鏡越しではなく、直接私を見下ろす彼がなんとなく気になる。

「周さ――？」

　後ろを振り返る最中、目の前に彼の顔が近づく。

　次の瞬間――唇が、重なった。

　温かく、柔らかな感触。甘い肌の香り。かすかな息遣い。意識が彼のすべてに支配されて、まつ毛すらも動かせなくなった。

　ちょっと、待って。まさか、今キスされるなんて……！

　心拍数も体温も急激に上がって、おかしくなりそうだ。ほんの数秒で唇が離されても、まともに呼吸ができない。

　目を見開いたまま固まる私に、彼は艶めかしくも真剣な視線を絡めて口を開く。

「……もっと君に近づいて、触れたくなった」

　それは先ほどの私の言葉とリンクしている。もしかして、あなたと触れたりすると自信が湧いてくる、という話をしたからキスをされたのだろうか。

「私に自信を持たせるためのキス……ですか？」

「悪いが、そんなに気のきいた理由じゃない。ただ、したくなっただけだ」

　ストレートに問いかけると、周さんはざっくばらんに答えた。

　それを聞いてぽかんとした私は、すぐにふふっと笑いをこぼす。

　飾らないそのひとことは、心を動かされるのが苦手な彼が、衝動的にキスをしたことの表れだと思うから。私にとっても、彼にとっても大きな意味を持つはずだ。

「なぜ嬉しそうにする？　俺が勝手なことをしているのに」

　どうして笑うのか理解できていない様子の彼に、『あなただからいいんだよ』と想いを込めて伝える。

「周さんが頭で考えるよりも先に、心で私を求めてくれたから……かな」

　私の返答に、彼は目を見張った。

　同時に、私は芽生えた想いを自覚する。彼に触れられたり、求められたりすることがこんなに嬉しいのは、確実に惹かれているからだと。

　どうやら、私が先に恋に落ちたみたい。

　清々しく負けたような気分になっていると、スッと腰に手を回され、片腕で抱かれる。もう片方の手は頬に添えられ、熱をはらんだ瞳に捉えられた。

「やはり面白いな、希沙は。……もっと、君を味わいたい」

　そのひとことは、彼があえて本能をさらけ出したように感じ、胸が高鳴る。

『どうぞ』の意味を込めてこくりと頷けば、再びゆっくりと唇が寄せられ、ぬくもりに包まれた。

　漏れる吐息は次第に甘くなり、舌は熱く絡み合って溶けそうになる。

　濃厚さを増していく口づけに夢中になりながら、私たちの気持ちもいつかひとつになれたら、と願わずにはいられなかった。




　二日後、私はついに初出勤の日を迎えた。今日は周さんも旧一柳邸でお客様をおもてなしするそうなので、一緒に向かう。

　そわそわしつつ、一階のパウダールームの鏡と向き合い、ボブの髪をねじってピンで留めていく。

　簡単なアップスタイルにしてリビングに戻ると、スーツに身を包んだ周さんが待っていた。

「準備はできたか」

「はい。髪、変じゃないですかね？」

　くるりと後ろを向いてヘアスタイルを見せてみる。彼はざっと確認して頷き、「悪くない」といつものひとことを口にして、さっさと玄関へと向かっていった。

　……普通だ。至って普通。一昨日の夜のことなど、まるでなかったかのよう。私は今も、思い出すと身体が火照ってくるのに。

　周さんのキスはとても優しく、甘美で、全身がアイスのごとく溶けて崩れ落ちそうだった。腰が砕けるって、ああいう感覚なんだろうか。彼が片腕で抱いて支えてくれていたのに、立っていられなくなりそうで。

　骨抜きになった私を見兼ねて、彼は吐息交じりに囁ささやいた。

『ベッドに行こう』……と。

　もしや、一線を越える展開になるのでは!?と、一瞬とはいえ考えてしまった自分が恨めしい。

　実際は、再びお姫様抱っこでベッドに運ばれたものの、それからはキスすらされず何事もなく一夜が過ぎていった。

　そうして翌日は元通りだ。ちょっとは関係が進展するかも、と期待したのに……。そう簡単にうまくはいかないか。

　とにかく、今は色恋に呆けている場合ではない。今日は初出勤なだけでなく、かなり大事なお客様をお招きするらしいから。

　旧一柳邸までの道のりを周さんと並んで歩きながら、その客人について聞いてみる。

「今日いらっしゃる方、結構な大物さんなんですよね？」

「ああ。イギリスの閣僚の息子が、婚約者とお忍びでやってくる。大の日本好きで、大正時代の文化に触れたいそうだ」

「閣僚の息子さん……！」

　ということは、いずれ政務官とか大臣になったりするんだろうか。外国の政界人にお会いする機会なんて滅多にないから、かなり貴重な経験だ。

　その彼に、私は煎茶道のお点前を披露することになっている。お点前自体は慣れているからいいのだが、大物を相手にしたことはないので緊張が半端じゃない。

　すでに身体を強張らせている私に気づいたのか、周さんは珍しく、そっと肩を抱いてきた。

「初日から大役を任せてすまないが、君はいつも通りに振る舞ってくれればいい。俺がついているから、なにかあってもフォローできる。希沙の腕ならきっと喜んでもらえるはずだ」

　頼もしい言葉と手のパワーは大きく、少し気が落ち着いてくる。

　これもお客様のため、泰永茶園のためでもある。周さんを信じて、私は自分にできる精いっぱいの仕事をしようと気合を入れ、「頑張ります」と笑顔を向けた。




　旧一柳邸に着くと、一旦周さんと別れて、更衣室となっている部屋に入る。ロッカー代わりの棚がある十二畳ほどの和室だ。

　煎茶道を行う今日は着物を着つけなければならず、そのために早めに来たので、まだ誰もいない。

　畳に衣装敷を広げ、その上に丁寧に置くのは、祖母から受け継いだ着物。大事なお客様が相手なので、一番上質なものを持ってきたのだ。これをまとうと、身も心も引きしまるから。

　まず、足た袋びを履いて肌着をつける。その上に白の長なが襦じゅ袢ばんを羽織り、伊だ達て締めをしたところで、ひと声かけてから格子状の引き戸が開けられた。

　やってきたのは、ほのかちゃんだ。

「あっ、希沙さん」と表情を明るくする彼女に、私は急いで小股で駆け寄り、パンッと両手を合わせた。

「ほのかちゃん！　この間は本っ当にごめん！」

「全然、いいんですよ～。ふたりの仲睦まじいところも見られましたし」

　頭を下げる私に、ほのかちゃんはまったく気にしていない様子でにっこり笑った。

　仲睦まじいって、お姫様抱っこのことか……。いけない、いけない。あのあとのキスまで蘇ってきてしまう！

　慌てて脳内の映像を掻き消し、私は恥ずかしさと決まりの悪さで縮こまった。

　そんなことがあったとは知る由もないほのかちゃんは、すぐに仕事モードになり、私の両腕を掴んで活を入れる。

「今日は外国のお客様をもてなすみたいですから、大変ですけど頑張りましょうね！　そろそろあのお三方も来ると思うので」

　後半は声を潜めて忠告する彼女に、私も表情を引きしめて「了解」と返し、お互いに頷き合った。

　その数十秒後、話し声とともに引き戸が開けられ、ほのかちゃんの言った通り熟女三人組が姿を現した。

　彼女たちに向かって、私は改めて頭を下げる。

「おはようございます。本日からお世話になります。よろしくお願いします！」

　明るく挨拶をすると、三人は口元に笑みを貼りつけて、よそよそしく会釈した。とりあえず、まったく無視されないだけよしとしよう。

　前向きに考えて、辻つじが花の柄が華やかな薄桜色の着物を羽織る。上品な色合いで、どのシーンにおいても着やすく、とても重宝しているものだ。

　さあ着るぞ、と衿えり先さきを揃えていると、ふいに橘さんが話しかけてくる。美魔女と言っていいだろうその顔に笑みはない。

「ずいぶんと立派な着物を持っていらっしゃるのね」

「祖母の代から受け継いでいる大切なものなんです。ここぞという日に着ることにしていて」

　素直に答えると、橘さんは品定めするような目をして軽く頷いた。その後ろで、おば様ふたりがコソコソと……いや、確実に私に聞こえるくらいの声で話している。

「こういうの、なんて言ったかしら」

「猫に小判、豚に真珠、犬に論語」

「それそれ」

　おほほっと笑う彼女たちが癪しゃくに障さわり、笑顔は崩さないもののピクリと眉を上げた。

　言ってくれるじゃないの。こうもはっきり罵られると逆に清々しい。……とはいえ、やっぱり怒りのメーターは若干上がる。

「そもそも、ひとりで着つけられるの？」

「手伝ってもらうつもりかもしれないけど、私らも忙しいからねぇ」

　橘さん以外のふたりが嫌味っぽく気にかけているけれど、心配ご無用！　見くびってもらっちゃ困りますよ。

　苛立ちをやる気に変え、背筋を伸ばしてさっさと着つけを再開する。

　下前と上前を重ね、それを押さえつつ腰こし紐ひもを結ぶ。おはしょりを整え、衿を合わせたら胸紐を結んで押さえる。

　伊達締めをしたら次は帯だ。光沢のある淡い金色の帯を、心地のいい衣きぬ擦れの音をたてて太鼓結びにしていく。

　その様子を、袴に着替え終わった橘さんは目を見張って、あとのふたりは呆気に取られた顔でぽかんと眺めていた。

　最後に帯締めを結び、仮紐をはずして帯揚げを整えたら完成。

　姿見に映した今の自分は、少なくとも畑仕事をするよりはここにいるほうが合っているだろう。ナチュラルではあるが丁寧にメイクをしてきたし、髪もアップにしているし、着物姿に見劣りしないはず。

　二十分ほどの早業で終わらせた私に、ほのかちゃんが興奮気味に小さく拍手をして寄ってくる。

「希沙さん、綺麗～！　着つけも手際よくてすごいです！」

　熟女三人組のことも気にせず褒める彼女に、自然に笑いがこぼれる。軽く首を横に振り、「豚に真珠よ」と茶化してみせた。

　初めてバツが悪そうにするおば様方に、内心、してやったりと思う。私もなかなかいい性格をしているな、と自負しながら、ほのかちゃんと一緒に更衣室を出た。

　レストランに向かって歩いていると、厨房で打ち合わせをしていたらしき周さんが姿を現す。

「一柳さん、おはようございます」

　ワイシャツにスーツベストを身につけた格好で颯さっ爽そうと歩いてくる彼に、ほのかちゃんが挨拶をした。

　彼も「おはよう」と返すと、着物姿に変身した私に目線を移す。ほんの数秒のはずなのに、しばし見つめられている気がして、つい俯いたときだ。

「とても綺麗だ」

　落ち着きのある声が耳に流れ込んで、ドキリと胸が鳴る。

　嬉しさが込み上げたのもつかの間、「ジャージ姿とは見違える」と続けられ、一気に脱力した。

　そうですよね、いつもの干物っぷりと比べればね……。

　でも……『悪くない』じゃなかった。ただそれだけのことで気分が浮上するのは、恋に落ちたせいなのだろうか。

　目線を上げれば、周さんの無表情の中に優しさが滲んでいるように見えて、心の奥がくすぐったくなる。

　またしてもニヤけているほのかちゃんとともに、和館のほうへと去っていく彼を見送り、気合を入れ直して再び歩き始めた。




　イギリス閣僚のご子息・トレヴァーさんがやってくるのは十二時半。それまで私は給仕の仕事を教えてもらい、簡単なことからさっそく実践していた。

　給仕係は、ランチを担当する早番と、ディナーを担当する遅番とに分かれており、それぞれ五人ほどで回している。今日はたまたま熟女三人組が同じシフトだったらしい。強烈なメンバー構成だ。

　一応、彼女たちは仕事を教えてはくれるが、大雑把だったり逆にスパルタだったりするので、だいぶ苦労している。

　彼女たちがどう動いているかを自分の目で見て覚え、わからないところはほのかちゃんに聞いてなんとか理解するしかなさそうだ。

　ホールに出ていると、ひとり着物を着ている私に、どうしてかと尋ねてくるお客様もいる。こういうときは『煎茶道教室を開くことを宣伝すればいい』と周さんから助言されているので、ここぞとばかりにアピールしておいた。

　そうこうしているうちに予定時刻が迫ってきた。

　トレヴァーさんが食事をしたあと、資料館を見学している間に茶室で準備をし、最後に煎茶を振る舞う流れになっている。もうすぐだと思うと緊張感が増してくる。

　そわそわしながら食事済みの食器を下げていると、レストランのドアが開くとともに和やかに会話する声が響いてきた。その会話は、もちろん英語だ。

　奥に下がる直前でそちらを振り向けば、数人の外国人を周さんが案内している。

　流りゅう暢ちょうなイギリス英語で彼が話している姿はものすごくカッコいいけれど、さらに驚いたのは、彼の口角が上がっていること。

　あの堅物な周さんが……微笑んでいる！

　お客様相手なので当然だろうが、滅多にお目にかかれない微笑みは貴重だし、ちょっぴり嫉妬すら芽生える。

　しかし、私の意識はすぐに別のことへと移っていた。

　トレヴァーさんとおぼしき若い白人男性が、車椅子に乗っているのだ。それを押している金髪の女性が婚約者だろう。

　彼の足にはギプスらしきものが固定されている。周さんはなにも言っていなかったし、最近怪我をしたのだろうか。

　とりあえず食器を下げるため奥へ向かうと、厨房から料理を渡されるデシャップ台の前で、おば様方も怪訝そうにしている。

「どうしたのかしら、あの足」

「さあ……少なくとも、茶室に座ることはできないでしょうね」

　ちらりとこちらを見て口にされた言葉に、私も同意見だ。あれではまず正座ができないので、茶室でのお点前は断念するしかない。

　せっかくの機会なのに……と残念に思いながら、食器を洗い場のほうへ置いてデシャップに戻る。

　そのとき、おば様方と入れ違いでやってきていた橘さんが私に気づき、ふいにこう問いかける。

「泰永さん、あなたは家元なの？」

　突然の質問に戸惑うも、とりあえず答える。

「いえ、私は分派なので……。家元制度を取っていない小流派なんです」

「そう、珍しいのね」

　橘さんの言う通り、どこの流派もたいていは世襲制で、特定の家や一族が受け継いでいる。

　しかし、私や母が属している〝悠ゆう久きゅう流りゅう〟は、家元から皆伝を受ければ次は自分が一派の家元になることも可能なのだ。そのため、現在は組織が細分化し、小流派と呼ばれる分派が多数存在している。

　橘さんは、どうやらその辺りの事情を察したらしい。

「家元制度じゃないっていうと、要は習ってさえいれば誰でもその流派を名乗れるのよね？　きっと数えきれないくらいの分派があるんでしょう。どこかで作法が間違ったとしても、そのまま伝わっているかもしれない」

　彼女の指摘に、心が急にざわめきだす。

　今まで考えたことはなかったが、確かに自分の作法は大元の悠久流に正確なのかはわからない。人から人へ伝承される間に少しずつ変わっていたら、私が教えてもらったお点前は別物になっている可能性もあるからだ。

　動揺を露わにする私に、橘さんは憐あわれみを交じらせた笑みを向ける。

「お点前を披露しなくてよかったかもしれないわよ。教えてもらうほうからしたら、生まれつき煎茶家の家系の師範がいいんじゃないかしら」

　ズキンと胸に痛みが走る。同時に、わずかながら持っていた自信にヒビが入る感覚を覚えた。

　これまでは趣味の範囲だったからよかったが、仕事の一環として本格的に作法を披露するのはおこがましいだろうか。周さんに褒められただけで、その気になっていた自分が浅はかだったのかもしれない。

　ここへ来て打ち沈んでいたとき、ホールのほうから周さんが現れた。私はなんとなく気まずくて目線をはずし、橘さんはキリリとした仕事モードに戻る。

　厨房にオーダーを伝えたあと、彼は私たちにこう告げる。

「トレヴァーさんは、数日前にスポーツをしていたら肉離れを起こしたらしい。まさか車椅子で登場するとはな」

　さすがの周さんも予想外だったに違いないが、特に困っているふうではないので、おもてなしをするのに差し支えはないのだろう。顔に出さないだけかもしれないが。

　私たちも理由がわかって納得したところで、橘さんが問いかける。

「資料館は二階ですが、見学はどうなさるんです？」

「階段は松葉杖づえを使って上がると」

　そうか、ここはエレベーターがあるわけではないから大変だよね。

　周さんが答えるのを聞いて小さく頷いていると、橘さんは整った眉を下げ、わざとらしく無念そうに言う。

「さすがに茶室に座るのは無理ですよね。残念ですね、お点前をお見せできなくて」

　先ほどの言い方からして、きっと残念だとは思っていないだろう彼女の白々しさに悔しさが湧いてくる。が、今はそれ以上に気持ちが落ちてしまっていて、なにも言い返せない。

　ぐっと手を握り、俯いたときだった。

「いや、茶室でなくとも煎茶道は行える。そうだろう？　希沙」

　冷静な周さんの声が響き、橘さんはキョトンとする。私は当然そのことは知っているので、顔を上げて「はい」と答えた。

　橘さんは茶室でなければいけないと思い込んでいたようだが、煎茶道は現代の生活に即してテーブルで行うこともできる。

　煎茶を淹れる本来の目的は、相手と交流を深めるためのものなので、どの種類のお茶を淹れてもいいし、比較的自由なのだ。

　しかし、茶室であれテーブルであれ、私のような半端者が本当に行ってもいいのだろうか。

　悩んで黙り込む私に代わって、周さんが簡単に説明する。

「煎茶道は様式に則って行う茶道とは違って、場所に決まりはない。テーブルであっても、れっきとした作法を披露できる。完全相伝制に詳しいあなたなら、その辺りも当然知っているものと思ったんだが」

　一段と冷たくなった視線と、若干嫌味交じりの声が、橘さんに向けられる。私は目を見張り、橘さんはギクリとしたように見えた。

　完全相伝制とは、悠久流のような家元制度を取らない伝承方法のことだ。ということは、周さん……ついさっきの橘さんの発言を聞いていたの？

「煎茶道の流派はさまざまだ。どれも少しずつ作法が違っていて、互換性がないと言っても過言ではなく、どの流派にもそれぞれの素晴らしさがある。生まれつき家元であろうとなかろうと、茶の道を学ぶのになんら問題はない」

　毅き然ぜんと放つ周さんに、橘さんは決まりが悪そうに目を逸らした。彼が私を擁護していることは明らかで、心がじんとする。

　次いで、彼はこちらに視線を移す。

「ちなみに、君の作法は私が知っている悠久流とうりふたつだ。つまり、正しく伝承されている証拠だろう」

「えっ……」

　思わぬ言葉に、私は目を丸くした。

　周さんが煎茶道に詳しいことはわかっていたけれど、まさか悠久流まで知っているとは。それだけじゃなく、私の作法が正確であったらしいことも驚きだ。

　凛とした瞳で私を見つめ、彼はしっかりとした口調で告げる。

「いつもの君のまま、自信を持って披露するといい。それに、洋室で椅子に座って行う立りゅう礼れいも、海外の人にはとても喜ばれる。できるな？」

　周さんの言葉の数々に救われ、みるみる自信とやる気が戻ってくる。橘さんのことなど気にならなくなるほど。

　テーブルでの作法も、もちろんできる。彼のお墨つきがもらえたのは心強い。

　背筋をシャンと伸ばし、私は「はい。お任せください」と力強く答えた。




　トレヴァーさんと婚約者、その付き人らしき男性は、藪さんが作った和洋折衷の創作料理をコースでいただいて、存分に満足した様子だった。

　ゆっくりと食事を終えたあとは、周さんがトレヴァーさんの足を気遣い、二階の資料館へと案内していった。大正時代の文化と、一柳家の歴史について詳しく説明したことだろう。

　その間、私は食堂の奥まった席に煎茶道具を一式用意していた。準備万端のそこへトレヴァーさんご一行が戻ってくると、私はひとつ息を吸い、丁寧なお辞儀でお迎えした。

　ちょうどランチが終了した今、食堂の中は静かで、給仕係の皆も速やかに後片づけを済ませている。橘さんたちは、六人がけのテーブルに座る私たちを、ちらちらと見ていた。

　私の向かい側にトレヴァーさんたちが、隣には周さんが座っている。通訳は周さんにお願いして、私は思うまま話すことにした。

「私が所属する流派は、悠久流といいます。この流派のモットーは、〝茶を気軽に楽しみ、笑顔の源とすること〟。礼儀作法よりも、美味しいお茶と会話を楽しむほうが重要だとされています」

　それを訳す周さんに、彼らは興味津々しんに耳を傾けている。一方、私は自分が口にした言葉で再確認していた。

　そうだ……私は、皆で楽しいひとときを過ごすためのひとつの方法として煎茶道を学び、披露してきた。それはなにも間違っていないし、目の前にいる相手に喜びを感じてもらえたらそれでいいのだ。

　悠久流を名乗れる自分に誇りを持とう、と思い直せて、気分も笑顔も明るくなる。

「人と人が繋がるのに、国や人種……家系なんかは関係ありませんよね。今日は私のお点前と泰永茶園の煎茶で、皆様を笑顔にしたいと思っています」

　自分の思いを述べ、なにげなく隣に目を向けた瞬間、胸が優しく波打った。周さんがこちらを見て優しく微笑んでいたから。

　お客様の前だからかもしれない。でも、どうしても私に向けて笑みを見せた気がして、ときめいてしまう。

　イギリス英語を流暢に喋る彼も、さっきからカッコよすぎるし……って、これからが大事なときなのに意識しだすな、私。

　自分に活を入れて邪念を振りはらい、姿勢を正して、いよいよお点前に入った。

　まず、ボーフラと呼ぶ大きい急須のような入れ物で沸かした湯を、急須に入れて適温になるまで冷ましていく。今日使う泰永茶園の葉は、四十五度以下が適温だ。

　茶ちゃ合ごうという竹をふたつ割りにした道具で、茶葉を量って急須に入れ、抽出される間に茶ちゃ碗わんを清める。人数分の茶碗に湯を注いだら建けん水すいに捨て、茶巾で拭ふいて綺麗にする作業だ。

　肘の高さに茶碗を持ち上げ、ひとつずつ丁寧に拭いていく。無駄なく流れる動作で、茶碗を置くときは音をたてないように。

　悠久流としては、一連の動作が一種のパフォーマンスでもあるので、優雅に踊っているようにも見えるのだとか。

　茶が抽出されたら急須を手で包んで持ち、二回ゆっくり回すのもこの流派独自の方法である。

　そうして、くっつけて並べた茶碗に、右から左へ三分の一ずつ注ぎ、今度は左から右へ同じ量を注ぐ。茶の濃度を一定にするためだ。

　茶を淹れたらひとつずつ茶ちゃ托たくに載せ、お客様にお出しする。ここまでで、一煎目のお点前はおしまい。

　興味津々なトレヴァーさんたちに、周さんがいただき方を教える。綺麗な姿勢で茶碗を口に運ぶ姿は、何度見ても惚れ惚れする。

　教えられた通りに実践する皆さんは、飲んだあと満足げに頷いていた。そして、それぞれが口にした感想を周さんが私に伝える。

「苦味がなく、香りもよくて非常に美味しいとおっしゃっている」

「そうなんです。この茶葉は、うま味と甘味の成分が豊富な新茶ですし、一煎目は苦味が出にくいので」

　淹れ方も茶葉もお気に召してもらえたらしく、ホッとした私は、つい泰永の茶葉について語りだしそうになる。しかし、あまりべらべら喋るのもいけないので控えめにしておこう。

　すると、ブルネットの短髪と青い瞳が爽やかな印象のトレヴァーさんが、私と視線を合わせ、ジェスチャーを交えてなにか話しかけてくる。

　私はまったく英語が聞き取れないので、少々戸惑っていると、周さんが通訳する。

「イギリスでも緑茶は人気だが、圧倒的に茶の湯が有名で、煎茶道を知らない人が多い。こんなに素晴らしい点前があることを広めていきたいそうだ。それと、泰永茶園の茶も」

　ありがたすぎる言葉をいただけて、心の中に花が開いたかのごとく喜びが広がる。

　満面の笑みで「ありがとうございます！」と言い、丁寧に頭を下げた。




　それから、茶園のことを教えたり、イギリスでの緑茶の嗜み方を聞いたりして、有意義な時間を過ごした。

　静岡ではお茶でうがいをするだとか、給食にお茶が出るだとか、地元の話も彼らは興味津々で聞いていた。

　そうして無事にトレヴァーさんご一行をお見送りして、ようやく一段落した私と周さんは、遅い昼食をいただいたあと、旧一柳邸の中庭で休憩している。

　気温はやや暑いが、日本庭園の緑や池が涼しさを感じさせた。着物の裾を乱さず、小股でゆっくり歩く私に歩調を合わせている周さんが、改めてお礼を言う。

「今日は本当にありがとう。とても喜ばれていたよ」

「いえ。むしろ泰永のお茶まで購入してくださって、私のほうが感謝しています」

　実は、周さんの提案で、レストランで泰永茶園の煎茶を使うだけでなく、商品も売り始めたのだ。トレヴァーさんは帰りにそれを買っていってくれて、本当にありがたかった。

　求婚された当初に周さんが言っていた通り、ビジネスにおいてもお互いに利益があると身に沁しみて感じるし、ここへ来た甲斐があったと思える。

　清々しい青空を見上げて自然に口角を上げていた私は、そのまま彼に視線を移し、先ほど驚いたことを伝える。

「周さん、悠久流をご存じだったんですね。びっくりしました」

「ああ……祖父も分派の人間だったからな」

「そうなんですか!?」

　さらに意外な事実が明かされ、私は目を丸くした。

　まさか、周さんのお祖じ父い様も悠久流の一派だったとは！　彼も作法を知っていたのは、そのせいだったのね。

　驚きつつも納得していると、彼もおもむろに空を眺める。

「人と人が繋がるのに、国や人種、家系は関係ない。希沙のその言葉を聞いて、祖父を思い出した。あの人も似たことを言っていたよ」

　そう話す彼の横顔はとても美しく、遠い日に思いを馳はせているようだった。お点前を始めるときに彼が微笑んでいたのは、お祖父様の記憶を蘇らせたからだったのかもしれない。

〝琴瑟相和す〟の言葉もお祖父様から聞いたらしいし、きっと周さんにとってかけがえのない、大きな影響力を持つ存在だったのだろう。

　そんなお祖父様と私が同じ流派だったなんて、素敵な偶然もあるものだ。

「周さんとの繋がりが見つかって嬉しい。これでさらに近づけた気がします」

　口元を緩ませて、素直な想いを口にした。干物女とはいえ、こういう運命的なものにはキュンとするのだ。

　そのとき、ふいに周さんの足が止まる。キョトンとする私に、彼は涼しげな顔で淡泊な言葉を投げる。

「そんな目に見えないものばかりでは、心許ないだろう」

「う……」

　そ、そうかもしれないけれど、ときめきを消すようなことを言わないでくださいよ。

　若干、口を尖とがらせたのもつかの間、彼がスラックスのポケットからなにかを取り出すので、無意識にそこに注目する。

　現れたものは、白くて丸みを帯びた小さな箱。上品な形のそれの正体を、瞬時に予想して目を見張る。

「形のあるものも必要じゃないか？　これで、少しは君の婚約者としての自信を強くさせられるといいんだが」

　そう言って距離を詰めた彼は、私の右手を取って小箱をそっと持たせた。

　これ、見覚えがある。ドラマや映画で。でも、まさか――。

　半信半疑で遠慮がちにゆっくり開けてみれば、想像を上回る綺麗さの指輪が現れて息を呑んだ。

　プラチナのリングは、わずかにウェーブを描くＳ字デザイン。中心のダイヤには、小さなピンクダイヤが寄り添うようにくっついている。

　男性から指輪を渡された経験など皆無なので、なんとも言い表せない感動が込み上げて、片手で口を覆った。

「っ、こんな……素敵な指輪、いつの間に……！」

「婚約を決めてからオーダーして、昨日仕上がっていたのに、渡すタイミングが掴めなかったんだ」

　声を震わせる私とは反対に、周さんはやはり動じている様子はない。

　でも、私のためにエンゲージリングを選んで、渡すタイミングを計っていたのであろう彼を想像すると、なんだか愛おしくて笑みがこぼれた。

　それにしても、なぜ今にしたのだろう。家に帰ってもふたりだし、休憩中とはいえ職場で渡さなくてもいいのに。

「どうして、ここで渡すことにしたんですか？」

「ジャージより着物姿のほうが、雰囲気が出るだろう」

「それで!?」

　彼の口から出た理由が、あまりにも軽いものだったので、ついツッコんでしまった。

　なんだ、私が原因か……と、うなだれたのも少しの間で、「それだけじゃない」という周さんの声が耳に入ってくる。

　彼は私の右手に載る小箱から指輪を摘まみ上げ、今度は私の左手を取る。

「もう変なやっかみを受けないように、皆に見せつけておけばいい。君と俺は密な関係で、誰も干渉することはできないんだと」

　薬指に細いリングを通され、小さく胸が鳴った。どうやら周さんは、先ほどの橘さんとの一件で、私の悩みの種をある程度察したらしい。

　確かに、私と周さんが親密にしているところを見せつければ、不釣り合いな印象も薄れていくのかも。

　……と、そこまで考えてはっとする。見せつけるってことは、今この状況を誰かが見ているってことでは？

　慌ててバッと周りを見回せば、中庭に面した食堂の窓から、熟女三人組がこちらを凝視していた。私と目が合った彼女たちは、そそくさと散っていく。

　うわぁ、本当に目撃されていた……。

　私は口の端を引きつらせ、三人に気づいていた周さんは、横目で鋭く冷淡な視線を送る。

「彼女たちもなかなか度胸があるな。今回は不問に付すとしても、以後俺の婚約者を困らせたら制裁を与える、と周知しておく必要がありそうだ」

　口調は淡々としているものの、暗黒のオーラが漂いまくっている。

　今後の彼女たちの行いによっては、具体的にどう対処するのかは謎だが、とりあえず恐ろしいことが起こりそうで、私は「あの、どうか穏便に……」と宥めた。

　冷徹さを露わにした周さんは、気持ちをリセットするように一度息を吐き、真剣な眼差しを私に向ける。

「万が一また悩むことが出てきたら、必ず俺に相談するんだ。なにもわからないままでは、君を守れない」

　彼が以前に宣言した『全力で君を守る』という言葉を思い出し、胸がきゅっと締めつけられた。

　周さんが一緒にいると、こんなにも心強い。この先もふたりで、もっと高め合っていけたなら、恥じることなく夫婦になれるはず。

　明るい未来を予感した私は笑顔で彼を見上げ、しっかりと返事をする。

「はい。ありがとうございます……！　この指輪、大切にします。一生」

　あなたの妻になり、添い遂げる覚悟ができていることを、ささやかながら伝えたつもりだ。

　一度、薬指に輝く婚約者の証あかしを見つめたあと、はにかんで再び周さんを見上げる。

　その直後、私はギョッとした。なぜか彼が険しい顔になっていたから。

「な、なんでそんなに怖いお顔をするんですか!?」

　今、なにも不機嫌になるところじゃないし、むしろいいムードだったよね!?と思い、正直に言ってしまった。

　片手で口元を覆い、やや迷惑そうに周さんは私から目を逸らす。その態度にショックを受けたものの……。

「衝動を抑えているんだ」

「え？」

「今、ところ構わず君を抱きしめて、口づけるところだった」

　ボソッと呟かれた言葉の意味を理解した瞬間、一気に全身が熱くなった。

　嘘……。完全に素面な今、この間の夜と同様に、衝動に駆られたっていうの？　それって、少しは恋愛脳になってきていると受け取っていいんだろうか。

　いや、もしかしたら着物姿に魔が差しただけってこともあるかも……。やっぱりまだこの人の心境はわからない！

　真っ赤になっているだろう顔を俯かせて悶々としていると、ふいにダイヤがきらめく左手を取られた。

　周さんは私の手を引き、建物の中へと歩き始めながら言う。

「いくら見せつけるといっても、さすがに由緒正しいこの場でそれは品位を損ねるだろう。帰ってからにする」

「ええ!?」

　最後のひとことに反応せずにはいられない。帰ったら、甘い時間が待っているかもしれないのだから。

　理性的で、恋慕の情などどこ吹く風といった調子の堅物な彼が、少しずつほころびを見せてきている気がする。

　なにより、私を意識してくれていることが嬉しくて、熱が伝わる繋いだ手にぎゅっと力を込めた。










授かり婚を推奨されるとは予想外ですが




　五月も下旬に差しかかったある日の夜。ひと足先にお邪魔した周さんの寝室で、私はソファに座って久しぶりに母と電話をしていた。

　話しながら、腰に巻いた浴衣のこしぼちりめん帯を意味もなく弄いじる。

　実は先日、周さんと部屋着代わりの浴衣を選んできたのである。柔らかなベージュの生地に、淡いパステルカラーの紫陽花あじさいの柄がカラフルで可愛らしいものだ。

　女性の浴衣選びなど彼は興味ないだろうか、と最初は懸念していたが、意外にも私に似合うものを真剣に吟味して買ってくれた。

　その最中、『ちんちくりんで童顔の希沙には……』だのなんだのと、さらっと直球を投げられたのは言わずもがな。

　それでも、とっても嬉しかったし、女子力が格段に上がった気がする。周さんの隣に並んでも、前よりは恥ずかしくない。

　蝶ちょう結びにした深緑の帯を目に映し、トレヴァーさんたちをおもてなししたときのことを、テンション高めに話し続ける。

「でね、そのトレヴァーさんがお茶を飲んで『Brilliant!!』って言ったの。それだけは聞き取れた」

『〝ブリリアント〟って、どういう意味？』

「〝素晴らしい〟だって」

『へえ。すごいじゃない』

　他人事のようにおどける母だが、トレヴァーさんは泰永のお茶を褒めてくださったのだから、もっと喜んでほしい。

　どうやらお茶の件よりも、私の様子がわかったことのほうが嬉しいみたいだ。

『希沙、生き生きとしてるわね。よかったわ、元気そうで』

　心底安心した声が聞こえ、私も頬を緩ませて「うん」と頷いた。

　不安要素だった橘さんたちとの関係は、今もまだ壁を感じるが、あからさまな嫌味を言われたりすることはなくなった。

　ほのかちゃんいわく、彼女たちは私の煎茶道のお点前に見入っていたそうで、それ以来、少し私の見方が変わったんじゃないか、とのことだった。

　給仕の仕事もだいぶ覚えてきたし、ほのかちゃんや藪さんとは仲良くやれているし、なかなか楽しい日々を過ごしている。

　周さんとも、最初に比べれば親密になれてきたし……。

　愛おしき婚約者様との最近のやり取りを思い返して、ひとり照れくさくなりつつ実家の様子も聞いてみる。

「そっちも皆、元気？」

『ええ、心配しないで。今は出かけてて家にいないけど、陸も希沙の声を聞きたがってたわよ』

「なにあの子、可愛い」

　私をけなしまくってくる弟がいじらしいことを言っているらしいので、不覚にもキュンとした。

　やっぱり、なんだかんだ言って慕ってくれているんだな。今度は陸に直接電話してみよう。

　笑い合ってしばし話をしたあと、ほっこりした気分で、「じゃあ、またね。おやすみ」と告げる。

　ちょうどそのとき、寝る支度を整えた周さんが部屋に入ってきた。通話を終了させる私に歩み寄りながら問いかける。

「泰永家の皆は変わりないか？」

「はい。トレヴァーさんの話をしたらすごく喜んでました」

「そうか」

　いつもの無表情で頷いた彼は、自然な仕草で私の肩を抱く。

　これは、つい先日から始まった『寝るぞ』の合図だ。暗黙の了解で、私は腰を上げてベッドに移動する。

　そうして布団の中に潜り込むと、周さんは私の身体に片腕を回して抱き寄せる。これまで私たちの間に開いていた微妙な距離は、すっかりなくなった。

　こうなったのは、婚約指輪を渡された日からだ。

　あのとき、『ところ構わず君を抱きしめて、口づけるところだった』と漏らした周さんは、由緒正しい場所ではふさわしくないとそれを自重して、帰ってから甘く戯れることをにおわせたものの、特になにをするでもなく、普段と変わりないまま夜を迎えた。

　欲情した発言は、ただの気まぐれか……と、ちょっぴりシュンとしてベッドに入った直後だ。身体を横たえたところを背中から抱きしめられたのは。

『待ちくたびれたか？』

　少々意地悪っぽさのある声でそう囁かれて、ああ、これは故意に焦じらされていたんだなと気づいた。

　さらに彼は、緊張する私を抱きしめたまま、いつの間にか眠っていたのだ。この人は本当にＳだと思う。

　しかしそれ以降、眠るときはこうやって抱き寄せられるのがお決まりとなっている。

　物理的な距離も近くなれて嬉しい。それに浴衣だと生地が薄いから、彼の手の感覚やぬくもりがしっかり伝わってきて、ひたすらドキドキしている。

　それをごまかすためにも、私は彼と向かい合い、毎夜とりとめのない話をするのだ。

「私の名前、新芽の茎だけを集めた茎くき茶ちゃっていう緑茶の一種から取ったらしいんです。くきちゃ、きちゃ、きさ、って感じで」

「結構、無理やりだな……」

　周さんの冷静なツッコミにクスクスと笑い、さらに兄弟の名前の由来も説明する。

「兄は玄米茶の玄、弟は中国の茶祖・陸りく羽うから取って陸。すごい名づけ方ですよね」

「希沙と玄くんは両親が違うんだろう？　それなのに、ふたりとも茶に関係のある名前っていうのがまたすごいな」

　彼の言う通りで、私はこくこくと頷いた。私たち家族は、なるべくしてなったのかもしれない。

「周さんの名前の由来は、なんですか？」

　彼はどうなのだろうと気になり、なにげなく問いかけてみた。すると、どことなく冷めた調子の声が返ってくる。

「さあ……聞いたこともない」

　……なんだか、お祖父様の話をするときと雰囲気がまったく違う。

　そういえば、彼のご両親についてはあまり教えてもらっていない。いずれ私も会うことになるし、予習のつもりで、「じゃあ、周さんのご両親はどんな方ですか？」と質問を変えた。

　私からゆるりと視線をはずし、彼は少しだけ考えを巡らせて口を開く。

「父は穏やかだが、寡黙な人だよ。仕事人間で、家のことはすべて母に任せるような、古いタイプの男だ」

　感情を読み取れない抑揚のない口調で、続けてお母様についても語りだす。

「母はとにかく厳しかった。礼儀作法や人との付き合い方、一柳家の跡取りとしてふさわしくあるべき言動をしっかり叩き込まれたよ。そういうことばかりで……家族との楽しい記憶は、すぐには思い出せない」

　徐々に雲がかかっていくような暗い声色になり、話し終える頃にはまつ毛が伏せられていた。子供の頃から厳格にしつけられていたことがわかり、少し気の毒になる。

　わが家は決して裕福ではなかったが、楽しかった出来事や会話はいくつも思い出せる。それが難しいというと、自由に遊ぶことも、ご両親と気楽にコミュニケーションを交わすことすらも、ままならなかったのだろうか。

　もしかしたら、周さんは心の栄養が豊かではなくて、笑わないのはそれが原因のひとつだったりするのかも……。

　勝手な想像に過ぎないが、彼が今、心の片へん鱗りんを見せているのは確か。それを無視することはできない。

「……特別なことはしなくても、こうやって話しているだけで、私は楽しいです。周さんが楽しいと思えることも、これからたくさんしていきましょう」

　ふわりと微笑んで、明るい言葉をかけた。ふたりで助け合って歩んでいくことは、私の願いでもあるから。

　伏せていた彼の瞼まぶたがゆっくり押し上げられる。その瞳はいつにも増して澄んでいて、温かさと切なさが交じり合った色をそこはかとなく感じる。

　次いで、身体をさらにしっかりと抱き寄せられ、耳元で「ありがとう」と優しい声が響いた。

　私を頼ろうとしてくれているのだとしたら、すごく嬉しい。それに比例して、もっと彼の心に寄り添いたい、もう手放せなくなるほど愛されたい、と貪欲な想いが募る。

　まだ私たちは両想いにすらなっていないのに、どんどん欲張りになる自分がもどかしくて、彼の浴衣をきゅっと掴んだ。




　周さんのご両親が一時帰国すると連絡が入ったのは、それからすぐのこと。六月の中旬頃になるらしく、その機会に私も顔合わせをすることになった。

　ご両親が家に来てがっかりしないよう、六月の第一週の土曜日である今日は、休みなので朝から庭の草むしりをしている。

　本来なら、こんなにも面倒な奉仕活動はしたくない。正直、こっそり除草剤を撒まいてしまいたい。

　しかし、あえてこの作業をすることで、怠けた精神を鍛え直せるかもしれないと思い、無心で雑草をむしっている。まあ、つまり完全なる自己満足だ。

　お決まりの農作業スタイルで、引っこ抜いた雑草をゴミ袋に入れていたとき、門のほうから私がいる玄関に向かって誰かがやってくる気配がした。

　そちらを振り返れば、女優と見紛うほどの美貌の中年女性が歩いてくる。ふんわりとしたショートヘアで、白を基調とした服装も洗練された人だ。

　誰だろう、と不思議に思い、目で追っていると、彼女もこちらに気づいて品よく微笑みかける。

「こんにちは。ご苦労様」

　その場に立ち上がり、私は「こんにちは……！」と会釈した。その直後、あれ？と、あることに気づいて首を傾げる。

　今、門の鍵は開けていないのだ。暗証番号を入れるタイプだが、番号を知っている人は周さんの家族と藪さん、ほのかちゃんだけのはず。他にもいたのだろうか。

「あの、すみませんが、どちら様でしょうか？」

　困惑しつつ、玄関のドアに手を伸ばす女性に遠慮がちに声をかけてみた。

　彼女はこちらを振り向き、わずかな笑みをたたえて快く答える。

「ああ、私は周の母です。怪しい者ではないわ」

「おっ、お母様!?」

　予想外の返答に、私はのけ反る勢いで驚愕の声を上げてしまった。だって、今日帰ってくるなんて聞いていないから！

　確かに、よくよく見れば涼しげな目元や唇の形、凛とした雰囲気が周さんと似ている。まさかお母様と、草むしりをしているときに出くわすとは……。

　唖然とする私はさておき、お母様はドアを開けて中へ入っていく。私も慌てて帽子を取ってあとに続くと、ちょうど周さんがリビングダイニングから出てきた。

　彼はお母様を見て、驚くと同時に固まる。

「周、ただいま」

「おい。なぜ今ここにいる」

　ぎゅっと眉間にシワを寄せた周さんに、お母様は呆れた調子でひとつ息を吐き出す。

「開口一番で失礼ね。帰ってきたに決まってるじゃない」

「来週の予定だっただろう」

「それがダメになって、今、時間ができたから私だけ来たのよ。このあとは日本の施設の視察をしに行くから、あまり時間はないけど。ほら、お土産みやげがあるから来て」

　紙袋をひょいと掲げてみせた彼女は、周さんの脇をすり抜けてリビングダイニングに入っていく。どうやらここには少し立ち寄っただけらしい。

　お母様を目で追ったあと、周さんはげんなりした様子で額に手を当てる。

「すまない、希沙。あんなにマイペースな人ではなかったんだが……外国暮らしをして変わったのか」

「大丈夫ですよ。びっくりはしましたけどね」

　はは、と軽く笑った私は、「とりあえずお茶を用意します」と言ってキッチンに向かう。

　心の準備をする前にお会いすることになってしまったが、精いっぱいのおもてなしをしなければ。幸い、お茶を淹れるのだけは自信があるし。

　道具を用意する時間はなさそうなので、キッチンで煎茶碗に淹れることにした。

　蓋をしてリビングダイニングに運ぶと、ローソファの前にある小さなテーブルの上に、高価そうな外国土産がずらりと並べられている。庶民の私はそれにかなり興味を引かれるも、ひとまずダイニングに三人で座った。

　私と周さんの向かい側に座るお母様も、やはりお茶をいただく所作は綺麗だし、作法も完璧。

　緊張しつつ注目していると、ひと口飲んだ彼女は、わずかに目を丸くして私を見る。

「あなた、お茶の淹れ方、上手ね。とっても美味しい」

「ありがとうございます」

　お口に合ったらしく、ホッと胸を撫で下ろして口元を緩めた。

　それもつかの間、なぜか怪訝そうに部屋を見回すお母様から、思いもよらぬ言葉が口にされる。

「ところで、婚約者さんはどこ？　ここで一緒に暮らしているのよね？」

　私と周さんはフリーズし、目だけをパチパチとしばたたかせる。

　婚約者は、ちゃんとここにおりますが……。

　なんと、私だとは思っていないらしい。こんなド庶民がお相手だと信じられないのだろうか。

　とにかく誤解を解くため、めちゃくちゃ気まずいが、そろそろと片手を上げる。

「婚約者は……私、です」

　それを聞いたお母様は、一瞬ぽかんとした。次いで、ものすごく驚いた様子で目を見開き、片手を口に当てて叫ぶ。

「お手伝いさんじゃなかったの!?　周の隣に座るから、おかしいとは思っていたけど……！」

　ああ、そう勘違いしていたのか。確かに、あの場面を見たら手伝いの人間だと思われるのも納得だ。

　苦笑するも、私はすぐに姿勢を正し、タイミングを逃してきちんと挨拶をしていなかったことを詫わびる。

「すみません、申し遅れました。泰永希沙と申します」

「希沙さん、こちらこそごめんなさい。てっきり周が新しい人を雇ったのかと……。自分で庭を整備するなんて偉いわね」

「いいえ、とんでもないです……！」

　感心してこちらを見つめるお母様に、少々後ろめたさを感じて謙遜した。

　普段ズボラな私が、今日は珍しくやる気になっただけなので……。

　肩をすくめていると、周さんがおもむろに口を開く。

「そう、希沙が俺の選んだ人だ。旧華族や富裕層の出身じゃないが、この子以上の存在はどこを探してもいない」

　きっぱりと言いきる彼に目を向ける。その瞳に迷いや偽りは感じず、小さく胸が鳴った。

　お母様は、ぶれることなく周さんに真剣な眼差しを向けている。

「……これまでの一柳家の決まりを変えるほどなの？」

「ああ」

　即答した彼は、なにか思いを巡らせるように伏し目がちになる。その表情はとても柔らかい。

「俺にはできない考えをする彼女には、たびたびはっとさせられるし、自分が優しい人間になれる気がする。それに……一緒にいると、楽しい」

　穏やかな声で紡がれた言葉は、初めて聞く、私に対する彼の気持ち。

〝勘〟ではなく、具体的な理由が出てきて驚いた。さらに、私と同じくふたりの日々を楽しいと感じていることに、心がじんわりと温かくなる。

　周さん、いつの間にかこんなふうに思うようになっていたんだ。ちょっと目が潤んじゃうくらい、すごく嬉しい。

　じんとする私に、神妙な面持ちのお母様が視線を移して問いかける。

「希沙さんはどう？　一般家庭から旧華族の家に嫁ぐとなると、これからいろいろと大変よ。意思が変わらないと言いきれる？」

　私の母と似たことを忠告され、今一度、気を引きしめる。

　きっと、大変さはそのときにならないとわからないだろう。今は想像しきれないことも当然起こりえるのだから。

　だとしても、彼と苦楽をともにする前から諦めることなどしたくない。

「私は、苦労することも覚悟のうえでここへ来ました。なにがあっても、周さんとともに生きていきたいです」

　まっすぐにお母様を見つめ返し、今の私の嘘偽りのない想いを宣言した。

　ふと隣から視線を感じてゆっくり振り向けば、なにか言いたげな、情熱を含んだ瞳に捉えられる。なぜだか目を逸らせない。

　視線を絡ませたままの私たちを見ていたお母様は、ひとつ息を吐き出した。

「……そう。ふたりの気持ちはわかったわ。そこまで言うのなら、あなたたちを信じましょう」

　納得したように頷く彼女に笑みはないものの、認めてもらえて少し緊張が解けた。

　しかし、「ただ、失礼を承知でデリケートなことを言わせてもらうと」と続けられたので、再び彼女の言葉に意識を集中させる。

「すぐに子作りをしたほうがいい。個人的には、子供を授かってからの結婚でもいいと思っているわ」

「え？」

　お母様の口から飛び出したのは意外なことで、私は面食らった。親としては、普通は順序を守ってほしいだろうに、まさか授かり婚を推奨されるとは。

　呆気に取られる私の横で、周さんはものすごく不愉快そうなため息をつく。

「本当にデリカシーの欠片かけらもないな……」

「これは大事なことよ。希沙さんにもよく理解しておいてもらいたい」

　彼の呟きをものともせず、お母様はキリリとした顔つきを保ったまま、子作りをしたほうがいい理由を説明する。

「女性の身体にはタイムリミットがある。あなたはまだお若いから時間はあるけど、もしも不妊症だった場合は悠長にしていられない。希沙さんだけじゃなく周だって、子供を作れるかどうかはわからないでしょう」

　確かに、自分が自然に妊娠できる身体かどうかは、避妊をせずに行為をしてみないとわからない。自分は問題なくても、男性側が原因を抱えていることもある。

　その場合、子供を産むまでに時間と労力を費やすことになるから、早めに実行したほうがいいということなのか。

「一柳家は子孫を残さなければならない。その義務を果たすことが難しいとしたら、結婚しても苦痛を強いられるだけ。一年経っても授からなければ、考え直したほうがいいわ」

　続けて厳しい声が投げられ、心が重く軋きしむ音がした。

　一年以内に妊娠しなければ不妊症の可能性が高いと、以前心晴さんが言っていた。もしも私がそうだったら、周さんの妻にはなれないかもしれない――。

　現実を突きつけられて、一気に不安が襲ってくる。

　一柳家に嫁ぐなら、子供を産むことが必須であるともちろんわかっていたが、どうして私は、避妊さえしなければ自分が妊娠できるものと信じていたんだろう。そんなこと、まだわからないのに。

　でも、妊娠しなかったら結婚できないなんて、それじゃまるで……。

「あなたは跡取りが欲しいだけなんだろう。それは重々承知しているが、俺は子供を作るためだけに希沙を必要としているわけじゃない」

　かすかな怒りを滲ませた声で、周さんが私の心情を代弁した。

　お母様の考えもわかるが、子供を産めなければ私には価値がないと烙らく印いんを押されてしまう気がする。それとも、名家に嫁ぐとはそういうことなのだろうか。

　彼女からは、「当然、跡取りがいないと困るわ」という毅然とした声が返ってきて、太ふと腿ももの上に置いた手を無意識にぐっと握った。

　しかし、ただ子供のことを考えているわけではないらしい。周さんに向かって、落ち着いた口調で諭す。

「希沙さんのことを、あなたが大切に想っているのはわかる。だからこそ、彼女に無理をさせないための事前対策として話をしているの。結婚する前に確かめておいたほうがいいことはたくさんあるのよ」

　それを聞き、私はここへ来たばかりの頃のことを思い出した。『結婚生活を送るにあたって、身体の相性を確かめておくことは大事だろう』と、周さんが言っていたことを。

　あのときの彼は、私が子作りを苦痛に感じるなら結婚を改めて考える必要がある、という意見だった。今のお母様も、それと同じなのだろう。

　そのことに周さんも気づいたらしく、お母様から視線をはずして口をつぐんだ。しばしの間を置いて、暗い声色で静かに告げる。

「これは俺たちの問題だ。どうするかはふたりで決める」

　不穏な空気が漂う中、お母様は小さく頷き、「……そうね。でも、今の話も頭に入れておいて」と念を押す。

　情けない私はなにも意見できず、ただただふたりの会話を耳に入れるしかなかった。




　そのあとは子作りの話はせず、ヒトツヤナギの事業についての話や、私の実家の話などをして比較的和やかな雰囲気だった。

　お母様は厳しい部分もあるけれど、私の話もよく聞き、適度に笑う人。性格も周さんとよく似ているものの、愛想のよさではお母様が上だ。

　私を毛嫌いすることもなく、『来週、〝紫し蘭らん〟のイベントがあるからふたりで行ってきたら？』と提案して、この家をあとにした。

　紫蘭とは、富裕層の方々が入会を認められている会員制社交クラブのことで、毎月なにかしらのイベントを開催しているらしい。

　周さんも会員になっているので、その同伴者として私も参加できるそう。お母様は都合が悪く行けないが、私がこういう場に慣れるためにも行ってきたらどうか、とのことだ。

　会員制のクラブといえば、旧華族だけが入ることを許される〝霞かすみ会館〟が有名だが、今回はそこまでハードルが高いものではない。とはいえ、慣れていないのは確かなので、さっそく一般家庭から飛び込む大変さを感じるのだった。

　お母様を見送ったあと、玄関ホールにふたりで佇んだまま、周さんが珍しく気まずそうに謝る。

「悪かった、嫌な思いをさせて。あの人となんら変わらない発言をしていた以前の自分に腹が立つ」

　徐々に苦虫を噛みつぶしたような顔になっていくので、私は慌てて首を横に振る。

「いえ、いいんですよ。周さんもお母様も、私のことを思ってあえて伝えているんだってわかりますから」

　それよりも、子作りに対しての考えを改めなければいけない。郷に入っては郷に従え、ということわざの通りに。

「子供はまだまだ先でいいと思っていましたが、一柳家にとってはすごく重要なことで、のんびりはしていられないんですよね」

　しばらくは周さんとふたりの生活を楽しみたいから、いざ抱き合うときが来ても避妊は怠らないつもりだった。しかし、甘いことは言っていられないようだ。

　まあ、それ以前に私たちはまだ身体を重ねてもいないんですが……。

　複雑な心境で小さなため息をつくと、周さんは私の肩をそっと抱く。

「母の干渉は気にしないで、俺たちのペースでやっていけばいい。希沙が前に言ったように、まず愛し合うことが大事だと俺も思う」

　気を使ってくれる彼を見上げれば、いつもの冷静な瞳の中に、ちゃんと優しさも感じられた。

　私は、とっくにあなたを愛している。いつ抱かれたっていいくらいに。

　あなたは今、私をどのくらい想っているの？

　もどかしさを抱き、若干眉を下げて見つめていると、周さんは目を逸らしてボソッと呟く。

「とはいえ、俺の限界も近いんだが……」

「限界？」

　どういう意味かわからず繰り返すも、「いや、なんでもない」とはぐらかされた。さっさとリビングダイニングに戻っていく彼に、首を傾げて私もついていく。

　そうしてお母様からのお土産を興味深く見ているうちに、ささいな疑問はどこかへ消えていた。子作りについての悩みは、決して消えることはないけれど。




　その日の晩、藪さんが新作メニューの試作を兼ねて夕飯を振る舞いに来てくれた。

　彼に恋しているほのかちゃんも私が呼び、再び皆で楽しいひとときを過ごしている。とはいえ、今日こそは飲みすぎないぞ！と注意して、ひと通り食事を終えた。

　デザートに買っておいたアイスクリームを食べている今、周さんのお母様に誘われた紫蘭のイベントについて調べているところだ。

　ダイニングテーブルに座る私は、その後ろに立つほのかちゃんと、スマホの画面に映るフォーマルな格好をした男性を眺めている。

　藪さんもほのかちゃんの横にやってきて、スマホを覗き込む。

「誰、これ」

「藪さん、知らないんですか？　世界的に有名なピアニスト……って、ここに書いてありますよ」

「ほのちゃんも知らないんじゃん」

　息ぴったりのやり取りがおかしくて、私はクスクスと笑った。

　調べたところ、例のイベントは一流ピアニストのディナーショーらしい。そんな敷居の高いイベントなど未知の世界だ。

　貴重な体験ができるのはありがたいことだが、まずドレスコードから悩む。

「スマートカジュアルって、どんな服を着ていけばいいんだろ」

　記されたそれを見て首をひねる私に、藪さんが教えてくれる。

「フォーマルほどかしこまらず、普段着よりはきちんとした服装だよ。ほら、女子アナウンサーみたいな」

「ああ、わかりやすい！」

　上品で清せい楚そなスタイルってことね。……と、しっかりイメージできたものの、自分のクローゼットの中を思い返してみたところ、うーんと唸うなってしまった。

　友達の結婚式にはだいたい着物を着ていくし、ワンピースなどがあっても若いときのものだから年相応じゃないだろうな……。

「今着ても恥ずかしくないパーティー向けの服は持ってないんですよね……。着物じゃダメなのかな」

　やっぱり無難な着物に逃げたくなっていると、私の隣に静かに座っていた周さんが口を開く。

「訪問着で豪華すぎない帯にすれば問題はない。が、たまには洋服もいいんじゃないか。見合うものを買ってやる」

　淡々と言い、彼はグラスに残っていたワインを飲み干した。

　また私に似合うものを選んでもらえるのかと思うと嬉しいが、いつも甘えてばかりでは申し訳ない気がする。男性からこういう扱いをされたことがなくて慣れていないせいだろうか。

「ありがとうございます。でも、この間も浴衣を買ってもらったばかりだし、お気持ちだけで……」

　やんわり断っている最中、周さんの顔がまたしても険しくなってギクリとした。どうやら返答を間違えたらしい。

「パーティードレスのひとつくらい持っておけ。女子力が枯渇しないように」

「うっ」

　ごもっともなひとことに簡単に黙らされた。

　そうだよね、やっぱり女子の嗜みとして持っていたほうがいいよね……。

　やや毒を吐いた周さんは、空のグラスを手に腰を上げる。キッチンへと向かう彼を見送ると、藪さんが呆れ交じりの笑みを浮かべる。

「女子アナ風の希沙ちゃんも見たいんだよ、周は。素直じゃねーなぁ」

「そう、なんですかね……!?」

　今のはそういう意味なの？　藪さんの読み通り、たまには私に女らしいファッションをさせたいと彼が思っているのなら……喜んで挑戦させてもらっちゃいますよ。

　あっさり思考が切り替わる、単純な私。ほのかちゃんも、「一柳さんも普通の男なんですねぇ」と微笑ましそうにしていた。

　すると、ほろ酔い気味の藪さんが私にずいっと顔を近づけ、意味ありげに口角を上げて囁く。

「で、ふたりはどこまでいったわけ？　さすがにＣまではないだろうから、Ｂ辺りか」

「藪さん……」

　おじさん感満載の質問をされ、私はがっくりとうなだれた。その懐かしい言い方、逆にいやらしい気がするのは私だけだろうか。

　もちろんバカ正直に答えることはせず、濁す私に対して、ほのかちゃんは頭にハテナマークを浮かべているように見える。

「なんですか？　ＣとかＢって」

「ほのちゃん、知らないの？　これがジェネレーションギャップってやつか……」

　愕然とする藪さんに笑っていると、昼間の一件で落ち込んだ気分が持ち直していることに気づく。

　一柳家の嫁になるための難問に突き当たる中で、皆とのこういうひとときを過ごせることや、周さんとショッピングをする楽しみができたことを嬉しく思った。










契りを結ぶ運びと相成りました




　紫蘭のイベント当日、私は新調したパーティードレスとパンプスを身につけ、なんとか女子アナ風スタイルに仕上げた。

　会場のラグジュアリーな雰囲気にも合わせて周さんが選んだパーティードレスは、ロング丈のシフォンワンピース。

　彼はこういうのが好みなのかも、と考えると、ちょっとくすぐったくて。『どうして今まで避けてきたんだ。こんなに綺麗なのに』とさらりと言われ、舞い上がってしまいそうにもなった。

　髪は簡単なハーフアップにして、リボンのバレッタをつけている。

　これも周さんチョイスなのだが、大正ロマン風の真紅のリボンは洋装にも和装にも合うデザインで、これだけでオシャレ度が上がるので、本当に彼はセンスがいい。

　会場は、結婚式場やホテルなどが入っている高層ビルの四十八階にある。なんと周さんは、この機会にと、ここのホテルの部屋まで予約していたのだ。

　婚約者としての、ある意味では仕事みたいな感覚だった今日のディナーショーが、めちゃくちゃ楽しみに変わったのは言うまでもない。

　好きな人と、リッチな食事とピアノに酔いしれて高級ホテルで一夜を過ごすだなんて、贅沢でロマンチックで……控えめに言って最高だ。

　先にチェックインを済ませ、荷物を置いたあとに四十八階へ向かった。

　大きな窓ガラスの向こうには薄紫色の空が広がり、街に明かりが輝き始めている。真っ暗になったら美しい夜景が見られるんだろう。

「綺麗な景色……。高層ビルに来たの、いつぶりだろう」

「そういえば、まだデートらしいこともしていなくて、すまない」

　会場を目指して歩いている最中、外を眺めて呟く私に、薄手のジャケットとパンツのコーディネートも素敵な周さんがそう返した。

　彼にとっては、映画を観に行ったり、あらかじめ予約した上質なレストランで食事をしたりすることをデートと呼ぶのかもしれないが、私はそこまで望まない。

「してるじゃないですか。この服を買うためのショッピングも、普段の食料の買い出しも、ふたりで行けば私にとってはデートです。もちろん今日も」

　自分のひらひらとした袖を軽く摘まみ、ふふっと笑った。彼は一瞬、目を丸くする。

「……これまでそんなふうに言われたことはない。少しょう欲よく知ち足そくというやつか」

　過去に周さんが交際してきた人たちは、おそらくいいご身分の方のはず。デートの価値観も、きっと私とは違っていただろう。

　卑下するわけではなく、「私は庶民派なので」と明るく茶化してみると、彼は柔らかく目を細める。

「希沙のそういうところが、一緒にいて安心するよ」

　そのひとことは優しく沁み込んで、口元がほころんだ。妻になるには、安心感を与える存在になることも大事だと思うから。

　会場を目前にして、小さな幸せを感じていたときだ。

「あれっ、イチ？」

　出入口のポスターを眺めていたひとりの男性が、こちらに向かって声を投げかけてきた。

　周さんと同時に振り向けば、羽織袴に似た紺色の洋服を着てサイドゴアブーツを履いた、個性的かつオシャレな三十代くらいの男性がこちらを見ている。

　ブラウンの髪はアシンメトリーのショートレイヤーで、少年っぽさが残る整った顔立ちをした人だ。

　彼と顔を見合わせた周さんは、わずかに眉根を寄せて、「富とみ井い……」と呟く。どうやら知り合いのようだ。

「久々に見たよ、その小憎らしい顔。イベントに来るの、珍しいじゃん。……ん？」

　富井さんというらしい彼は、いたずらっぽく片方の口角を上げてこちらに近づいてきた。私の存在に気づき、大きめの瞳でまじまじと見てくる。

　とりあえず挨拶をしようと口を開きかけたとき、周さんが私の肩に手を回す。

「この子は泰永希沙。俺の婚約者だ」

　ひと足先に彼が紹介したので、私は微笑んで、「はじめまして」と頭を下げた。

　しかし富井さんは、なぜか変なものを見たような形相で愕然としている。

「婚約!?　あの冷血人間のイチが!?」

　すっとんきょうな声で叫ぶ彼からは、信じられない！という本音が出まくっている。しかも、その呼び方……遠慮をしない仲なのか、ただの嫌味なのか。

　微妙な顔をする私の肩を抱いたまま、周さんは普段よりもやや冷たさを増した面持ちで告げる。

「繋がりのある方々に彼女を紹介しておくつもりで来たんだが、お前も来ているなら、またの機会にすればよかったと後悔している」

「そろそろなんとかならないのか、その失礼すぎる口は。って、俺もか」

　富井さんはムスッとしたものの、即座にひとりツッコミをして鼻で笑った。

　悪態をつき合うふたりからは、仲のよさよりも、なんとなく危うい雰囲気を感じる。いったいどういう関係だろう。

　内心おろおろしていると、富井さんは私と向き合ってコロッと笑顔に変わり、かなり気さくな調子で自己紹介を始める。

「どうも、はじめまして。俺はこいつと同級生の富井駿しゅん太た郎ろう。呉服屋の人間なんだけど、着物っぽい洋服とか、洋服っぽい着物をデザインしてます。よろしく」

　それを聞いた直後、私はあることにピンときて、目と口をぱかっと開いた。

「もしかして……デザイナーの Tommyトミー さん、ですか？」

「え、すごい。よく知ってたね」

　目を丸くして驚く彼。やっぱりそうだったんだ……！

　今、ご本人がおっしゃった通り、Tommy は呉服屋の五代目でありながら、和と洋を融合させたファッションも生み出しているデザイナーだ。彼のブランドはカッコいい服ばかりだと、よく雑誌やネットに載っている。

　あまりメディアに顔を出すことはないが、私も以前から着物を選ぶときに商品を目にしていて、個性的なそれが印象に残っていたので彼の存在は知っていた。まさか、ここで会えるとは。

「和のデザインで現代に溶け込む新しい服、すごく素敵だなと思っていたんです。お会いできて光栄です！」

　目を輝かせて言うと、富井さんは二ふた重えの目をぱちくりさせたあと、周さんに視線を移す。

「なにこの子、尊い。女神？」

「俺の婚約者だ」

　私は笑いそうになってしまったが、周さんはさらに不機嫌そうな声で、もう一度繰り返した。

　それをものともせず、富井さんはにこにこの笑顔で再び私に向き直る。

「俺のことを知っていたなんて嬉しいな。今度ぜひ店に来てよ。あ、イチは連れてこなくていいからね」

　彼は笑っているものの、周さんに手の平を向けて完全拒否している。

　ええと、これはどう返したら……!?

　困り果てて曖昧に笑うことしかできずにいると、肩を抱く手にぐっと力を込められ、会場のほうへと方向転換させられる。

「行くぞ、希沙」

「え、あ……はい」

　有無を言わさず歩きだす周さんについていきつつ、後ろを振り返る。富井さんは微笑んでひらひらと手を振っていたので、私は軽く頭を下げておいた。

　受付を済ませてひと息ついたところで、平静な様子に戻ってきている周さんに苦笑交じりで問いかける。

「富井さんとは、昔からあんな調子なんですか？」

「ああ……小学校から中学校まで一緒で、成長するにつれてなぜか一方的に突っかかってくるようになったものだから、俺もそれ相応に返している」

　そうなんだ、富井さんのほうから……。なんとなく、周さんを心底嫌っている感じでもなさそうだったけれど。

　いったいどうして悪態をつき合う仲になってしまったんだろう。周さんに心当たりがないなら、私が考えても到底わかりはしないが、気になる。

「富井が生み出す奇抜なデザインの服を見ていても思うが、あいつの考えていることはよくわからない。才能がある人間には変わり者が多いからな」

　気だるげな調子で言う彼は、富井さんに才能があることは認めているらしい。

　考えていることがわからない点では周さんも一緒ですよ……と密かに思っていると、私を見下ろす鋭い眼差しに捉えられる。

「女遊びが激しいという噂うわさもある。君も知り合いになった以上、誘われないように気をつけてくれ」

　確かに、富井さんも絶対モテるだろう。とはいえ、周さんの婚約者だと宣言された私が誘われるとは思えないが、彼がだいぶ真剣なので、「はい」と頷いておいた。

　それから、大きな円卓がずらりと並ぶきらびやかな会場内へ入り、席へ向かうまでの間に、周さんとビジネス関係にある方々がいらっしゃるので挨拶をしていく。

　今、目の前にいるのは、おそらく五十代後半だがスタイルのいい、ダンディなおじ様だ。

「おお、一柳くん。久しぶりだね」

「ご無沙汰しております、桐きり原はら社長」

　一礼する周さんに倣って、私も頭を下げる。さっきから、社長やらＣＥＯやらハイスペックな方ばかりで頭が麻ま痺ひしてきそうだが、とにかく笑顔は絶やさない。

　そうすると、だいたい『可愛らしいパートナーを連れているじゃないか』と相手から振られて、また周さんが私を紹介する。

　今も同様で、私も挨拶をすると、社長様はおおらかな笑みを浮かべて言う。

「これで一柳家も安泰だな。うちの息子は、結婚はおろか、会社を継ぐ気もなさそうで困っているんだよ」

　苦い笑みに変わる彼と周さんとの会話を耳に入れながら、私は別のことを考える。

『一柳家も安泰』というのは、『これで跡取りができるな』と同等の意味だろう。さっきから会う人皆に似たようなことを言われるが、やはりどこでも跡取り問題は付き物らしい。

　跡取りを残さなければ、私がいる意味はない――。その責任を再び感じて、心が重くなっていく。

　ようやく席に着いてからも、私の左隣と、そのさらに隣に座るセレブな中年女性ふたりに話しかけられた。

　偶然、周さんのお母様の知り合いだったようで、一方的にぐいぐいくるのだ。

「頑張って跡取りを残さなきゃね。兄弟がいないと寂しいだろうし、せめてふたりはいたほうがいいと思うわ」

「まだ若いおふたりだもの、心配いらないわよ～」

　しまいにはこんな調子で、先ほどの社長様方など比にならないダイレクトな言葉を投げられ、私の笑顔にもヒビが入る。

　悪気がないのはわかるけれど、余計なお世話ですから！　周さんのお母様ならまだしも、他人のおば様方に言われると、かなり嫌な気分になった。

　しかし、ここで私がケンカ腰になるわけにもいかないので、なんとか苛立ちを堪えていたとき、右隣の周さんが口を開く。

「ええ。ですが、こればかりは自力でどうこうできる問題ではない。私たちに言うよりも、コウノトリにでも祈っていてくださいませんか」

　若干、口角は上がっているものの、目はまったく笑っていない彼が、ぴしゃりと言い放った。

　おば様方もギクリとしたようで、「そ、そうね。ごめんなさい」と決まりが悪そうに笑い、もう絡んでくることはなくなった。

　あ、周さん……平和的に、かつ圧をかけて黙らせてしまうとは、さすがです！

　頼もしい彼に、感服した眼差しを向ける。私と目を合わせた彼は、ふ、と不敵に微笑んだ。『気にするな』というように。

　胸がきゅっと締めつけられる。彼が笑っただけではなくて、私が嫌な思いをしていることを察して助けてくれるところも嬉しくて。

　この人が旦那様になったら怖いものはないかも、なんて大げさなことまで思い、私も笑みがこぼれた。




　見た目も味も抜群なフレンチのコース料理をいただいたあとは、世界も認めるピアニストの演奏を堪能した。

　正直、これまでクラシックの音楽には興味がなく、こういう場に来てまで聞こうと思わなかったのだが、生演奏を聴いたらその迫力に圧倒され、心地いいメロディーに癒された。

　ショーは午後九時半頃に終了。耳から栄養を摂取したような満たされた気分で、会場を出るため歩いていると、周さんが話しかけてくる。

「つまらなくなかったか？」

「全然！　来てよかったです。耳とお腹が喜んでますよ～」

「頭の悪そうな感想だ……」

　いまだうっとりする私に、彼は容赦なく毒を吐いた。しかし、おかしそうな顔をしているから、きっと茶化しているのだろう。

　そうして会場を出たところで、先ほど挨拶をした社長様が周さんを呼び止める。どうやらビジネス関係の話があるらしい。

　周さんは私を気にしつつも、「悪い。少しだけいいか？」と尋ねる。私はもちろん承諾し、その間にお手洗いに行くことにした。

　会場から一番近くのレストルームに向かうと、ショーを鑑賞していた方々が列をなしている。

　やっぱり混んでいるな……。待っているより、他を探したほうがいいかも。

　とはいえ、この階のどこになにがあるのかはちゃんと把握していないので、どこかに案内がないかをキョロキョロと探す。

　そのとき、後ろのほうから「あ、希沙ちゃん」と呼ぶ声がした。振り返れば、にこっと微笑む富井さんが軽く手を上げる。

　袴のようなボトムスを揺らし、大人の男性らしいブーツを鳴らしてこちらに歩いてくる彼は、デザイナーというよりモデルみたいだ。

「富井さん……！」

「どうしたの？　キョロキョロして」

「お手洗いが混んでいて、他にないかなと」

　素直に白状すると、富井さんは前方を指差し、「あっちにあるよ。おいで」と微笑んで歩きだす。私は単純にありがたく思い、ついていくことにした。

　しばしの間、今日のディナーショーの感想を語り合う。

　富井さんって、周さんといるときはちょっと刺々しかったけれど、普通にしていれば話しやすくて楽しい人だ。

　彼のおかげで、先ほどよりは混んでいないお手洗いに無事に着き、私はお礼を言って別れた。

　……しかし、用を済ませて外へ出ると、まだ富井さんが壁に背を預けて立っている。私は目を丸くして彼に歩み寄った。

「富井さん、私を待っていたんですか？」

「イチのところに戻るまでに、迷子にならないかなと思って。もう少し君と話もしたかったし」

　意味深に口角を上げる彼に、私は小首を傾げるも、とりあえず再び会場のほうへ一緒に向かう。

　私と、なにについて話したいんだろう、と頭の片隅で考え始めたのもつかの間、富井さんがこう問いかける。

「ねえ、希沙ちゃんも旧華族なの？」

「いえ。ごくごく普通の家庭です」

「そっか。じゃあ、なおさら不思議だな。よくあの一柳家に嫁入りする気になったね」

　これまでとは違う心なしか冷たさが滲む声に、不穏なものを感じる。それはどういう意味なんだろうか。

「……と言いますと？」

「昔から有名だったからさ。〝あの家のお嫁さんは幸せにはなれない〟って」

　富井さんの顔からは笑みが消えていて、私の心の中がざわっと騒がしくなり始めた。彼の様子を見る限りでは、嘘をついているふうには思えない。

　黙り込む私に、彼は苦々しい口調で続ける。

「一柳家の嫁は代々、血筋を途絶えさせないためだけに迎え入れられる存在なんだ。子供を授かれないなら、お役御免で見放された。これは周知の事実だよ。今日、君も皆に子供のことについて言われたんじゃない？」

　核心を突かれてギクリとし、思わず足を止めた。

　皆さんが跡取りの話題を出していたのは、単なる世間話や好奇心からではなく、一柳家の事情を知っていたからだったの？

　周さんのお母様も、跡取りを残すプレッシャーに耐えてきたのだろうか。そのせいで、私に授かり婚を勧めてきたのかもしれない。

　無意識に目線を下げて考え込む私に、富井さんは心配そうな声で語りかける。

「これから、きっと少なからず嫌な思いをすることになる。それに加えてイチのあの性格じゃ、君を守ってくれるかどうかわからない。引き返すなら今のうちだよ」

　その言葉を聞いたとき、惑わされそうな心の揺れが、なぜかぴたりと止まるのを感じた。

　富井さんの推測通り、嫌な思いはするかもしれない。そうなったとき、周さんはなにもしない人だろうか。

　……いや、彼ならきっと私を守ろうとする。どうするべきか一緒に考えるはず。そう信じようと思えるのは、ふたりで過ごしてきた中で、彼は私をちゃんと見てくれていると感じるから。

　そして、私が彼を愛しているからだ。

　周さんとともに生きていきたいと願ったときの気持ちを思い出し、顔を上げて富井さんと向き合う。

「大丈夫です。私には愛がありますから」

　迷いのない瞳で微笑むと、彼は意表を突かれたように目を見張る。

「周さんのことが好きだから、結婚したいし、子供も欲しい。私は、幸せになるために一柳家に嫁ぐんです」

　決して、子供を産む道具になるつもりはない。私には、彼と愛し合って家族を作りたいという自分の意思があるから。

　毅然と放ち、富井さんと視線を絡ませた数秒後、突然横から腕を引かれた。

「おい。愛を語る相手を間違えているだろう」

　そんな言葉とともに、よろける私を抱き留めるのは、もちろん無愛想な婚約者様だ。

「周さん……！」

　社長様との話、終わったんだ。いや、それより今、『愛を語る相手を間違えている』と言ったよね？　……てことは、もしや……私の告白を聞かれていた!?

　はっとして息を呑むも、周さんは富井さんに向かって威圧的な視線を向けている。

「どうしてこの状況になったのかは後回しにするとして、まさか、富井まで跡取りがどうのと言って希沙を困らせたんじゃないだろうな？」

　臆する様子もなく、富井さんは腕組みをして口元にだけ不敵な笑みを浮かべる。

「教えてあげたんだよ、一柳家の嫁事情を。どうせ深い部分は内緒にしたまま婚約したんだろ」

「は……それはご親切にどうも」

　鼻で笑った周さんは、完全に棒読みで嫌味を返した。そして、心底くだらないといった調子で続ける。

「愛し合った末に子供を授かるのは自然なことで、俺たちもそれを望んでいる。ただそれだけのことだ。なのに、下世話な話が好きな者ばかりだから……仕方ない」

　そこまでで一旦言葉を区切り、私の身体を抱きしめ直した彼から、突如セクシーな声が紡がれる。

「できるまで毎晩頑張ろうか、希沙」

「へっ!?」

　あられもない発言に、私は突如、頭がパニックになって、すっとんきょうな声を上げた。富井さんは、ぽかんとしつつも「わーお」と呟く。

　な、なんですか。今の、周さんらしからぬ絶倫発言は！　しかも、わざと富井さんにも聞かせたでしょう!?

　おそらく彼を挑発しているだけなのだろうが、私は沸騰しそうなくらい真っ赤になって、あたふたする。

　至って涼しげな顔で、周さんはこちらを静観している富井さんに告げる。

「とにかく、心配には及ばない。俺も、この子を幸せにするために娶るんだから」

　その言葉は、一柳家のためだけに結婚するわけじゃないというふうに受け取れて、胸に温かく沁み込んでいった。

　周さんを見上げていると、彼は「失礼する」と短く言い、私の手を取って歩きだす。

　すれ違いざまに視界に入った富井さんは、なにかを考えているような無表情だった。




　本当に私を心配して富井さんがあの話をしたのか、それとも、悪態をつき合う仲である周さんの婚約者を少し困らせたかったのか、はっきりとした理由はわからない。

　それを考えたくても無理だった。頭の中は、ずっと手を繋がれたままの周さんのことでいっぱいだったから。

　しかし、一旦ホテルのフロントに下りて鍵をもらい、再びエレベーターで宿泊する部屋がある四十五階へ向かおうとしているのだが、その間、彼はひとことも喋ろうとしない。

　ちらりと顔を窺えば、険しく強張っていて、私が富井さんと話していたことが気に食わなかったのかな、と不安になる。

　人ひと気けのないエレベーターに乗り込んでから、遠慮がちに「あの……」と声をかけるのとほぼ同時に、彼もやっと口を開いた。

「なぜあいつといた？　話しかけられたか」

　怒っている感じではないが、やや威圧感のある声で問いかけられ、私は身体を強張らせて答える。

「お手洗いの場所を教えてもらって、その流れで一柳家のお話に……。でも私は、自分の気持ちをはっきり伝えたつもりです」

　別にやましいことはなにもないので、胸を張り、周さんをまっすぐ見上げた。彼も、真剣な視線を絡ませる。

「あれは君の本心なんだな？」

　もちろん、その確認にも自信を持って答えられる。緊張で鼓動が速まるのを感じながらも、しっかりと頷く。

「はい。私、周さんのことが――っ」

　意を決して告白しようとした、そのときだ。突然、彼の手の平で口を塞がれて、息が止まる。

　び、びっくりした！　なに!?

　目を白黒させて周さんを凝視すると、彼は深く息を吐き出し、私が背にしている壁にゆっくりと手をつく。

　口を塞がれたまま、脱力した壁ドンをされているおかしな状況の中、頭を垂れた彼がため息交じりに言う。

「悪い、今聞くべきではなかった……。部屋まで我慢できなくなるところだったよ。ここ数週間ずっと君を抱きたくて、もうとっくに限界なんか超えているんだが」

　さらっと口にされた言葉たちに驚いた私は、「んん!?」と、くぐもった声を上げた。

　私を抱きたいと思っていたの!?　もしかして、この間、『限界も近い』と言っていたのも、そういう意味？

　呆気に取られていると、彼はようやく私の口から手を離して顔を上げる。

　情欲と切なさが入り交じって歪むその表情は、これまでに見たことがないほど感情を露わにしていて、胸の奥がぎゅっと掴まれる感覚がした。

　……ああ、今やっと見つけられた気がする。あなたの、心を。




　部屋まであとわずかの距離を歩くのももどかしく、ドアを開けて中に入った瞬間に、抱き合ってキスを交わした。

　バッグが手から滑り落ちたのも気にせず、ドアに背中を預けて、熱い吐息と舌を絡ませ合う。

　呼吸が乱れてきた頃、リップ音を響かせて唇が離された。とろんとした私の瞳には、熱に浮かされたかのごとく色っぽい彼の顔が映る。

「……心から誰かを欲しくなるのは初めてだ。家のことも、どうだっていい。こんなふうになる理由は、君を愛している以外にない」

　愛おしそうに髪を撫で、周さんは私がずっと欲しかった言葉を与え続ける。恋愛が苦手な彼が気持ちを伝えてくれているだけで、胸がいっぱいだ。

「大雑把であか抜けないところも、着物を着ると人が変わったように凛とするところも、俺の心に入り込んで揺さぶってくるところも、全部……希沙のすべてが好きだ」

　言葉の最後に、とても優しい笑みがこぼされ、大きな愛おしさが湧き上がった。ついでに涙まで込み上げてきて、瞳を潤ませて彼の想いに応える。

「私も、大好きです」

　なんとか笑顔で告白する私の目尻に、周さんはキスを落としたあと、軽々と抱きかかえて広いベッドへと向かった。

　贅沢でラグジュアリーなスイートルームや、宝石をちりばめたような夜景には目もくれず、余計な布を取りはらってお互いの肌の熱さだけを感じ合う。

　均整の取れた筋肉質な身体を露わにした周さんは、ありとあらゆる場所にキスをして、緊張と恥ずかしさで強張る私をとろけさせていった。

　官能的な水音を響かせる巧みな彼の指で、すでに一度高みへ連れられていってしまったわけだが、甘い攻撃はいまだに終わらない。

「はあ……っ、あま、ねさん」

「なに」

「それ、もう、や……っ」

　私の一番弱い部分を舌で味わっている彼に、息も絶え絶え訴える。返ってくるのは、きっと辱めの言葉だとわかっていても。

「俺にこうさせているのは君だ。どれだけ舐なめ取っても蜜を溢れさせているだろう」

　やっぱり意地悪……！と、さっきから口にしているものの、『今頃気づいたのか？』とかわされるのでもうやめておく。

　しばし私の反応を見て楽しんだあと、周さんは余裕のなさそうな顔をして上体を起こした。

「その困った可愛い顔をずっと見ていたいところだが、俺も希沙の中に入りたい」

　濡れた指に舌を這はわせて言う彼は、色気を大放出していてクラクラするほど。よく萌もえ死にしないな、私。

　やっとひとつになれる期待と喜びを抱いて、避妊具の袋を口で開けようとする彼を見やった。はっとした私は慌てて起き上がり、それを制する。

「待って。……避妊、しないで」

　目を見張った周さんは、徐々に真剣な面持ちになっていく。

「皆から言われたことを気にしているのか」

「……気にしてない、とは言えませんね」

「もしこれで妊娠したら、君がやりたくてもできないことが多くなるだろうし、ふたりの時間もしばらく取れなくなる。それでもいいのか？」

　最初は私もそう考えていた。でも今は、好きなことができる自由な時間よりも欲しいものができた。

「……私が今、一番欲しいのは、ふたりでこの先もずっと一緒にいられるっていう確信です。周さんがいなければ、きっとなにをしても意味がない」

　結婚できなければ、私が抱く夢のすべてが消えてしまう。その切実な想いを伝え、胸に引き寄せたブランケットをぎゅっと掴む。

「あなたと、家族を作りたいんです」

　考えを巡らせている様子でこちらを見つめていた周さんは、私の言葉を聞いておもむろに動きだす。

　ベッドサイドに避妊具を置くと、私を優しくベッドに倒して覆いかぶさってきた。

「俺も、君と愛し合う未来しか考えられない」

　蜜語を交わす彼は、情熱的な瞳で私を捉え、指を絡ませる。その一挙一動で、安堵に包み込まれる。

「妊娠して、その子が生まれて大きくなったら、たくさんデートをしよう。もちろんそれまでの間も、寂しさなんて感じさせないくらい毎日君を愛でると約束する」

　とても嬉しい言葉とわずかな笑みをもらえて、私も笑顔になってしっかりと頷いた。

　どうか、そんな未来が実現してほしい。

　切に願いながら、甘いキスを幾度となく交わし、彼の熱を直に受け止める。

　身体も心も奥深くで繋がれたことを、このうえなく幸せに思った。










ところが、順風満帆とはいかなくて




　じめじめとした梅つ雨ゆが明け、蝉せみ時雨しぐれとともに本格的な暑さが到来した八月上旬。最愛の彼と初めて結ばれた日から、早くも二ヵ月が経とうとしていた。

　相変わらず周さんは無愛想でクールだけれど、私への愛の言葉は絶やすことなく、幸せを与え続けてくれている。

　もちろん夜の営みもあり、お互いの気持ちが重なったときに抱き合う感じだ。といっても、周さんが富井さんに対して挑発的に発した、『できるまで毎晩頑張ろうか』という言葉はあながち間違ってはいない……気がする。

　彼はベッドでもＳっ気を発揮してくるのだが、まんざらでもなくむしろ萌えている私は、どうやらＭ気質だったようで。相性に関してはまったく問題なかった。

　溶けそうなくらいの快感で、天国の存在を知ったのは彼との行為が初めてだし。

　私が彼にゾッコンなせいか、はたまたあの貴族様が上手すぎるのか……と考えるのは野暮なのでやめておこう。

　あれからも避妊はせず、自然に任せているものの、つい先日も生理が来てしまった。やはり、まだタイミングは合わないらしい。

　一ヵ月前、周さんのご両親が揃って帰国され、お父様ともやっと顔を合わせられたのだが、このときは子作りの話は出されなかった。

　一応、寡黙でダンディなお父様にも結婚は認めてもらえているので、とりあえず周さんとふたりの生活を楽しみながら、私は仕事に精を出しているところだ。




　土曜日のお昼どき、自分にもすっかり馴染んだ袴姿で、レストランにやってきたお客様に冷茶を出す。

　旧一柳邸では、以前から夏は麦茶を提供していたそう。周さんに、深蒸し茶を使った美味しい冷茶の淹れ方を教えたら、それを出してほしいと頼まれて今に至る。

　そのおかげか茶葉の売れ行きもよく、両親からお礼の電話をもらったりもした。

　熟女三人組は案の定あまりいい顔はしていないが、まあ気にしない気にしない。

　今日の私は、いつにも増して楽しい気分で働いている。なぜなら、久しぶりに心晴さんが会いに来てくれたから。

　子供は旦那さんに預け、つかの間のひとりの時間を満喫している彼女。遅めのランチを食べたあと、二階の資料館を見学して、私の時間が空くまで待っていてもらった。

　休憩に入ると、人もまばらなロビーへと一目散に向かい、心晴さんと再会を喜び合った。

　変わらず若々しい彼女は、正面から私の両腕を掴んで満面の笑みを浮かべる。

「希沙ちゃんが元気そうで本当によかった。しかも、ちょっと綺麗になってない？」

「そうかな」

　自分ではまったくわからないが、綺麗になったと感じてもらえるのは素直に嬉しい。

　手で頬を押さえていると、心晴さんは目を細めたニヤけ顔で頷く。

「まあ当然か。未来の旦那様に恋してるんだもんね」

　面と向かって言われると恥ずかしくて、私は肩をすくめる。そういえば、心晴さんにはすべて打ち明けていたんだった。

　静岡にいた頃は、結婚はおろか恋愛すら縁遠かった私が、今やこの状態だもの。人生って本当にどうなるかわからない。

「結婚願望が全然なかったくせに、今はまったく逆のことを考えてます。子供のことも……。自分が母親になるって、想像もできなかったのに」

「そういうのは、本気で愛する人ができて、初めて持てるものだったりするからね」

　視線を宙にさ迷わせて本音をこぼす私に、心晴さんが穏やかな調子で返す。

　彼女の言葉はストンと胸に落ちて、ああ、確かにそうだと納得させられた。

「結婚しない人生ももちろん否定しないけど、やっぱり私は、希沙ちゃんが女として幸せになる姿を見たいなって思う」

　優しく微笑みかける彼女は、『彼氏作りなよ』とか、『結婚っていいものだよ』と押しつけたりはせず、私の生き方を肯定する人。とはいえ、本音は誰かと支え合って生きてほしいと願っていたのだろう。

　きっとこれからも温かく見守ってくれるんだろうな、と思うと感謝したくなって、「ありがとう、心晴さん」と笑みを返した。

　そうしてしばし話をしていたとき、見覚えのある人がエントランスにやってきたので、私は目を丸くした。

「あれっ、富井さん？」

　甚平みたいな七分袖のカーディガンを羽織った男性は、ディナーショー以来の富井さんだ。

　私に気づき、なんだか険しい表情でこちらにずんずんと近づいてくる彼に、とりあえず挨拶をする。

「どうも、お久しぶりで――」

「希沙ちゃん」

　ずいっと目の前に顔を近づけられ、私は『ひいっ』と叫びそうになる勢いで心晴さんに肩をくっつけた。

　ど、どうしたんだ、富井さん……目の下にクマもできているし、心なしかげっそりしている気がする。端整なお顔がもったいない。

　約二ヵ月前の明るく絡みやすい彼が行方不明で、瞠目する私に、彼は病的な形相で尋ねてくる。

「君がここで煎茶道を披露しているのは、いつ……？」

「あ、ええっと……一番近い日だと、来週の水曜日ですが」

　ビクビクしながらも答えると、富井さんはゆっくり頷く。そして口の端を持ち上げ、「わかった……来週また来るよ」と告げて顔を離した。

　踵を返し、のっそりと帰っていく彼の背中に向かって、『軽くホラーだよ……』と心の中で呟く。心晴さんもかなり怪訝そうだ。

「誰？　あの、なんか病んでそうな人」

「周さんの同級生で、有名なデザイナーさんなんです。今日はなぜか生気を感じなかったですけどね」

　引きつった笑みを浮かべて答えた私は、いったいどうしたのかと首をひねるばかりだった。




　その日は早番だったので、仕事を終えたあとに再び心晴さんとカフェで落ち合い、時間の許す限りいろいろなことを語り合ってきた。

　子作りの赤裸々な話も、妊娠と出産の経験がある心晴さんが一番相談しやすいのだ。

　ほのかちゃんにも周さんと両想いになれたことは打ち明けているものの、まだ若い彼女に、この手の話をしても困らせてしまうだろうし。

　先輩ママさんである心晴さんの体験談を聞くだけで参考になったし、励まされた。




　そうして翌週、煎茶道教室を開く日がやってきた。周さんの計らいで予約を受け、月に数回のペースで行っている。

　最初は数人しか集まらなかったが、今では先着順で十数人の制限を設けるくらい認知されるようになった。皆で和やかに歓談しながらお茶をいただくこの教室が、私の楽しみのひとつでもある。

　夏本番の今は、着物ではなく浴衣を着ている。涼しげな水色の浴衣をまとって茶室で準備をしていると、早くもお客様がやってきた。

　一番乗りのその人は、青と黒の独特な染め模様がオシャレな浴衣を着た富井さん。

　本当に来た！　一応、予約を入れておいてよかった……と内心ホッとして、「富井さん、こんにちは」と笑顔で会釈した。

　彼は浴衣もよく似合っていてカッコいいのだが、今日も表情は浮かない。そして、やっぱりのっそりとした動きで私に接近してくる。

「あのさぁ、希沙ちゃん……」

「は、はい？」

「この間、希沙ちゃんたちに会ってから、なぜかいいアイデアが浮かばなくなって、今や完全なスランプなんだよ……。この原因は絶対君たちにあると思うんだよね……」

　据わった目でじとっと見つめながら言われ、私は若干引きつつも半分納得した。

　そうか、富井さんの様子がおかしいのはスランプに陥っているからなのか。じゃあ、その原因が私と周さんというのはどうしてなんだろう。

　戸惑っていると、私の耳にかかる髪に彼の指が伸びてきて、ひと束すくい上げられた。瞠目する私の目に、瞳の色を真剣なものに変えた彼が映る。

「だから、責任を取ってもらうよ」

「せ……責任!?」

　どことなく妖あやしげな声色で口にされたひとことにギョッとして、声が裏返った。

　責任って、なにをさせるおつもりですか!?

　唖然とする私から、彼はするりと髪を手放し、お座敷に上がっていく。

　めちゃくちゃ気になったものの、その直後に受講者の方々がやってきたので、それ以上話すことはできなかった。




　いったいなにを要求されるのかと終始ハラハラしていたが、煎茶道教室が終わった今、富井さんは憑き物が落ちたように以前の元気な様子に戻っていた。

　受講者は皆、帰っていき、茶室には富井さんと私だけが残っている。彼は正座をしたまま、晴れ晴れとした表情で伸びをする。

「あ～。お茶、美味しかったし、心が洗われたよ。もっと早くにここへ来て煎茶道に触れておくべきだったな」

　すっかり明るくなった彼に、私は道具を片づけながら、「気分転換になったならよかったです」と言って胸を撫で下ろした。

　どうやら彼が言う〝責任〟は、私がお点前を見せることで果たされたらしい。恐ろしい言い方をしないでほしい……と内心苦笑を漏らした。

　すると、富井さんが落ち着いた口調で語り始める。

「君のお点前を見ながら、どうしてスランプに陥ったのか考えてたら、なんとなくわかった気がする」

　彼が病んでいたのはどうしてだったのか気になるので、私は道具をしまう手を止めて耳を傾ける。

「俺の先祖は、華族になりたかったけど条件を満たせなくて拒否されたらしくてね。その不満が代々伝わって、富井家は華族に恨みを持つようになった」

「そうだったんですか……」

　思わぬ事情に驚いて、私はすぐに表情を曇らせた。

　おもむろに立ち上がり、彼は腕組みをして窓際へとゆっくり歩いていく。鹿しし威おどしが鳴る日本庭園を眺めるその横顔は、真面目なものになっていた。

「一柳家は、当時の侯爵の功労を引き継いで今も恩恵を受けている特例だ。富井家も親交があったらしいけど、それゆえに、自分たちとは違う華々しい生活を送る一柳家には恨みを持ってる。つまり、ただの八つ当たりだよね」

　家同士の確執があったことを明かした彼は、心底くだらない、といったふうに鼻で笑った。

「生まれる前から深い溝ができちゃってるもんだから、俺も自然にそういう意識になってたんだ。イチにはなんの恨みもないのに、〝一柳家の人間には関わるな〟って忠告され続けて、あいつを毛嫌いするようになってた」

「そのせいで、あんな態度を……？」

「まあ、あいつのすかしたところは普通に気に食わなかったけどね。思春期は特に。なんで女子って、ああいう冷たい男が好きなのかねぇ」

　理解不能だ、と言わんばかりに小さく首を横に振る富井さん。あけすけな彼にはちょっと笑ってしまうが、少々気の毒になる。

　やっぱり、周さんを心底嫌っているわけではなさそうだ。家のことで否応なく対立するようになってしまったのは、とてもやるせない。

　しかし、彼はさっぱりとした調子で、「それはさておき」と話を戻す。

「大人になって、バカバカしい確執はなくしていけたらなって思ってた。今度あいつに会ったら、これまでの態度を改めて普通に接するつもり……だったのに」

　富井さんなりに関係をよくしようとしていたことがわかり、感心したのもつかの間、今度は彼がこちらに向かってくる。

　そして、私のすぐそばに膝をつき、どこか挑発的な眼差しをまっすぐ向ける。

「イチの隣には婚約者がいた。素朴な可愛さと、あいつに恋してる綺麗さを併せ持つ君がね」

　視線を絡ませてそんなふうに言われ、ドキリと心臓が動いた。突然こちらに矛先が向けられて、若干身構える。

「なにもかも手に入れて、順風満帆な人生を送ってるんだもんなぁ。嫉妬心が湧いてきて、結局は変われなかった。そういう自分に自己嫌悪して、だんだんネガティブ思考になって……それがスランプのきっかけだったんだ、きっと」

　遠い目をして吐露した彼は、私に目線を戻し、「原因がわかっただけでスッキリしたよ。ありがとう」と穏やかに笑った。

　そうか……。富井さんは、周さんとの関係を修復したい自分と、羨む自分とがせめぎ合って、気持ちのバランスが崩れていたのね。私に跡取り問題のことを教えてきたのも、嫉妬心からだったのかもしれない。

　彼の心情と言動の意味がわかり、私も納得して頷いた。

「変わろうとした富井さんはすごいです。それだけで一歩を踏み出してるんですから。きっと周さんとわかり合えるときが来ますよ。ふたりが仲良くなったら、私も嬉しいです」

　笑みを浮かべ、思ったことを率直に口にすると、富井さんは真顔になって目をしばたたかせる。

「希沙ちゃんって本当、前世は女神だったんじゃないの。あの悪魔に汚されないでよ」

「富井さん……」

　周さんと仲良くしたいはずなのに、普通に悪態をついてますよ。もう染みついちゃってるんだろうな……。

　苦笑を漏らして脱力した、そのときだ。

「誰が悪魔だって？」

　茶室の出入口のほうから不機嫌極まりない声がして、私と富井さんは同時にそちらを見やる。

　襖ふすまに手をかけ、仏頂面で立っているのは、もちろん私の婚約者様だ。今日、富井さんが来ることを彼も知っていたから、洋館に戻ってこない私たちの様子を見に来たのだろう。

「富井、いつまでここにいる気だ。希沙から離れろ」

「なんだよ、人を危険物みたいに」

「危険物というより、数多あまたの女性をたぶらかして感染するウイルスだろう」

　容赦なく毒を吐かれた富井さんは、歪んだ顔を私に向け、「……絶対、俺よりひどいよね？」と呟いた。確かにそこは否定できないので、曖昧に笑うしかない。

　渋々腰を上げ、周さんがいるにもかかわらず、富井さんは大胆にも私の耳に唇を寄せる。

「もしつらくなったら、いつでも俺のところにおいで。感染どころかたっぷり癒してあげるから」

　色気のある声で囁いた富井さんは、動揺する私を見てクスッと笑う。そして、周さんに向かって挑発的に口角を上げ、茶室を出ていった。

　彼の言葉が聞こえたのか、周さんがジロリとした視線で私を捉えるので、慌てて首を横に振る。

「行きませんよ！　私は周さんのところ以外、どこにも」

「それは今夜、じっくり確かめさせてもらう」

　扇情的な声で告げられた、甘く危険な香りがする予告に、ギクリとするもどこか喜んでいる自分がいた。




　宣言通り、周さんは帰宅するなり私をバスルームへといざない、自分のものだと刻みつけるように性急に身体を繋げた。

　湯気と甘い空気が充満して、熱くてたまらない。濡れた髪が目にかかる周さんもセクシーすぎて直視できない。

　恍こう惚こつとした私を揺さぶる彼は、荒い呼吸をしながら問いかける。

「俺に何度こうされても、離れたくならないか？」

「んんっ……なるわけ、ない……っ」

　上ずった声で答えれば、周さんは、「なら、遠慮なく愛し続けるよ」と言い、満足げに微笑んだ。

　抱き合っている最中に、嬉しそうに微笑むのはズルい。彼をひとり占めしているのだと実感できて、お腹の奥がキュンとする。

　押し寄せる快感の波と、私の中に広がる彼の熱が収まるまで、バスルームには甘く淫らな音が響いていた。




　ひと通り愛し合い、お互いの汗や絡み合った蜜をシャワーで流したあと、ふたりでぬるめの湯に浸かった。

　私の後ろでリラックスしている周さんに、煎茶道教室のあとの富井さんとのやり取りを話すと、意外そうな声が聞こえてくる。

「富井がそんなことを？」

「はい。本当は周さんと仲良くなりたいんじゃないかな」

「ほう……ツンデレ、とはこういうことを指すのか」

　冷静に分析する彼がおかしくて笑いがこぼれた。こうやって話していると、富井さんが可愛く思えてくる。

　濡れた前髪を掻き上げ、周さんは真面目な調子で言う。

「自分たちが生まれる前のことに、今も縛られるのは本当にくだらないが、そういうしがらみが根強く残っているのが現状だ」

「ずっと染みついているものって、なかなかなくせないですよね」

　本音を吐露していた富井さんを思い出していると、後ろから腕が回されて抱きしめられた。

「俺たちの子には、そんなものを背負わせたくはないな」

　耳元でする優しい声に、私も同意して頷く。

　いつか会う私たちの子供には、自由にのびのびと育ってほしい。明るい理想を思い描き、後ろに首をひねって穏やかなキスを交わした。




　あれからさらに四ヵ月が過ぎ、街はクリスマスカラーやイルミネーションで彩られている。その間に周さんは誕生日を迎え、私は精いっぱいケーキを作った。頭を悩ませて選んだプレゼントのキーケースも喜んでもらえて、いいお祝いができたと思う。

　――しかし、私たちが親になる日は、なかなか訪れなかった。

　相変わらず私は給仕と煎茶道の講師を交互に務める日々で、最近は浮かない気分のときが増えた気がする。生理が来るたび落ち込むし、それが近づく気配がするだけでため息をつくほど。

　お母様に言われたタイムリミットはまだ先だが、半年で約半分の人が妊娠すると書かれた記事を見てしまい、焦る一方なのだ。

　十二月半ばの今日も、なんとなく身体がだるい毎月の症状が表れて、気分はブルーになっている。

　午後四時の、誰もいない食堂のテーブルのセッティングをしていると、同じく遅番のほのかちゃんが声をかけてきた。

「希沙さん、大丈夫ですか？　あんまり顔色がよくないですよ」

「あー……生理前のせいかな。たいしたことないよ、ありがと」

　心配そうにする彼女に、私は笑みを返した。

　いけない、顔に出ていたかな。なにか別の楽しいことを考えて、気分を変えないと。

　頭の中で検索してみたら、すぐにヒットした。ほのかちゃんの恋にちょっとした動きがあったのだ。

「ほのかちゃん、今度、藪さんと映画を観に行くんでしょ？　進展があるといいな～」

　チケットをもらったほのかちゃんが、ダメもとで藪さんを誘ったらＯＫだったのだそう。ついこの間、その報告を受けてから、私はふたりの今後が楽しみで仕方ない。

　しかし、ニンマリする私に対し、彼女はうっすら頬を染めて口を尖らせている。

「たまたま予定がなくて、藪さんも観たい映画だったからＯＫをもらえただけで、きっとなにもないですよ」

「いやー、でも、クリスマスっていう時期がまた……いろいろ期待しちゃうんだよねぇ」

「……私より希沙さんのほうが楽しそう」

　呆れ気味の笑いをこぼすほのかちゃんだが、嬉しいに違いないのは明らかだ。特別なひとときを満喫してきてほしいし、あわよくば藪さんにも恋心が芽生えてほしい。

　密かに願いつつ話している最中、ロッカーにハンカチとティッシュを忘れてきたことに気づいた。ここの袴にはポケットがついているので、これらは常に入れている。

　ディナーが始まるまでにはまだまだ時間があるので、急がず更衣室に向かった。

　そこの引き戸を開けようとしたら、中から話し声が聞こえてきて動きを止める。

「橘さんの娘さん、クリスマスを一緒に過ごす相手はできたの？」

「あの感じだと、いないわね。まだ一柳さんを想ってるのかしら」

　この声は、先ほど早番で上がった熟女組の皆さんだ。まだ話していたのか。しかも、周さんの名前が出てくるとは気まずすぎる。

　またあとで来よう……と引き返そうとしたとき、気になる内容が耳に入ってくる。

「泰永さんが嫁候補になれたなら、うちの子だって……って思っていたけど、もしかしたら彼女が選ばれたのは必然的なのかも」

　橘さんの声に反応して、踏み出そうとした足を止めた。他のおば様方も不思議そうな口調で聞き返す。

「必然的？　どうして？」

「彼女が着ていた着物に紋がついていたの。『祖母の代から受け継いでいる』と言っていたから、あれはきっと女おんな紋もんね。昔は裕福な家が使っていたものらしいから、先祖はいい身分だったのかも。本人は知らなそうだけど」

　そういえば、数ヵ月前にトレヴァーさんをもてなしたとき、私が着つけようとした祖母の着物を、橘さんは品定めするように見ていたっけ。

　背中についているあの紋は、女紋というものなのか。深く気にしたことはなかったが、裕福な家が使っていたとなると興味深い。

　母方の祖父母のことは、私が物心ついた頃には亡くなっていたので、よく知らないのだ。離婚した実の父や、その両親についても同じ。

　母も語ろうとしなかったし、今の家族がすべてだから、別に知らなくてもいいと思っていたけれど……。

「じゃあ、結局は家柄で選ばれたってこと？」

「だとしたら諦めがつくわ」

　彼女たちが話すのを聞いていると、胸がざわめき始める。

　周さんが私の先祖のことまで知っているとは思えないし、万が一知っていたとしても、彼にとってのメリットは特にないはず。母が大きな財産を持っているわけでもないし。

　彼が私を選んだのは、素敵な偶然。……そう信じているのに、なにか引っかかる感覚がするのはどうしてだろう。

　なんとなく、もやっとしたものを感じるも、引き戸の向こうから漏れてくる次の言葉で一気に思考が切り替わる。

「まあ、やっぱり一柳家には嫁がなくて正解よ。子供を産むのはもちろん、〝男の子が絶対！〟なんでしょう？　泰永さんもいずれ子供ができたとして、女の子だったら悲惨よね」

　ドクン、と重く鈍い心臓の音が響いた。

〝男の子が絶対〟……言われてみれば跡取りとなるのは、普通は男の子だから、それを望まれるだろう。

　ところが私は、妊娠できるかどうかばかりで、性別まで気にしていなかった。もし妊娠したとしても、女の子だったらどうなる……？

　その疑問について、タイミングを見計らったかのごとくおば様ふたりが話し続ける。

「女の子だったらお婿さんをもらえばいいじゃない」

「そうしたら、また周りから同じことを言われるのよ？　『男の子を産め』って。私だったら、娘に酷なプレッシャーをかけたくないわ」

「ああ、確かに」

　彼女たちが気の毒そうに笑うのを聞き、私は胸が押しつぶされそうになっていた。

　この大変さを味わわせることになるかもしれない。そう考えると、子供を幸せにできるのかと自信が揺らぎ始めてしまう。

　子供にはしがらみを背負わせたくない、と周さんは言っていたけれど、旧華族の一柳家である限り、それはやはり無理なんじゃないだろうか。

　でも、周さんと結婚するためには子供を作らなきゃ……。

　額に手を当てて堂々巡りの葛藤をしていたとき、ふとあることに気づいて手を離す。

　私、周さんと結婚したいから子供を作るの？　彼と生きていく人生をもっと素敵なものにするためではなく？

　そうだ……私が子供を望むのは、周さんと一緒にいるための手段として必要だからだ。跡取りを残す使命がなければ、特に欲しいとは思わなかっただろう。

　子供を授かったとしても、こんな意識の私が、愛情をかけてきちんと育てられる？

　愛し合った証を残したいという純粋な気持ちが欠けている私に、本当に親になる資格があるのだろうか――。




　心ここにあらずな状態になりがちだったが、なんとか大きなミスはなく仕事を終えて、帰宅した。

　お風呂に入って浴衣に着替え、温かい綿入れの羽織をまとった私は、周さんの寝室のローソファに座ってぼんやりしている。

　同じ格好で部屋に入ってきた周さんは、私の向かい側に座ってこちらをじっと見つめてきた。

「希沙、最近元気がないぞ。今日は特に沈んでる。また職場でなにかあったか？」

　やや心配そうに聞かれ、私はぎこちない笑顔を作って首を横に振る。

「ううん。ちょっと考え事をしてるだけ」

「子供のことだろう」

　あっさりと当てられ、ギクリとした。押し黙る私を見て、周さんはわずかに苦笑を漏らす。

「君がなにを考えているか、なんとなくわかるようになってきたよ。こうして夫婦になっていくのかもしれないな」

　穏やかな声をこぼした彼は、おもむろに腰を上げる。そして、壁際にあるアンティーク調のキャビネットの引き出しから一枚の紙を取り出した。

「君の悩みを少しでも軽くしてあげたいんだが、俺にできることはこれくらいしか思いつかない」

　そう言ってテーブルの上に広げられた用紙に、私の目が釘くぎづけになる。

「これ……！」

　茶色の枠と文字が印刷されているそれは、初めて実際に見る婚姻届。しかも、周さん側の欄はすべて記入済みだ。

　目を見開いて固まる私に、彼がとても真剣な声色で告げる。

「俺は、希沙と生きていく未来しか欲しくはない。たとえ子供ができなくても」

　驚きのひとことで、私は瞠目して婚姻届から彼へと目線を上げた。

　これは彼の、妊娠の有無にかかわらず結婚しよう、という意思表示なのだ。私の不安をなくすために、ここまでしてくれている。

　それはものすごく嬉しいけれど、跡取りを残せなかったら一柳家はどうなってしまうのか。

「でも、それじゃ――」

「もう他の女性を抱けるわけがないだろう。俺が触れたいのは希沙だけだ、一生」

　反論しようとしたところを、毅然とした声が遮った。彼の瞳には、なんの迷いも感じられない。

「もちろん、周りは俺が対処する。ここまで俺の考えを変えたのは君だ。誰よりも大切なんだよ。俺を信じて、れっきとした妻になってくれ」

　情熱をひしひしと感じるプロポーズに、胸が震える。

　愛おしい人に、自分がこんなに想われているなんて。とても奇跡的で、本当に幸せなことだ。

「……ありがとう、周さん。すごく、嬉しい」

　感極まって泣きそうになり、震える声で本心を伝える。

「周さん以上に好きな人には、もう二度と出会えません。私もずっと一緒にいたい。……でも」

　最後の二文字にわずかに反応した彼は、落ち着きを崩さずに、「でも？」と先を促した。私は再び目線を下げ、抱えている思いを吐き出す。

「跡取りを残せなかったら、きっと周りは許しません。それに、もし妊娠できたとしても女の子だったら、その子も苦しませることになるかもしれない」

　橘さんたちの話が頭の中に蘇ってきて、一度唇を噛みしめた。

「……私、自信がなくなってきちゃったんです。子供を産んだとして、その子を幸せにできるかどうか」

　植えつけられた不安の種は、みるみる育って心に影を落としている。それを晴らせないのは、私自身の気持ちが大きく関わっているからだ。

「もともと結婚願望がなかったから、親になる未来は想像もできなかったし、人の子を見て可愛いとは思うけど、自分の子を愛せるかどうかもわからない。今、子供が欲しいのは、周さんと結婚したいから……ただ、それだけの理由だったことに気づいたんです」

　まるで、自分のために子供を利用しているみたいだ、と自嘲する。彼にも軽蔑されるかもしれないが、本音を吐き出すのを止められなかった。

　こんな私が、ちゃんとした母親になれるのだろうか。周さんは、こういう不安はないの？

「周さんは、子供が好き？　自分の子を愛して、幸せにする自信はありますか？」

　力なく視線を上げて問いかけてみた。硬い表情で私を見つめていた彼は、思案するように、ふっとまつ毛を伏せる。

「……正直、子供は好きでも嫌いでもない。触れ合う機会がほとんどなかったからな。自分の子を愛せるかどうかは、生まれてみないことにはわからないと思う。特に男は」

　返ってきた冷静で率直な言葉を、小さく頷いて受け止める。よっぽど子供が好きな人でない限り、周さんのような男性は多いかもしれない。

　しかし、彼は男らしく表情を引きしめ、「ただ」と続ける。

「君も子供も、幸せにする覚悟はとうに決めている。なにがあっても君たちを守る。それが子供を作る者の責任じゃないか」

　力強い声は私にかすかな光を与え、同時に、自分に足りないものがなんなのかを教えられた気がした。

　たぶん私は、その責任を負う覚悟ができていないのだ。おかげで、今になって臆病になっているのだろう。

「……私は、その覚悟をしたつもりになっていただけなのかもしれません」

　ぽつりと呟いて、片方の欄が寂しく空白になっている婚姻届を、彼のほうへそっと戻す。

　今の状態では、これにサインをすることはできない。彼の妻に、そして母親になるなら、この弱さを吹っきってからでないと。

「少し時間をください。もう一度、よく考えたいんです。ごめんなさい……」

　苦しさを感じながら頭を下げると、周さんは綺麗な顔にやりきれなさを滲ませ、額に手を当てて俯く。

　彼の厚意を無にしてしまったことの申し訳なさと、愚かな自分への落胆でいっぱいになり、目に映る茶色の文字がゆらゆらと歪んだ。




　二日後、周さんは二泊三日の出張で京都に出かけていった。

　プロポーズを保留にして以来、あまり話はせず、気まずい空気が漂っていたから、今、距離を置くのは正直ホッとする部分もある。

　久しぶりに周さんは険しい顔をしていて、ああ、いつの間にか彼の雰囲気も柔らかくなっていたんだな、と今になって気づいた。彼がいないひとりの部屋やベッドの中が、ものすごく寂しいことにも。

　仕事をしている間はよかったものの、出張一日目の夜は精神のバランスが崩れたのか、涙が止まらなかった。

　昨夜も泣いて、お風呂に入らないどころか、着替えもせずに早々と寝てしまった。

　おかげで、三日目の朝である今は早くに目が覚めたのだが、仕事が休みなのをいいことに布団にくるまったままでいる。最近ずっと身体がだるくて、起き上がりたくないのだ。

　ジャージの日々も卒業し、ほのかちゃんに頼らずとも掃除を心がけるようにして、ようやく干物女からは一歩抜け出せたと思っていたのに、今日はすっかり元通りになっちゃったな……。

『私の妻になっていただけないだろうか。君を娶りたい』

　ふいに、会ったばかりの頃に言われた彼の言葉が蘇ってきて、ふふっと力ない笑いがこぼれた。

　汚部屋に住んでいた田舎者の私に、よく求婚したよね……。あの頃の周さんって、本当に無愛想で怖かったな。

　彼との出会いを振り返って、再び切なさに襲われそうになっていたとき、ふと気になっていたことを思い出した。数日前に橘さんが話していた、女紋のことだ。

「そういえば……」

　周さんと初めて会ったとき、彼は着物と同じ紋が描かれた私の煎茶道具をまじまじと見て、『この急須は、どこで手に入れた？　紋が美しい』と言っていた。『見つけた』とも。

　今の今まですっかり忘れていたが、彼があの女紋に興味を示していたのは、なにか意味があってのことなのだろうか。私に求婚したのも、ただの偶然ではない……？

　橘さんたちの話を聞いて引っかかったのは、そのせいだ。もしかしたら、まだ私の知らない事実が隠されているのかもしれない。

　胸にさざ波が立つ感覚を覚えたとき、スマホのアラームが鳴った。それを止めるため画面を見ると、メッセージが届いていたことに気づく。

　送信者は、ほのかちゃんだ。昨夜、私が眠ったあとに送られていたらしい。

【ディナーの時間に、富井さんという方が希沙さんに用があったみたいで、来られましたよ。『暇があれば店に来てほしいな』って伝言を頼まれました】

　そのメッセージを見た途端、スイッチがオンになった感覚がして、重い身体を起こした。

　富井さんは、これまで煎茶道教室にたびたび参加していた。私になんの用があるのかも気になるが、女紋のことも呉服屋の彼に聞けばなにかわかるかもしれない。

　こうしてだらだらしていても気分は沈む一方だし、不安はなくならない。とにかく動かなくちゃ。

　胸につかえたものは、すべてスッキリさせよう。大切な人との幸せな未来を実現するために。

　どれだけ悩んだって、根底にあるその願いだけは確かなのだから。










愛執の念は増すばかりです［Ｓｉｄｅ＊周］




　自分の家が普通の家庭とは少し違うと感じたのは、小学生の頃だった。

　まず、友人たちは両親と敬語で話したりはしない、と知ったのが最初だったと記憶している。今では気を使わないが、幼い頃は敬語で話すようしつけられていたのだ。

　礼儀作法やマナーを徹底的に叩き込まれるのは、俺の家に限ったことではないかもしれないが、食事をするときに箸の汚れは三センチ以内に留めろ、とまで注意される家はなかなかないだろう。

　家族の前であっても、寝巻のまま顔も洗わずに会うのははしたないとされ、母は毎朝俺と対面するときも化粧を欠かさなかった。

　部屋を汚すだなんてことは言語道断で、常に己を律して行動しろと指導されてきたのである。

　だから、自由気ままにだらけて生きている希沙には、驚きを通り越して呆れたし、その一方で、彼女の生き方を少し羨ましいとも思った。

　自分もそんなふうに、誰の干渉も受けずに生きてみたい、と。

　俺にありとあらゆることを教えたのは主に女性陣で、厳格な祖母が亡くなってからは、母がその意思を受け継いだかのごとく、厳しくしつけられた。

　つらいことがあったとき、それを見せないよう無理に笑っていたら、『へらへら笑うな』と注意され、逆に涙をこぼしたときは、『泣くのはみっともない』と言われて。感情を抑えるしかないと悟った結果、次第に顔に出すことが少なくなり、今に至る。

　つい険しい顔をしてしまうのは、幼い頃に身についた、なにかを考えたり堪えたりするときの癖だったりする。

　仕事で忙しくあまり関わることがなかった父と、口うるさい母との生活は、決して楽しいものではなかった。

　日頃の息苦しさを唯一紛らわせられたのは、生前の祖父と煎茶を飲む時間である。

　悠久流を学んでいた彼から、趣味程度に煎茶道の作法を習うのはまったく嫌ではなく、むしろ心が安らかになるのを感じた。

　それは、意外に茶目っ気のある祖父の性格の影響も大きかったが、おそらく礼儀以外にも、生きていくうえでためになることをたくさん教えてもらえたからだろう。

　その中で、今も大事にしていることがある。

『〝なんとなくこうしたほうがいい〟と感じることがあるだろう。それが直感ってやつで、当たることが多いんだ。ピンときたら、それに従って行動してみるといい』

　なぜかその教えはずっと頭にあって、大小さまざまな選択をする場面だったり、ビジネスのあらゆる決断を下したりする際に、自分の勘を信じることが多々ある。

　実際、これまで事業で大きな失敗をしたことがないのは、父から学んだ経営術や自分の経験、それに勘を併用した結果だと思っている。

　俺が三十歳のとき、身体を壊して入院していた祖父に感謝を込めてその話を聞かせると、彼はシワが深くなった顔で愉快そうに笑った。

『仕事ばかりに熱中するのは父親譲りだな。たまには恋愛で勘を発揮してみなさい。〝この子だ〟と思う女性に出会えたら、絶対に逃してはならんぞ』

　そう言われた俺は苦笑を漏らして、『それは無理だよ』と返した。

　家のために恋愛感情のない相手と結婚して、子供を作り、両親がやってきたことをそのまま繰り返していく――それが、生まれたときから決められている俺の運命なのだと、ずっと思っていたから。

　しかし、それからしばらくして亡くなった祖父のことを思うと、嘘でも『いい人を見つけるから安心してくれ』と声をかけてやればよかった、と少々後悔が残る。

　そのあと、一応は祖父の言葉を頭の片隅に置いて見合いを始め、相手の女性に対して勘を働かせてみたが、なにかを感じることは一向になかった。

　そろそろ相手を決めなくてはいけないが、まったく気乗りがしない。最悪、一柳家の血筋が途絶えても、旧一柳邸という遺産があればまだいいだろう。

　……と、投げやりなことまで考えだした頃、取引していた茶農家が廃業することになり、新たな取引先を探さなければならなくなった。

　いい機会なので名産地で仕入れようと、静岡での出張のついでに茶農家を探し、たまたま良質な茶葉を見つけた泰永茶園で、まさか恋愛の直感を覚えることになるとは。

　少し幼さを感じる素朴で愛らしい顔立ちの女性が、品のいい着物をまとって美しい振る舞いをする姿に、一瞬で目を奪われた。

　しかも、その作法はとても馴染み深いものだったため、俺は瞬まばたきするのも忘れるくらい見入っていた。

　よくよく煎茶道具を見てみれば、丸くかたどる流水紋に紅葉が舞う紋が描かれている。この紋のおかげで、俺は初めて縁というものを感じたのだ。

　祖父が亡くなる直前、突然思い出したようにこんな話を語り始めた。

『昔、私の親友同士が結婚したんだ。ふたりとも華族でな。奥さんのほうは私と一緒に悠久流を習っていて、結婚祝いに彼女の女紋を描いた茶器をプレゼントした。流水紋と紅葉の、美しく珍しい紋だった』

　祖父の親友同士が結婚した話は以前から知っていたが、女紋を描いたプレゼントの話は初耳で。それ以外にも、親友夫婦の話は晩年になってたびたび出てきた。

　老齢ゆえの昔話かもしれないが、祖父がふたりをとても大切に思っていたことは、話しているときの表情を見ていれば明らかだった。

　親友ふたりは、残念ながら二十年以上前に事故で亡くなったらしい。彼らのひとり娘も結婚しているそうで、『どこかで元気にやっているといいんだが』と心配そうにしていた。

　今、俺の前で悠久流を披露しているこの女性は、おそらく祖父の親友夫婦の孫にあたるのではないだろうか。だとしたら、彼女も旧華族のはず、だが……。

　先ほどここに案内してくれた、この子の父親である泰永さんは、『いつもは、ぐーたらしているズボラな娘なんですがね、煎茶道をするときは人が変わるんですよ』などと、日頃の彼女をおかしそうに暴露していた。

　俺が知っている旧華族の人間は、いつ人に会っても恥ずかしくない姿でいることを心がけている者がほとんど。だがこの子は、どうやらそうではないらしい。

　面白い。普段はどんなふうに過ごしているのか、かなり気になる。

　希沙の点前を見ている数分の間で、俺の好奇心は大きく膨れ上がっていた。

　悠久流や祖父との繋がりだけでなく、彼女自身の人間性に非常に興味がある。女性に対して、こんなに知りたい欲に駆られたのは初めてだ。

　……ようやく見つけた。特別だと感じる女性を。

　この子は、俺の知らない世界を見せてくれるかもしれない。逃したら、きっと後悔する。

　その動物的な直感に従い、点前が終わったあと、さっそく希沙に近づいた。

　急須に描かれたものが祖母から受け継いだ女紋であることを確認すると、俺の口は自然に動いていた。

『君を娶りたい』と。

　希沙と話したり、茶園で働く様子や部屋の散らかり具合を見たりしているうちに、幻滅するどころか彼女への興味は膨らむばかりだった。

　旧華族の面影などまったくない。煎茶道をしているときと、ズボラな日常とのギャップがありすぎる。指導してやりたい気持ちもやまやまだが、それよりも彼女の生態が珍しくて面白い。

　それになにより、にぎやかな家族と楽しそうにしている姿が、縁遠い俺にとっては眩しくて、素敵だと思った。

　話を聞けば、希沙の母親は離婚していて、どうやら旧華族だという事実は明かしていないらしい。

　なにか事情があるのだろうと察し、すでに周知の事実かもしれないが、俺も自分が旧華族であることはあえて彼女の家族には言わなかった。家柄など関係なく、俺自身を見てもらいたかったためでもある。




　そうして東京の自宅に希沙を連れてきてからは、なにげない日々が一変した。

　帰宅すると待っている人がいて、素朴でうまい田舎料理や煎茶が用意されている。自分ひとりでは気づかないシャンプーの香りが漂い、すぐそばで笑顔の花が咲く。

　希沙が俺とまっすぐけなげに向き合い、違った考えをぶつけてくるのも新鮮で。少しずつ彼女を知り、距離を縮めていくのが楽しく、嬉しい。

　……いつの間にか、くたびれたジャージ姿だろうが、凛とした和服姿だろうが、どんな彼女も可愛いと思うようになっていた。

　これが恋でなければなんなのか説明をつけられなくなったのは、婚約指輪を渡した頃だったと思う。

　俺の変化にいち早く感づくのは、いつも藪さんだ。学生の頃からの付き合いで、気を許せる兄のような存在の彼は、たぶん両親よりも俺のことを理解している。

　同棲を始めてしばらく経った頃に、『お前もやっと人間らしくなってきたな』と、安堵と嬉しさが交ざった顔で言われた。

　心を開ける女性をなかなか見つけない俺を、きっと心配していたのだろう。

　藪さんには以前から、『周って、恋愛するの苦手だろ』とも言われていたが、確かにその通りだ。どんなときも冷静でいるために、心を乱されることは避けていたかったから。

　しかし、希沙がそばにいると触れたい衝動に駆られ、富井とふたりでいるところを見たときは奪われるのではないかと気が気ではなくて。本能のままに彼女を求める自分を抑えられなくなった。

　細くて柔らかく、温かい彼女と抱き合うと、肉体的な欲求よりも心が満たされる。愛情に溢れた情事の極上の甘さを、初めて味わえた。

　子孫を残すためだけに必要だと思っていたセックスは、彼女との愛を深めるための大切なコミュニケーションに変わった。

　希沙となら、きっと幸せな家庭を作れる。いや、必ず作ってみせる。

　そう、義務感ではなく、心から強く誓っているのに――。




「それにしても今回の屋敷、築年数のわりにはだいぶ綺麗でしたね。……一柳社長？」

　向かいの席に座る部下に、不思議そうに顔を覗き込まれ、我に返った。止まっていた箸を持つ手を動かし、何事もなかったように答える。

「ああ……そうだな。修繕費用は抑えられそうだ。あとは駐車場が問題か」

　今は新規事業のための下見をしに京都へ来ていて、引き連れた男性社員ふたりと遅めの昼食をとっているところ。

　すでに用は済ませ、あとは帰るだけなのだが、少し仕事から離れると、つい別のことを考えてしまう。

　それには部下たちも気づいていたらしく、今回の案件の話をしたあと、若干心配そうに声をかけられる。

「社長、どうかされましたか？　この出張中、上の空になっているときがありますよ」

「婚約者さんが恋しくて、いても立ってもいられない、とか」

　向かい側の営業部長に続き、隣に座る年上の専務が冗談めかして言った。部長はそれを否定するように軽く笑う。

「いやー、女性にうつつを抜かすことはありえない社長ですから、それは――」

「ある」

　ボソッと呟いて専務の言葉を肯定すると、眉間にシワを寄せて深いため息をついた。

　俺の様子を見て数秒固まったふたりは、驚愕と困惑が交ざった顔でコソコソと話しだす。

「社長が恋煩い!?」

「怒っているようにしか見えないがな……」

　すべて聞こえているが、それにツッコむ気力さえ湧かない。

　なんせ数日前、最愛の人にプロポーズを断られているのだ。そのショックよりも、希沙が抱えている不安を取り除いてやれない自分が不甲斐なくて仕方ない。

　俺はてっきり、妊娠に至らないことで悩んでいるのかと思っていたが、それ以前の問題だった。わが子を幸せにする自信がなくなり始め、子作り自体をためらっているとは。

　そのことに気づかされ、どう対処したらいいのかがわからなくなった。妊娠に対する女性の気持ちは、男が想像するよりずっとデリケートなはずだ。軽はずみな言葉はかけられない。

　それに、子供に愛情が湧くかということに対しては、彼女に言った通り、そのときになってみないと俺にもわからない。無責任かもしれないが、それが嘘偽りのない本音だ。

　とはいえ、もっと優しい言葉を与えてやるべきだったか……。

　昼食を終えてから京都駅へ向かうまでの間も、ぐるぐると考えを巡らせてはため息をつく。そんな俺を、部下たちはやはり怪訝そうに見ていた。




　予定よりもだいぶ早く駅に着いたので、新幹線の発車時刻まで各々時間を潰すことにする。

　ふたりは家族や職場の皆に渡す土産を選びに行き、俺も希沙になにか買っていこうと、クリスマスムード一色の駅ビルの中をぶらつく。

　ふと足を止めたのは、白を基調としていて清潔感が漂う、ベビーや子供用品を扱う雑貨のコーナー。こんな店の前に来たのはもちろん初めてのこと。

　開けた店内には、大きなお腹を抱えてゆったりと歩く女性や、抱っこ紐で赤子を抱いている人が目立つ。とびきり小さな服を広げて微笑む彼女たちは、皆が幸せそうに見えて、胸がチクリと痛む。

　いつか希沙にも、あんな顔をさせてあげたいが……。

　とりあえず、ここは今訪れる場所ではないと思い、眩しい店内から目を背けて歩きだそうとしたときだ。

「ふああ～!!　マ～マぁ～!!」

　突然、背後から大きな泣き声が響き渡り、ギョッとして振り返る。そこには、三歳くらいの男の子がボロボロと涙をこぼして立っていた。

　迷子か？　困ったな……。

　子供に接したことがほとんどない俺に、できる対処法は少ない。だが、このまま放っておくこともできず、ひとまず男の子のそばにしゃがむ。

「どうした？　ママ、いないのか？」

「ママぁ～！　うえ～」

「どこでいなくなったかわかる？」

「わか～あ～っ、ママ～」

　ひたすら母親を呼んで泣き続ける彼に、俺もほとほと困り果ててしまう。

　周りを見回してもそれらしき人は見当たらず、痛い視線を感じるばかり。俺が泣きたい。

　ここの店員に頼んで、迷子の知らせを流してもらうか……と立ち上がったとき、通路に面してディスプレイされている棚に置かれた、クマのぬいぐるみが目に入った。

　ふわふわのそれは、手を入れられるパペットになっている。なんとなくこれであやしてみようという気になり、クマを装着して再びしゃがんだ。

「ねえ、どうしたの？　どうして泣いてるの？」

　クマの手で男の子の肩をポンポンと叩き、普段は絶対に使わない高めの声色で話しかけてみた。

　それを一瞥した彼は、ひっくひっく、と嗚お咽えつを漏らしながらも、「マ、マ、が」と、なんとか答えようとしている。さっきよりも反応があることに、少し希望を見いだしてきた。

「今、ママはきっと君を探しているよ。一緒に遊んで待っていよう」

　そう言って、パペットと同じく棚に並べられた小さなクリスマスツリーや、スノードームの雑貨へとクマを移動させる。

　クマがそれを弄る様子が面白いのか、男の子の泣き方は次第に落ち着き、ぬいぐるみや雑貨に興味を示し始めた。

　ホッとして改めて彼を見ると、真ん丸のほっぺやつぶらな瞳、たどたどしい動きの小さな手がとても愛らしい。

　幼い子を間近で見たのはいつぶりだろう。……こんなに可愛い生き物だったか？

　なんだか胸の柔らかい場所がくすぐられる感覚を抱いて、しばし付き合っていると、赤ん坊をおんぶした女性が名前を呼んで駆け寄ってきた。

　必死な顔でやってくる彼女に気づいた男の子は、一気に笑顔になり、「ママ！」と元気な声を上げてそちらに走っていく。

　無事に再会を果たせた親子はしっかりと抱きしめ合い、どちらも安堵の表情が広がった。

　母親の女性は、俺に深く頭を下げて何度も礼を言い、男の子は小さく手を振って去っていく。

　それにつられて手を振り返したあと、俺の顔には自然に笑みが浮かび、心が信じられないほど温まっていることに気づいた。

　……子供って、ものすごく可愛くて癒されるんだな。

　世話はかなり大変そうだと、たった数分で実感したが、それを上回る父性愛みたいなものを感じられた気がする。

　これがもし、希沙との子供だったら、どれだけの幸福を得られるだろう。

　――俺はやはり、その未来が欲しい。血筋のことは関係なく、彼女と愛に溢れた家庭を築きたい。

　君が苦しいときは、俺も必ず力になるから。




　愛おしい人を想ってささやかなプレゼントを買い、新幹線に乗って東京へと戻ってきた。

　時刻は午後五時。一度本社に寄ってから帰宅するつもりだったが、それよりも早く希沙に会いたくて、直で帰ることにする。

　プロポーズをした日以来、なんと声をかけたらいいかわからず、まともに話せていない。これでは関係が悪化するばかりだ。

　優しくハグをして、たわいのないことでいいから話をしよう。今は、彼女の笑顔と元気を取り戻すことが最優先だ。

　そう決めて、部下たちと解散したあとタクシー乗り場に向かう。駅の構内を歩いている最中、よく知っている男がいるのを見つけ、足を止めた。

　ダウンジャケットを着た、無造作な髪のその男性も、俺に気づいて片手を上げる。

「おー、周！　出張から帰ってきたんだな。お疲れさん」

「ああ……藪さんも休みか。こんなところにいるとは珍しい」

　休日はだいたい実家の農家を手伝っているか、家で昼間から飲んだくれているか、そのどちらかの藪さんと駅で出くわすとは予想外だ。

　彼は手にしたクリスマス仕様の紙袋をひょいと持ち上げ、意味深な笑みを浮かべる。

「今年のクリスマスはサンタクロースになろうと思ってね。今日はそのプレゼントの調達に」

「ほう……。ようやく年の差恋愛をする勇気が持てたと」

　サンタクロースになるという意味をすぐに理解し、俺はわずかに目を丸くした。

　だいぶ年の離れた栗山を藪さんが特別視していることには、ずいぶん前から気づいていた。年齢差がネックでなかなか踏み出せないでいることにも。そしておそらく、彼女も同じ気持ちだろう。

　わが家で会うふたりは兄妹か友達のような雰囲気だが、とても仲がよくお似合いだと思っている。

　苦笑を漏らし、「やっぱり周は見抜いてたか」と藪さんは照れくさそうに頭を掻いた。そして、どこか吹っきれた面持ちで本音を吐露する。

「今どき十六歳差も珍しくはないだろ、と開き直ることにした。背徳感はすごいけど」

「それも蜜の味というやつなんだろう」

「さすが周、わかってるね～……じゃなくて！　俺も一応、真面目に恋してんだよ」

　ノリツッコミをする彼に、つい笑いそうになる。アラフォー男が年下の子に恋をしているとは、なんとも初々しくてミスマッチだ。

　いろいろと障害もあるだろうが、ふたりはうまくいってほしい。

　ほっこりとした気持ちになっていると、藪さんは急に神妙な顔つきになる。

「それはさておき、ちょうど周に言おうと思ってたことがあるんだ」

「なに？」

「今日の午前中、希沙ちゃんとトミーが会ってるのを見たんだよ。ふたりで呉服屋から出てきた」

　突然、寝耳に水の話をされ、俺の顔は間抜け面になっていることだろう。

　希沙と富井が一緒にいた、だって？　そんなはずはない。ふたりが会う理由など思いつかない。

「藪さん、眼科行ったら」

「俺は視力がいいし、見間違いじゃねぇから」

　訝しげにするものの、藪さんはふざけていない様子。どうやら本当らしい。

　藪さんも、俺の同級生の富井を知っている。俺と同様、あいつを危険人物だと認識しているようで、若干眉をひそめている。

「トミーはちょいちょい煎茶道教室に来てたんだろ。女好きって噂があると、どうもなぁ……。あの希沙ちゃんがお前を裏切るようなことをするとも思えないけど、一応の報告だ」

　もちろん俺も希沙を信じているが、なぜ今、富井のところへ行ったのだろうか。

　なんとも胸騒ぎがして落ち着かず、ひとまず急いで家に帰ることにした。




　……しかし、戻った自宅は、しんと静まり返っていて、希沙はいなかった。

　まさか、午前中からずっと富井と一緒にいるのか？　俺との生活に苦悩して逃げ出してしまった？

　スマホを取り出して電話をかけてみるが繋がらない。いても立ってもいられず、荷物を置いてすぐにまた家を飛び出した。

　車で向かったのは、目黒駅にほど近い呉服屋。もちろん富井一家が営む店だ。

　パーキングメーターがある場所に駐車して、呉服屋まで歩く。引き戸を開け、着物の生地や帯、小物などが綺麗にディスプレイされたレトロな店内へ入ると、奥のほうから羽織風のカーディガンを着た富井が出てきた。

　俺が来ることを予想していたかのごとく、彼はまったく驚いた様子もなく、不敵に口角を上げる。

「いらっしゃい。なんとなく来そうな気がしてたよ。イチがここに来るなんて何年ぶりだろうな」

「悪いが、商品を買いに来たわけじゃない」

「わかってるって。とりあえずこっち」

　やはり予想していたらしく、彼が出てきたほうへと案内される。畳の部屋にはパソコンや作業台などがあり、富井がデザインをする事務所になっているようだ。

　華やかな着物の生地や日本刀がインテリアとして飾られた、和風かつシャレたその部屋に上がるなり、俺は早急に問いかける。

「希沙はどこだ？　会っていたんだろう」

「見ての通り、ここにいないのは確かだよ。婚約者なのに知らないんだ？」

　嫌味っぽく言われてカチンとくるが、それは事実なので特に反論はしない。

　富井は憐れむように、眉を下げて微笑む。

「まあ、無理もないか。希沙ちゃん、結婚を悩んでるみたいだったし」

　その言葉にはピクリと反応し、彼を凝視する。希沙がそんな悩みまで話したのだろうか。

「彼女、ものすごくつらそうな顔してここに来たんだよ。イチとの家から逃げて、俺のところに助けを求めにね。でも安心して。俺の腕の中で優しく、しっかりと癒してあげたから」

　意地の悪い笑みを浮かべるこの男に、これまでにないほどの嫉妬心と怒りが込み上げる。

　希沙が逃げてきたから抱きしめたっていうのか？　冗談じゃない。他の男の手が彼女に触れるのを想像しただけで吐き気がする。

　無意識に拳を握りしめる俺に、富井はさらに容赦のない言葉を投げてくる。

「あの子の柔らかい身体、壊れそうなくらい弱々しかった。お前との子作りに疲れたんじゃないの？　これで彼女もわかっただろ。無理して子供を産ませられる家に嫁いだって、幸せにはなれない。俺のほうがよっぽど――」

　富井が言い終わる前に、俺の身体は勝手に動き、そばにあった日本刀に手を伸ばしていた。

　ただのレプリカだと承知しているが、このうるさい口を黙らせてやりたい。

　刀をすらりと鞘さやから抜き、ギョッとする富井を壁際まで追いつめ、刃をヒュッと首元に近づける。

「ふざけたことを抜かしてると、その首を刎はねるぞ」

　氷点下の視線と声を突きつけると、富井は笑みを歪ませたおかしな顔をして、「お前がやるとシャレにならねーって！」と声を上げた。

　それもそのはず。俺は昔、剣術を習っていた時期があるから。その気になれば、敵のひとりやふたり倒す自信はある。

　以前、富井は俺と仲良くやりたいと思っているらしい、と希沙が話していたが、どう考えても俺を挑発しているだろう。やはり、よくわからない男だ。

　今しがたの話もすべてが真実だとは思えないので、刃をぴたりと近づけたまま追及する。

「どこまでが本当で、どこから嘘だ」

　やや上を向いた状態の富井を睨みつければ、彼は観念するような小さなため息交じりに、吐露し始める。

「少し脚色したけど、希沙ちゃんのほうからここに来たのも、つらそうだったのも本当。あの子の着物についてる女紋のことを聞きに来たんだよ」

「女紋……」

　紅葉の紋のことだ。希沙はそれに関して詳しく知らなかったが、なぜ今になって調べだしたのだろうか。

　疑問を抱くも、ひとまず本当のことを打ち明けたようなので刀を離し、富井を解放した。

　刀をもとの場所に戻すため踵を返すと、彼は肩の力を抜き、落ち着いた口調で言う。

「彼女は没落した華族の家系だったんだな。イチは、あの女紋について知っていたのか？」

「……まあな」

「まさかそれで求婚したわけ？　結局は家柄で選んだのかよ」

　呆れが交ざった調子の声に、俺は刀を鞘に戻しながら力強くきっぱりと返す。

「そんなのは関係ない。彼女を愛しているからだ」

　女紋が、希沙に興味を抱くきっかけのひとつにはなったが、それだけだ。家柄で選んだのなら、とっくに両親に彼女が旧華族であることを明かしているし、庶民の子を娶りたいなどと説得もしない。

　壁に背を預けたまま腕を組み、富井はひとつ息を吐いて口を開く。

「だったら、あんな顔させるなよ。……ま、今のお前も相当ヤバい顔してるけどな。日本刀が似合いすぎ」

　クッと喉を鳴らして笑う彼の言う通り、今の俺はひどい顔をしているだろう。希沙を幸せにしてやれていない不甲斐なさと焦り、そして富井への殺気立った感情で、ぐちゃぐちゃだ。

　とにかく、彼女を探さなければ。女紋のことを調べていて自分の家系を知ったとなると、次に向かうであろう場所で思い当たるのは……。

「希沙は実家に帰ったのか？」

　母親のもとへ行ったのではないかと予想して尋ねれば、富井は目をしばたたかせ、「勘が冴さえてるじゃん」と肯定した。

　そうとわかれば、迎えに行くまでだ。このままじっと待っていることはできそうにない。

　富井にはお構いなしで、すぐさま部屋をあとにする。急いで店の外へ出たとき、あとを追ってきた富井が、聞き捨てならないひとことを投げてくる。

「あー、ちなみに、俺が彼女を腕に閉じ込めたのも事実だから。じゃあな」

　振り返ってギロリと睨みつければ、したり顔で彼は微笑み、軽く手を振って引き戸を閉めた。

「……今度会ったら八つ裂きにしてやる」

　暗あん澹たんたる声でボソッと呟き、うっすら覚える殺意をなんとか押し留める。

　今はそれよりも、最愛の人を取り戻す。いつか彼女に宣言した『何度逃げても捕まえる』という言葉を忘れてなどいないから。

　俺たちは夫婦に、家族になるためにここまでやってきたはずだ。

　彼女と育んできた想いを、愛を、絶対に無駄にはしない。










それでも幸福願望は変わらないから




　富井さんに会うと決めた私は、シャワーを浴び、あまり食欲のない身体に温かいコーンスープだけ与えて、呉服屋の場所を調べた。

　簡単にメイクを済ませ、カジュアルなパンツスタイルに着替えたら、スッキリと晴れた冬空の下へ繰り出す。

　左手の薬指にはダイヤモンドがきらめいている。休日はいつもつけていて、そのたび幸せに浸れるのだが、今日は少々切ない。

　目黒駅から五分ほど歩いたところに、歴史を感じる土蔵造りの建物があり、中には華やかな着物が飾られているので、ここだとすぐにわかった。

　店に近づくと、中にいた富井さんが私に気づき、目を丸くして外へ出てきた。

「おはようございます。朝からすみません」

「希沙ちゃん！　どうしたの!?」

　幻を見ているかのごとく驚いている彼に、私はキョトンとして問いかける。

「富井さん、私に来てほしいって言ってたんじゃないんですか？」

「いや、そうなんだけど……本当に希沙ちゃんのほうから来てくれるとは思わなかったから」

　徐々に喜びを露わにする彼がなんだかおかしくて、クスクスと笑いがこぼれた。

「私も、富井さんにお聞きしたいことがあったので」

　やや表情に真面目さをプラスして言うと、今度は彼がキョトンとし、次いでいたずらっぽく口角が上がる。

「〝やっぱりこっちに嫁に来てもいいですか？〟って？」

「それはないです」

　間髪を容れずに返せば、富井さんは腕を組み、「一刀両断するところがいいねぇ」と感心していた。

　そのやり取りに気が緩んで笑っていたものの、彼はふと感づいたように私の顔をまじまじと覗き込んでくる。

「んー、なんかいつもの元気がない気がするよ。なにかあったんじゃないの、イチと」

　うわ、富井さん、鋭い。適当なメイクじゃ、目の下のクマや、泣いて腫れた瞼を隠せていなかったか……。

　ギクリとして気まずさから俯くと、彼は優しく私の背中に手を当て、「とりあえず、中に入って」と促した。

　呉服屋らしい高級感のある店内を通り、案内されたのは和風かつカラフルなインテリアが絶妙に馴染んでいる和室。ここがデザイナーとしての彼の根城だろうか。

　オシャレで独特な空間にとりあえず腰を下ろすと、富井さんがお茶を持ってきてくれた。

「希沙ちゃんほどうまく淹れられなくてごめん」と謙遜してローテーブルに置かれたそれを、ありがたくいただく。

　そうしてひと息ついたところで、富井さんが切り出す。

「で、君が聞きたいことって？」

「あの、祖母や母から受け継いだ着物に、この紋が入っていて。女紋らしいんですが、見たことありますか？」

　バッグからスマホを取り出し、私はカメラで撮っておいた紋を見せた。彼はそれをよくよく観察しながら首をひねる。

「んー、あったような、ないような……。ちょっと待ってて」

　そう言って立ち上がった彼は、一旦部屋を出て、どこからか本みたいなものを手に戻ってきた。

　年季の入ったそれはどうやら紋帳らしく、テーブルの上で広げるとたくさんの家紋がずらりと並んでいる。ふたりしてそれを覗き込み、目当てのものを探す。

「あ、あった。これだ」

　しばらくして富井さんが指差したところには、確かに着物に入っているものと同じ図案が描かれていた。

　すると、彼はなにか思い当たったのか、紋帳から顔を上げ、ひとりごとを漏らす。

「〝流水に紅葉〟……って、もしかして」

「なにかご存じですか？」

「ずっと前に、珍しい紋だったから調べたことがあって、そのときに三さん条じょう家の女性がつけていたものだって聞いた気がする。昔のことですっかり忘れていたよ」

〝三条〟とは初めて聞く名字だ。祖母の旧姓だろうか。

　富井さんは難しい顔をして、さらに驚くべきことを口にする。

「その三条家も華族だったはずだよ。昔は華族同士で結婚することが多かったから、もしかしたら希沙ちゃんのお母さんも……」

「嘘……！」

　富井さんの話が本当なら、私のお祖ば母あちゃんやお母さんも旧華族だったっていうの？　そんなこと、想像もしなかった。

　唖然とする私に、彼が怪訝そうに問いかける。

「なにも聞いてないの？」

「はい……。祖母は亡くなっているし、母はずいぶん前に離婚していて、実家のことをあまり話さなかったので」

　語ろうとしなかったのは、あまりいい思いをしなかったから？　もしや、母の離婚の原因に家柄のことも絡んでいるのだろうか。

　黙考していると、富井さんが強張った面持ちでこんなことを言う。

「イチが求婚したのは、君が三条家の末裔だと知っていたからだったとしたら、どう思う？」

　周さんは、私の血筋が旧華族だったから求婚した……。

　もしそうなら、橘さんたちが話していたのと同様に納得する。興味が湧いたというのも、その場しのぎに過ぎなかったのかもしれない。

　そう考えてもたいしてショックじゃないのは、周さんが私自身を愛してくれていると信じているからだ。

「だとしても、あまり大きな問題ではありません。ふたりで暮らし始めてから育んできた愛のほうが、ずっと大事ですから。むしろ、彼が私に声をかけるきっかけになってよかったです。今、一緒にいられて幸せなので」

　迷いなく答えると、富井さんはやや目を丸くした。

　自分の家柄は正直どうでもいいのだ。この二十七年間、ずっと知らずに生きてきたのだし。

　ただ、母がどうだったのかは気になる。旧華族のしがらみはなかったのか。もしあったなら、そのときどうしたのか。子供のことも相談しようか迷っていたが、この際、腹を割って話したい。

　周さんが出張から戻ってくるのは夜になると言っていた。それまでに、ゆっくりはしていられないが、実家に帰ろう。不安を和らげられるかもしれない。

「家のこと、これから母に会って聞いてみます。ありがとうございました」

　善は急げと思い、腰を上げようとしたら、富井さんが手の平をこちらに向けて制す。

「待って。俺も君に見せたいものがある」

　あ……そういえば、富井さんも私に用があったんだっけ。いけない、自分のことばかり考えてしまっていた。

　反省しつつ、きちんと座り直すと、クローゼットからなにやら服を取り出している彼が目に入る。

「俺が来てほしかったのは、誰よりも先に、君にこれを見せたかったからだよ」

　そう言ってウォールハンガーにかけられた服は、シックな紺色のカシュクールワンピース。

　ロング丈で裾がアシンメトリーになっており、襟は着物のように重なっていて、美しい和柄がアクセントになっている。初めて見るデザインだ。

　自然に立ち上がり、私は目を輝かせてじっくり眺める。

「わあ……袴と洋服が合わさったみたい！　すごくオシャレで素敵ですね」

「これは、希沙ちゃんをイメージして作ったんだ」

　思いもよらない言葉に目を丸くして、斜め後ろにいる富井さんを振り返る。

「私を？」と確認すれば、彼は優しく微笑んで頷いた。

「希沙ちゃんに会うと、不思議とインスピレーションが湧いてくるんだよ。だからたびたび、煎茶道教室に通ってたんだ」

「そう、だったんですか……？」

　そんな理由があったとは意外すぎる。どうしてなのかは謎だが、彼の仕事の力になれていたとしたら光栄だ。

　自分をイメージして服を作ってもらえたのも、貴重な機会だし、単純に嬉しい。

　口元を緩めて、再びワンピースに視線を戻した、そのときだ。突然、背後から腕を回されて、ぎゅっと抱きしめられた。

　ええっ、な、なんで!?　やだ、身体が硬直する……！

「ちょ、富井さ……っ！」

「ごめん、このまま聞いて。滅多に言わないことを伝えるから、顔を見られんの、恥ずかしい」

　私の肩におでこを載せている彼の、珍しく弱気な声が耳元で響いた。

　いったいなにを言おうとしているのかも気になるが、まず身体が強張ってしまって、突き放すこともできないので、黙って次の言葉を待つ。

「俺、君のことが好きなんだと思う。これは冗談とか、遊びなんかじゃない」

　真剣な声色で紡がれた告白に、心臓がドキリと波打った。

　富井さんが私を？　周さんと婚約しているって知っているのに……本気で？

　にわかには信じがたくて呆気に取られている間にも、彼は抱きしめる腕の力をやや強くして続ける。

「惹かれてるって気づいてから、君に会うと、いいイメージがどんどん浮かぶし、イチに嫉妬もしてる。仲良くやれるわけなかったんだよな、恋敵なんだから」

　苦笑交じりに本音を吐露され、私は徐々に納得し始める。

　富井さんと周さんは、今も顔を合わせれば悪態をつき合っていて、なかなか関係は良好にならないなと思っていたのだが、私が原因だったとは。

「でも、人のものを無理やり奪うほど落ちぶれてはいないから、心配しないで。俺が入る余地もないほど、君たちが惚れ込んでいるのもよくわかったし」

　ちょっぴり茶化すような口調でそう言った彼は、腕の力を緩めて身体を離した。

　まだ腕は掴んだまま、憂いを帯びた笑みを浮かべて、私を向き合わせる。

「ただ、仕事にいい影響が出るから、君への恋心はしばらく持っていようと思う。その分、イチとは犬猿の仲でい続けることにもなるけどね」

　バツが悪そうに笑う富井さん……ズルいなぁ。仕事のためとなると、諦めてくださいとも言えない。

　でも、こんな私に好意を抱いてくれたことには感謝したいし、周さんともども、これからも付き合いは続けていけたらと思う。

　……そう、これからも。私は周さんと、彼を取り巻く人たちと一緒に生きていきたい。その気持ちだけは変わらない。

「いつかふたりが親しい仲になったとき、私は一柳家の立派なお嫁さんとして見守っていられたらいいな」

　物憂げな笑みをこぼして、ひとりごとみたいに呟くと、富井さんは再び心配そうな様子に変わって顔を覗き込んでくる。

「やっぱり、なにか悩んでるんでしょ。大丈夫？」

　そう問われて、ふと少し前の記憶が蘇る。ディナーショーで富井さんと話したときのことだ。

　あのときも心配されたけれど、私は迷いなく『大丈夫です』と答えていた。

　ただただ、周さんと一緒にいたい想いだけでそう答えていたのだが、あの頃は確かに自信があった。そのくらいの、ぶれない強さを取り戻したい。

「大丈夫……って、もう一度自信を持って言えるようにしなきゃ。実家に帰って、人生の大先輩のお母さんに勇気をもらってきます」

　いくらか明るさを取り戻した笑顔を見せると、富井さんは深く追及せず、優しい表情で「うん」と頷いた。

　そうして部屋を出る際、素敵なワンピースを一度眺め、その視線を富井さんに移す。

「富井さんがデザインしたこの服、販売されたら絶対買いますね。いろいろと、本当にありがとうございました」

　快く女紋を調べて、さらに告白までしてくれたことにも改めて感謝して、しっかりと頭を下げた。富井さんは嬉しそうに笑う。

「服なんか俺がいくらでもあげるって。本当に君は女神だよ」

　何度目かの大げさな言葉には気恥ずかしくなるが、富井さんに会ったことで少し元気が出てきた。彼もスッキリしたように見えてホッとする。

　時刻は午前十時半を過ぎたところ。これから帰っても時間に余裕がありそうだ。

　笑顔で富井さんと別れ、私は朝よりも幾分か軽くなった身体で駅へと向かった。




　久しぶりに帰ってきた地元の見慣れた景色は安心感があって、ここのところ張りつめていたものが一気に緩んだ気がした。

　十二月の茶畑は濃い緑色をしていて、葉は硬く、新茶を均等に芽生えさせるためにきちんと刈り揃えてある。

　この茶畑は、今後面積を広げることも検討しているらしい。というのも、さまざまなところから問い合わせが急増し、生産が間に合わない状態になっているから。

　トレヴァーさんがイギリスに帰国したあと、ＳＮＳで泰永の煎茶を紹介していて、その効果が絶大だったのだ。皆、嬉しい悲鳴を上げていて、援助することを申し出ている周さんにも感謝しきりなのである。

　この先も需要が続くことを願い、すでに懐かしく感じる風景を眺めながら自宅へ向かう。その最中、外で作業をしていた玄にいや陸が私に気づき、驚愕した様子で、「なんで!?」と叫んだ。

　第一声が、それか……。まあ急だったし、お母さんにしか連絡を入れていないから無理もない。

　なるべく明るく、「ただいまー」と声をかけて家に入ると、「おお!?　おかえり、希沙！」と感激する父を筆頭に、ものの数分で全員が居間に集まった。

　相変わらず、にぎやかな家族だ。母もスマホを片手に、驚きの形相でこちらに詰め寄ってくる。

「ちょっと、希沙！　帰ってくるって連絡に気づいたの、ついさっきよ！　どうしたの、急に」

「ごめん。お母さんと親子水入らずで話したくなって」

　へらりと笑って答えると、母はなにかを察知したらしく、心配そうな顔に変わる。

　一方、あっけらかんとしているのは当然ながら陸だ。

「マリッジブルーってやつ？　てか、いつ結婚すんの。もう籍入れればいいじゃん」

　今の私にとっては結構痛い言葉を放たれ、心臓がキリキリしてくる。苦笑交じりに、「そうなんだけどね……」と呟いたものの、現実が重くのしかかって頭を垂れた。

　それを見て、玄にいが落ち着いた声で陸に言う。

「陸、地雷踏んだらしいぞ。謝れ」

「え!?　俺、変なこと言った？　皆が思ってることを代弁しただけなのに」

「お前、もう黙っとけ」

　ああ……ふたりのこのやり取りには脱力させられるよ。それより皆、籍を入れるのはまだかまだかと待っているのね……。プロポーズを保留にしてしまったことを知ったら、がっかりするだろうな。

　複雑な心境の私と、眉を下げている母に、父が声をかける。

「仕事のほうは俺たちに任せて、ゆっくり話しておいで」

　そのありがたい言葉に甘えて、私の部屋で母とふたりで話すことにした。




　ふたりきりになったところで、私はさっそく口火を切った。

　子供を望まれているが、ちゃんと育てて幸せにできるか悩み始めたこと、周さんと結婚したい意思は変わらないこと、そして女紋のこと。

　すべて洗いざらい話すと、静かに頷いて聞いていた母がひとつ息を吐いた。

「……そう。家のこと、バレちゃったのね。お父さんには話していたけど、あなたたちには変に気負わせたくなくて黙ってたのよ。ごめんね」

　予想通り、母の実家は旧華族だったらしい。彼女は申し訳なさそうにするも、内緒にされていても特に困ったことはないので、私は首を横に振った。

「じゃあ、私の本当のお父さんも旧華族？　離婚したのは、それも関係あるの？」

　気になっていたことを立て続けに問いかけた。母は昔を思い出すようにまつ毛を伏せて頷き、悲しげに微笑む。

「男の子を望まれていたのに、生まれてきたのが女の子だったから、前のお義か母あさんにひどく当たられていてね。そのせいで自分が壊れそうだったし、なにより希沙がかわいそうで離婚したの」

　それを聞いて、長年、頭の中にあった断片的な記憶の謎がようやく解消された。

　父方の祖母が私に対して、『どうして生まれてきたのがこの子なんだい』と忌々しそうに口にしていたのは、私が男の子じゃなかったからだったのだ。本当の父が味方しなかったのも、これが原因なのだろう。

　まさか、母も跡取りのことで、つらい思いをしていたなんて……。

　今の自分と重なって、心苦しくなる。決して幸せとは言えない状態になってしまって、産まなければよかったと思ったことはないのだろうか。

「……後悔した？　私を産んだこと」

　遠慮がちに、しかしストレートに問いかけてみた。

　どんな返答が来るかと怖くなったのは、ほんの一瞬。母がぷっと吹き出して、「するわけないじゃない！」と明るく即答したから。

　あっけらかんとした彼女に、私は目をぱちくりさせる。

「後悔なんて、これっぽっちもないわ。希沙がいたからなんでもできたし、ふたりだけの生活も楽しくて幸せだったわよ。だってあなた、最高に可愛いんだもの」

　満面の笑みを浮かべてそんなふうに話すから、なんだかくすぐったくなる。愛されていることを実感して。

　しかし、彼女は少し笑顔を曇らせて、声のトーンを落とす。

「ただ、妊娠中はずっと不安だった。女の子だとわかったらなおさら、この子を愛して幸せにしてあげられるのかって自問自答してたわ。今の希沙みたいに」

　母も同じ心境だったとわかり、ドキリとした。

　彼女は目を見張る私を安心させるように微笑み、「でもね」と続ける。

「あなたが生まれた瞬間に世界が変わったの。なにがあっても私がこの子を守る、って強く思えた。厳しい環境が待っているのはわかっていたけど、私だけは絶対にこの子を愛せるから大丈夫、って確信できた」

　母の強さをひしひしと感じる言葉が、じんわりと胸に沁み込む。

　確固たる自信を母が持てたのは、私が生まれたときだった。それを知ったら、今、臆病になっているのはなにも珍しいことではないし、自分が薄情で悪いわけでもないのだと思わされる。

「誰もが親になって急に強くなれるわけじゃない。妊娠がわかったときとか、出産したときとか、きっと人によってスタートラインが違って、子供が育つのと一緒に親になっていくのよ。だから、希沙も大丈夫」

　温かくて、とても心強い声に励まされ、私の目からは自然に涙が溢れていた。

　重くのしかかっていたものが一気に取り除かれた気分。母から伝わってくる『焦らなくていいんだよ』というメッセージが、私が求めていたものだったのかもしれない。

　ぽろぽろと涙をこぼす私の頭をそっと撫で、彼女はやや眉を下げて問う。

「希沙は、生まれてきたことを後悔してる？」

　……後悔、なんて。

　片親で、順風満帆とは言えない家庭環境だったにもかかわらず、私にはひどくつらかった記憶はまったくない。生まれてから今まで、幸せな人生を送っていると胸を張れる。

　それは母からたくさんの愛情をもらって、一生懸命に私を育てる彼女の姿をずっと見ていたから。

「……してない。これっぽっちも」

　ぐちゃぐちゃの顔で、声を震わせながらもしっかり答えると、母は安堵と嬉しさが交ざった笑顔で、「よかった」と言った。

　幸せにするというのは、子供に生まれたことを後悔させないために、自分にできることを精いっぱいやって支えていくことなのかもしれない。

　血筋がどうのと心配するより、その努力をするべきなのだ。それがきっと、周さんが言っていた責任にも繋がるのだろう。

　今頃気づいた自分が恥ずかしいけれど、心にかかったもやが綺麗に晴れていくのを感じていた。




　遅めの昼食で久々に母の手料理を食べ、男性陣とも時間が許す限り話をして、楽しいひとときを過ごした。

　四時間ほどしかいられなかったにもかかわらず、心はすっかり元気になっている。家族って本当に心地よくて、すごいパワーを与えられる。

　帰りの新幹線の中で、私は流れていく景色をぼんやり眺め、帰りがけに母が、『私と希沙とで違うことがひとつあるわ』と言ったことを思い出していた。

『話を聞いている限り、周さんは希沙のことを本当に愛していると思うし、希沙も彼が大好きでしょう。私が持っていた程度の愛では壁を乗り越えられなかったけど、あなたたちならきっといい家族になれるわよ』

　……うん、私もそう信じている。悩みが吹っきれたら、この先、運命がどう転んだとしてもうまくやれそうな気がしてきた。単純だ。

　周さんに会ったら、プロポーズをすぐに受け入れられなかったことを謝って、改めてふたりで家族を作りたいという想いを伝えよう。

　もう迷わないから、これからも私と一緒に生きてほしい――。




　ふと気がついたときにはすでに、乗り換えをする品しな川がわ駅のひとつ手前の駅に差しかかっていた。いつの間にか眠っていたらしい。

　それなのにまだ眠くて、身体もだるい。

　おかしいな、実家で元気を充電したはずなのに。ここ数日の疲れがどっと出たのだろうか。

　首や肩を回しながら、なにげなくスマホを見てドキリとする。寝ている間に周さんからの着信があったのだ。

　時間は今から二十分ほど前だ。帰ってくるのは夜になると言っていたのに、なにかあったのかな。

　新幹線の中なので、【電話、気づかなくてごめんなさい。実家に帰っていて、もうすぐ品川駅に着くところです】と、ひとまずメッセージを送っておいた。

　そうして目的地に着き、新幹線を降りたのだが、階段を上るだけで息切れがする。どうもおかしいと思い、自由通路にある石のベンチにとりあえず腰を下ろした。

　最近、身体がだるいとは感じていたけれど、今は特にひどい気がする。昼ご飯しかまともに食べていないせいだろうか。

　こんなところで休んでいないで、早く帰らなきゃ。早く周さんに会いたい。

　俯きつつも気持ちを奮い立たせていた、そのときだ。

「希沙！」

　聞こえるわけないのに、雑踏に交じって大好きな声が鮮明に響いた。

　ぱっと顔を上げて辺りを見回せば、人混みの間を縫って、スーツ姿の彼がこちらに駆けてくる。

「え……周さん!?」

　なんでここに？　もしかして、さっきの私のメッセージを見て、来たの？

　細かいことはわからないが、今一番会いたかった人がすぐ近くにいる、その事実が嬉しい。今すぐ彼の胸に飛び込みたい。

　一瞬、身体のだるさも忘れ、勢いよく立ち上がった。

　――その瞬間、頭が後方に引っ張られるようにぐらりと揺れる。視界が回って、周さんの姿もぐにゃりと歪む。

　なに、これ……私、周さんのところに行きたい、のに……。

　彼に向かって手を伸ばすも掴める感覚はなく、全身から力が抜け、あっという間に世界が真っ白になった。

　遠のいていく意識の中で、私の名前を叫ぶ愛おしい人の声だけが響いていた。










蜜月夫婦となりましょう




　手の平に、とてつもなく小さくて温かいものを握った感触があった。

　強く握ったら潰れてしまいそうなそれからは、これまでにないくらいの大きな幸せが私の中に流れ込んでくる。

　私の隣にいるのは……周さんだ。珍しく、顔をくしゃっとさせて笑っている。私も彼と同じほうに視線を向けて、同様に破顔した。

　小さく、丸みを帯びていて、とてもとても愛らしいそれが、天使と比喩されるのは間違いじゃない――。




　ずっと見ていたかったのに、白い明かりに包まれて見えなくなっていく。その代わりに、誰かが話す声と機械的な音が響いてきた。

　眩しさと騒がしさで、やや顔をしかめる。うっすら目を開くと、ぼんやりとした視界に、見慣れない景色とひとりの人物の顔が入り込んだ。

「希沙！」

　さっきも聞いた気がする大好きな声に呼ばれ、私を覗き込む人になんとか焦点を合わせる。

「ぁ……ま、ねさ……？」

　思うように動かない口で言うと、誰か別の人の声も聞こえてくる。なんと言っているのかよくわからないが、車らしきものに身体が揺られていることを把握し始める。

　あれ……私、駅にいたはずなのに。

　ゆっくり記憶をたどると、周さんを見つけたところで意識が途切れていることに気づいた。サイレンの音が聞こえるし……もしやここは、救急車の中？

　なんとなく状況を理解して、救急隊らしき人の質問になんとか答える。いや、答えたつもりだが、うまく口が回っているかはわからない。

　さっきよりもはっきりしてきた視界に、ひどく沈痛そうな面持ちの周さんが映る。初めて見るその表情に、私も胸を痛めて言葉を紡ぐ。

「ごめ……なさい」

　こんな状態になって心配をかけていること、プロポーズのこと、すべてひっくるめて謝った。

　切なげな笑みをわずかに浮かべて、彼は首を横に振り、私の右手を大きな両手で包み込んだ。




　病院に着き、軽い検査をする頃には、だいぶ意識がはっきりしていた。おそらく貧血だろうとのことで、検査結果が出るまで病室で休ませてもらう。

　個室のベッドで横になっていると、医師に呼ばれていたらしく周さんが入ってきた。やっと落ち着いて彼の顔が見られてホッとする。

「希沙、気分はどうだ？」

「だいぶよくなりました。本当にすみません、心配かけて」

「いや……目の前で倒れたときは血の気が引いたが、大事には至らなそうでよかった」

　ひとまず周さんも安堵した様子で、ベッドの脇の椅子に腰かけた。いつもの彼からは想像もつかないほど弱々しい。

「ここのところ、具合が悪かったのか？　気づいてやれなくてすまなかった」

「謝らないでください！　身体がだるいとは思っていたけど、たいしたことはなかったから、自分でもびっくり」

　肩を落とす彼に元気を出してほしくて、私はあえて明るい調子で言った。

　本当に、まさか貧血で倒れるとは思わなかった。最近、調子が優れなかったのはそのせいだったのか。

　自己管理ができていなかったことを反省しつつ、倒れる寸前のことを思い出して問いかける。

「あのとき、どうして駅にいたんですか？　帰ってくるのは夜だったんじゃ……」

「出張のあと、会社に寄るつもりだったがやめたんだ。早く希沙に会いたくて」

　なにげなく口にされたひとことにキュンとする。ときめいている場合ではないのに。

「でも、帰ったら誰もいなくて。電話も出ないし、君が富井に会っているのを見たって人の話も聞いていたから、とりあえずやつのところへ行った」

　それを聞いて、別にやましいことはないのにドキリとする。

　周さんも富井さんの呉服屋に行ったの？　変な誤解をしていたりしないよね？

「あの、誤解しないでくださいね！　ちょっと彼に聞きたいことがあっただけで」

「大丈夫。君を信じてるから」

　言い訳っぽくなって余計怪しいかも、と懸念がよぎったものの、彼は間髪を容れずに余裕のある調子で放った。その声にはどっしりと構える包容力を感じ、安堵させられる。

　しかし、「とはいえ、あいつの挑発には軽く殺意を覚えたが……」と呟く彼には日頃の冷たさが戻っていて、私は口の端を引きつらせる。

　いったいなにをしたのよ、富井さん……。

　相変わらずなふたりに苦笑するも、周さんはすでに冷静になっている。

「そこで実家に帰っていることを知った。万が一戻ってこなかったらと思うと、いても立ってもいられなくて、迎えに行こうとしたところで君からメッセージが来たんだ」

　そういうことだったのかと納得して頷き、改めて心配させたことを謝る。

「黙って帰ってごめんなさい。でも、お母さんと話したら、無理に不安を消そうとしたり、自信を持とうとしたりはしなくてもいいのかなって思って、すごくラクになりました」

　自然な笑みを浮かべると、周さんは安堵した表情を見せながらも、なにかを考えるようにまつ毛を伏せる。

「……俺は、希沙の不安をなくすにはどうしたらいいかを模索するばかりで、君の気持ちにちゃんと寄り添えていなかったな」

　反省するような調子で彼は呟いた。『そんなことない』と声をかけたかったが、彼はスッと視線を上げ、次いでこんなことを話し始める。

「昼間、京都駅で迷子の子供に会って、その子の母親が来るまで少しだけ相手をしてたんだ」

「え……周さんが？」

「そう。クマのパペットで」

　無表情で手を動かす彼につい吹き出してしまうけれど、それ以上にこの堅物さんが子供と戯れていたのかと想像すると、面白いしキュンとする。

　見たかったな、と思いながらクスクス笑う私に、周さんも頬を緩めていた。

「子育ての大変さは、実際に体験しないとわからないんだと実感したよ。幸せにする覚悟はできていると言うだけなら簡単だよな。女性は特に不安になるだろうし、希沙が悩むのも当然だ」

　迷子の子に手を焼いたのであろう彼は、とても優しい目をして、「でも」と続ける。

「それと同時に、子供の可愛さも知った。俺と希沙との子だったら、どれだけ愛おしいんだろうなって」

　どうやら、子供と触れ合ったことで心境の変化があったらしい。『自分の子を愛せるかどうかは、生まれてみないことにはわからない』と言っていたのに、想像だけでわが子を愛でているような気さえする。

　それは私も同じで、あのネガティブ思考はなんだったんだろうと思うくらい、心が丸く、温かくなっている。

「私もね、さっき夢を見てたんです。赤ちゃんの手を握って、周さんと笑ってる夢」

　まるで天使だと感じたあの子は、きっとまだ見ぬ私たちの赤ちゃんだ。性別も顔も、はっきりとはわからなかったが、とにかく可愛かった印象がしっかり残っている。

「すっごく幸せだった。これまで抱えてた暗い気持ちなんてなにもなくて、ただただ愛おしくって……目が覚めた今、現実にしたいって心底願ってる」

　たかが夢ではあるが、疑似体験をしたくらいの影響があった。自分の子を『愛せるかな』じゃなく、『愛したい』願望が芽生えている。

　こちらを見つめる周さんの綺麗な瞳と、視線を絡ませる。

「だから――」

『あなたと家族を作りたいです』と、以前とはまた違う強い想いを今一度伝えようとした、そのときだ。

　ノックの音がしてから病室のドアが開き、白衣に身を包んだ中年の男性医師が現れた。検査の結果が出たらしい。

　話が中断されて、私たちは微妙な気まずさを感じるも、ひとまず先生の話に集中することにした。

　――そこで宣告されたのは、予想外すぎる事実。

「泰永さん、妊娠されていますよ」

　穏やかそうな先生のひとことを、私も周さんもすぐには呑み込めなくて、ぽかんとするだけ。

　間抜けな声で、「……え？」としか言えない私に、最終月経から数えて妊娠五週に入っていること、今回の貧血はそれが原因であることなどを、先生は教えた。

　産婦人科できちんとした検査を受けないと胎児の状態はわからないが、ひとまず妊娠していることは確からしい。

　すべての説明を終えて先生が部屋を出ていくまで、私たちは信じられない思いで放心状態になっていた。

「う、そ……いるの？　ここに……」

　ようやく声を発した私は、自分の平らなお腹に震える手を当てる。ここに、私と周さんの赤ちゃんがいる――。

「来てくれてたの？　ごめんね、気づかなくて……」

　これまで生理が遅れることはたびたびあったから、今回もきっと妊娠には至っていないと思い込んでいた。赤ちゃんに申し訳なくなる。

　最近ネガティブ思考だったのも、妊娠期特有のホルモンバランスの変化が原因だったのかもしれない。

　命が宿っているとわかった途端、言い表せない感動と、涙と、素直に嬉しい感情が込み上げてくる。やっぱり、夢とは比較にならない。

　珍しく驚きを隠せない様子で呆然とする周さんを、私は瞳いっぱいに涙を溜めて見つめる。

「周さん、私……この子に会いたい」

　唇からこぼれたのは、心からの想い。

　彼は一瞬、込み上げるものを堪えるような顔をして腰を上げ、たまらないといったふうに私をしっかりと抱きすくめた。

「俺もだ」

　耳元で、感情がこもった温かい声が響く。すっかり馴染んだ腕の中も、とても心地いい。

「希沙にも、この子にも、俺と生きる人生を絶対に後悔させない」

　誓うように口にされた力強い言葉に感極まって、瞳のふちから大粒の涙がこぼれ落ちた。

　片腕で私を抱いたまま、彼は濡れた頬を指で拭ぬぐい、真剣な眼差しで捉える。

「俺はいつでも、どんな君も愛しているし、力になる。それを忘れないでくれ」

　胸がいっぱいで、「うん」と頷くことと、ぬくもりを求めて唇を寄せることしかできないけれど、落ち着いたら私もあなたへの愛が溢れていることをしつこく伝えよう。

　これから先、再び不安になったり、自信をなくしたりすることが必ずあるだろう。

　そうなったとき、私ひとりで頑張らなくてもいいんだと、周さんのおかげで当たり前のことに気づかされた。親になるのは、私たちふたりなのだと。

　しょっぱくて甘いキスを繰り返しながら、今はただ、お腹の中の赤ちゃんが無事に育つことをひたすら願った。




　クリスマスもお正月も、周さんと一緒にお祝いをして、穏やかで心が満たされる時間を過ごした。

　リビングには、クリスマスが終わったにもかかわらずスノードームを飾っている。それと、この家には少々不釣り合いなクマのパペット。

　これらは周さんが出張先で買ってきたプレゼントだ。迷子の男の子を泣きやませることに成功した賜物らしい。

　病院から帰宅したあと、彼は、『これを見るたび、俺は今日のことを思い出すよ』と言って渡してくれた。

　私も同様に、毎日可愛らしい雑貨たちを見ては、妊娠が発覚したあの日の出来事や、感じた大切な気持ちを蘇らせている。

　あれから産婦人科を受診し、無事に赤ちゃんの心拍を確認できた。エコーで見る赤ちゃんは、まだまだ人の形にはほど遠いが、心臓が動いているのがわかるとめちゃくちゃ感動した。

　一月中旬の今は九週目に入っていて、噂にはよくよく聞いていたつわりの時期真っ只中だ。幸い、仕事ができないほどではないので、体調を見つつ働いている。

『無理するな』と周さんは言うけれど、なにもしないほうが、ストレスが溜まりそうなんだもの。

　すっかり彼は過保護になっていて、相変わらずの無愛想で甲斐甲斐しく私の世話を焼く姿がちょっとおかしく、かつ胸キュンしているのだ。

　もちろん、愛の言葉やスキンシップも忘れていない。前にも増して優しく、甘くなった彼への愛おしさはとどまるところを知らない。

　妊娠したことは従業員の皆にも報告した。それと、クリスマスに婚姻届を提出し、正真正銘の夫婦となったことも。

　このまま順調に出産に漕こぎつけられるかはわからないが、なにがあっても受け入れて、ふたりで乗り越えていくことを誓っている。

　今日も、更衣室で着替える私をほのかちゃんが気遣ってくれる。

「希沙さん、体調はどうですか？」

「ときどき胃がムカムカするけど、今は大丈夫。たぶんつわりが軽いほうなんじゃないかな。なぜかフライドポテトが食べたくて仕方ないんだよ」

　あまり締めつけないよう気をつけて腰紐を巻きながら言うと、ほのかちゃんは、「へえ～、酸っぱいものじゃないんだ!?」と目を丸くして笑った。

　どんなことも話せるくらいの仲になった彼女は、本当にいい子で、私の妊娠も純粋に喜んでいる。

「生まれてくるのが楽しみですね～。家の掃除はまた私が手伝いに行きますから、希沙さんは心置きなく育児に専念してください！」

　気が早いけれど、産後の心遣いまでしてくれて、とってもありがたい。私は笑顔でお礼を言う。

「本当にありがとね。ただし、ほのかちゃんも自分がデートする時間をちゃんと取るんだよ」

　そこだけは注意してもらわないと！と思い念を押すと、彼女はうっすら頬を染めて縮こまる。

　ほのかちゃんと藪さんは、映画デートをした日以来、はたから見てもわかるくらい雰囲気が甘くなっているのだ。

　まだ付き合ってはいないらしいが、周さんによると藪さんの恋の矢印もほのかちゃんに向いているそうなので、くっつくのも時間の問題だろう。

　恋する乙女の顔で、「……早く恋人に昇格するよう頑張ります」と、ほのかちゃんは小声で言った。

　こんなに可愛い子、野放しにしていちゃダメだって、藪さん～！

　……と心の中で叫ぶも、本人たちもお互いの気持ちに気づき始めているみたいだし、温かく見守ることにしよう。




　そうして今日も平和かつ慌ただしい一日が始まったのだが、ランチを運ぼうとした私に、ほのかちゃんがさりげなく近づき、ホールをちらりと一瞥してこう囁く。

「一番奥の窓際の席にいる、髪の長い女の人が、橘さんの娘さんですよ」

「えっ」

　橘さんの娘さん……って、周さんを気に入っていると噂の!?

　ギョッとして、教えられた席のほうを見やると、ストレートロングの黒髪の綺麗な女性がいた。目鼻立ちがキリッとしていて、お母様とよく似ている。

　橘さんも出勤しているので、ときどき軽い会話を交わしている場面も見られた。

　娘さんは友人らしき女性とふたりでランチを楽しんでいるようだが、なんとも気まずいし、胸がざわめく。

　ここに来たのは、周さんに会うためじゃないよね……？　幸い、彼は本社に行っていて、いないけれど。

　そわそわしながら仕事を続け、ランチタイムが終了となる五分前となった。徐々にお客様が帰っていき、残るは橘さんの娘さんたちだけ。

　ひとまず別のテーブルの片づけをしていたとき、背後から、「すみません」と声をかけられた。

　振り向けば、いつの間にか席を立っていた娘さんがいる。まさか話しかけられるとは思わず、ギクリとして身体を強張らせる。

　彼女は友人の女性に、「ごめん、先に行ってて」と声をかけ、再び私に向き直った。

「失礼ですが、泰永さん……じゃなくて一柳さん、ですか？」

　私の旧姓から、入籍したことまで知っている！と驚き、内心どぎまぎして、「はい……」と答えた。

　話によると二十五歳らしい彼女は、間近で見ても美しく、若干気の強そうな印象を受ける。いったいなにを言われるのかと身構えたのもつかの間、彼女は申し訳なさそうな顔つきに変わっていく。

「私、橘の娘です。母と話していて最近知ったんですが、あの人があなたに散々、嫌味なことを言ったんですよね？　本当にすみませんでした」

「へ？」

　予想外にも、謝罪の言葉とともに頭を下げられ、私は面食らった。奥のほうからこちらの様子を覗き見ていた熟女組とほのかちゃんも、ぽかんとしている。

　その中から橘母が、「ちょっと、あなた、なにやって……！」と、たまらず飛び出してくるも、さらりと黒髪を揺らして頭を上げた娘さんは、気にせず話しだす。

「私が一柳さんに抱いていたのは、憧れ寄りの淡～い恋心で、一過性のものです。だいぶ前に綺麗さっぱり諦めているのに、いまだに恋していると母が勝手に思い込んでいただけなんですよ。くだらないことでご迷惑をおかけして、お恥ずかしい限りです」

　整った眉をひそめていた彼女は、次いで母親と熟女ふたり組にキッと鋭い視線を向ける。

「こっちに来てください、そこのお姉様方も。一緒になって、いろいろ言っていたんでしょう？　いい大人がみっともない。ほら、一柳さんに謝る！」

「は、はいっ！」

　彼女の勢いに押された三人は、慌てて私の前に並び、「申し訳ありませんでした……！」と揃って頭を下げる。私は三人の小言はたいして気にしていなかったから、逆に罪悪感を覚えるほどで、「そんな、いいんですよ！」と手と首を振った。

　それにしても娘さん、迫力がすごいし、めちゃくちゃしっかりしている……。熟女三人組がひれ伏すのを腕組みして見下ろす姿は、女王様と崇あがめたい。

　謝らせたことで、ひとまず満足したらしい彼女はひとつ息を吐き、私に苦笑してみせる。

「私のことを思ってくれるのはありがたいけど、行きすぎは困りますよね。親が心配するほど、子供は自分でなんとかできないわけじゃないんだから」

　私にではなく、お母様に言っているようなその言葉に、橘さんもはっとして顔を上げる。そして眉を下げ、反省した様子を見せた。

　彼女の言葉は、私にとっても響くものがあった。生まれてくる子を幸せにできるかと悩んでいたけれど、いつかは自分の力で未来を切り開いていくのだ。心配もほどほどにしたほうがいいのかもしれない。

　そんなふうに考えていると、娘さんはスッキリとした笑顔をこちらに向ける。

「それじゃ、一柳さん、お幸せに」

　穏やかな声をかけ、待っている友人のもとへ歩き始める彼女に、私も笑顔で、「ありがとうございます……！」と頭を下げた。

　感謝して彼女を見送ったあと、熟女様方はいそいそと仕事に戻っていった。




　そのあとはやはり気まずいのか、私と接する態度が非常にぎこちない。これでは皆がやりにくくなっていけないので、なんとかできないかと思案する。

　ひとつ思いついた私は、皆で昼食をとっているときに、こう提案した。

「このあと、皆さんでお茶を飲みませんか？　新年にぴったりの縁起のいいお茶を」

　パチパチと瞬きをして目を見合わせたお三方は、これまたぎこちなく頷いた。




　昼食を終えたあとの更衣室に、彼女たちとほのかちゃんが正座をし、四人の前で私はいつもの煎茶道を始める。

　これから振る舞うのは、京都に古くから伝わる大おお福ぶく茶ちゃ。一年の幸福と健康を願って新年にいただくお茶だ。昆布のうま味と梅の塩味で、とても贅沢な味わいになる。

　煎茶碗に梅干しと結び昆布をひとつずつ入れ、いつもの要領で温かい煎茶を注ぐ。つい先日の煎茶道教室で使った残りがあってよかった。

　興味深げに眺める皆にそれをお出しすると、私は居住まいを正し、笑顔を向ける。

「私はここで皆さんと働けて、こうしてお茶を振る舞えて毎日楽しいです。今年は特にご迷惑をおかけするかと思いますが、これからもよろしくお願いいたします」

　ありきたりな言葉だが、出産後もここでお世話になりたい意思を表して、丁寧に頭を下げた。自分にできることは、お茶を通じて笑顔を生み出し、お互いを敬う心を大切にすることだ。

　ゆっくり頭を上げると、熟女様方は毒気のない表情をしている。

「……これまで、ごめんなさいね。あなたの性格や仕事ぶりがいいから、余計に妬ねたましく思うようになっていたのよ」

　口を開いた橘さんから、弱い声がぽつりとこぼれた。彼女の両側にいるふたりも決まりが悪そうに笑い、遠慮がちに言う。

「私も……あなたの骨のあるところ、嫌いじゃないわ」

「泰永さんの作法を見るのも楽しいしね。私たちにも、こうやってときどきお茶を淹れてくださる？」

　三人から初めて好意的な言葉がもらえて、心の中がみるみる明るくなり、「もちろんです！」と元気に返す。そうして笑い合う私たちを、ほのかちゃんは優しく見守っていた。

　旧一柳邸での日々は、これからますます充実したものになりそうだ。




　二月に入り、つわりらしき症状が急に軽くなったことと、周さんのご両親が帰国できる時期になったことで、ようやく親同士の顔合わせをする日がやってきた。

　私の体調を考慮して、皆には一柳家に集まってもらっている。藪さんが出張シェフとなって作ってくれた料理をいただきながら、ただ今、母が自らの家庭環境を打ち明けたところ。

　私の両親、特に父は身分の違う相手に緊張気味だったのだが、意外にもこの場が和やかな雰囲気で話しやすかったらしい。

　事情を聞いた周さんのお義母様は、目を丸くしている。

「希沙さんのお祖母様は三条家だったのですね……驚きました」

「ええ。私も、両親が周さんのお祖父様と交友関係にあっただなんて、思いもしなかったです」

　母もおどけて言い、複雑な関係をふたりして笑い合った。

　私も周さんからお祖父様との繋がりを聞いて、かなりびっくりしたのだ。まさか祖母が親友で、あの煎茶道具もお祖父様からのプレゼントだったとは。

　最初に彼が女紋を見て反応したのは、そのせいだとわかったときはスッキリした。母にもそのことを教えて、『世間は狭いね～』とありきたりな文句を口にして驚き合ったのだった。

　しばし笑い合ったあと、お義母様がしんみりした調子で、「離婚するほどつらい思いをされたのね」と、ぽつりとこぼす。

「私の家柄もいいほうでしたが、旧華族出身ではありませんでした。ですから、一柳家の決まり事には圧倒されたし、プレッシャーも相当なものだったのでわかります。幸い周を授かれて、この人の理解もあったから、なんとかやってこられましたけどね」

　寡黙なお義と父う様は腕をポンポンと叩かれ、苦笑を浮かべた。さっきから、父ふたりはなんとも肩身が狭そうだ。

　伏し目がちになってお義母様は続ける。

「それなのに、私は希沙さんにも同じつらさを味わわせようとしていた。あとから周に諭されて自分の愚かさに気づき、後悔しました」

　そう。実はこれまでに、周さんは何度かお義母様を電話で説得していたというから驚いた。

　家柄は関係なく庶民の私を娶りたいことや、万が一、妊娠に至らなくても結婚したいことを強く訴えていたらしい。

　そこで周さんが放った、『希沙を自分と同じ目に遭わせるのか』というひとことで、お義母様は考え直したそうだ。

　私はまったく知らなくて、彼が陰でそこまで懸命になってくれたことが嬉しかった。

　しかし、逆にお義母様はこれまでを振り返って、自分を責めているように感じる。

「周にも厳しく教育して、一柳家の当主になる身としてふさわしい人間に育てたつもりですが……その代わりに、この子の笑顔をなくしてしまいました」

　やや泣きそうな顔で声を震わせる彼女を見て、胸が痛む。私の向かい側に座る周さんはやはり無表情で、なにを思っているかは読み取れない。

　私の両親も共感するように眉を下げていると、お義母様はひとつ息を吸い、なんとか明るい声をかける。

「これからは、ふたりを縛ったりはしない。のびのびとした、幸せな家庭を築いていってね」

　彼女は周さんと私を交互に見て、優しく微笑む。私はその言葉に感謝して、「はい」としっかり返事をした。

　黙っていた周さんも、ようやく口を開く。

「……母さん」

　ぽつりとこぼれた呼びかけで、皆の視線が周さんに集中する。彼は隣に座るご両親ふたりに、冷静な瞳を向けた。

「父さんでもいい。俺の名前の由来はなんだ？」

　唐突な質問に、ご両親は不思議そうに顔を見合わせ、私たちもキョトンとする。

　前に、私たち兄弟の名前の由来を教えたとき、彼は自分のそれを聞いたこともないと言っていた。おそらくそのせいなのだろうが、なぜ今聞くのだろう。

　いまいち彼の思惑を掴めずも、まずお義父様が口を開く。

「……〝周〟は、隅々まで広く行き渡るという意味がある」

「そう。だから……周りの人、自分を取り巻くすべての人に誠実であってほしい、って願いを込めて、ね」

　戸惑いつつお義母様も説明し、ふたりで小さく頷き合った。

　すると、周さんの口元が柔らかくほころぶ。

「悪くない名づけ方だ。……ありがとう」

　穏やかな声色で口にされたひとことには、自分を産んで、育ててもらったことに対しての感謝が込められている気がした。

　それをご両親も感じ取ったのだろう。ふたりとも目を見開き、お義母様はその瞳をゆらゆらと潤ませていた。

　たぶん周さんは、自分が愛されて生まれてきたことを確認したかったんじゃないだろうか。そのうえで、お義母様に対して『後悔しないでくれ』と伝えているようにも思える。

　私まで感動し、ちょっぴりうるっとした。

　皆が温かな空気に包まれる中、雰囲気をぶち壊すのは、無邪気ににこにこしているわが父だ。

「周くんの名前にはそういう意味があったんですね～。うちは〝茶にちなんだ名前にしよう！〟って考えしかなかったもんで、一番上の子なんて玄米茶――」

「あなた、空気読んで」

　速攻で母がツッコみ、笑いが起こった。

　こんな両親に私だってもちろん感謝しているし、自分も親になろうとしている今、ふたりの偉大さがよくわかる。

　お手本はやはり両親で、いつまでも尊敬する存在なのだと、しみじみ感じていた。




　お開きとなる頃には両親同士すっかり打ち解け、孫の誕生をとても楽しみにして帰っていった。

　片づけまで手伝ってくれた藪さんには、のちのち支払うお礼代とは別に焼酎をプレゼントして、玄関まで見送る。

「藪さんのお料理、皆すごく喜んでましたよ。本当にありがとうございました」

「どういたしまして。顔合わせ、うまくいってよかったな」

　微笑ましげにする藪さんに、無愛想な周さんはこんなアドバイスをする。

「いつか藪さんもやるんだろうが、そのときは殴られる覚悟をしておいたほうがいい」

「物騒なこと言うな」

　即座に藪さんは仏頂面になり、私はつい笑ってしまった。

　確かに、ほのかちゃんとは十六歳差なんだもの。彼女のご両親が何歳かわからないけれど、すんなり受け入れてもらえるとは限らない。

　まだ付き合ってもいないのに、勝手に結婚まで思考を飛ばしていると、「ま、生半可な気持ちじゃねーから大丈夫だ」と、藪さんはさらっと言い放った。

　不敵な笑みを残して彼が帰るのを見送ったあと、玄関ホールを歩く私は自然に顔がニヤけている。

「なんか甘酸っぱいですね～。いいなぁ」

　ふたりの年の差恋愛模様にキュンとしてひとりごとを漏らすと、周さんがそこはかとなく甘さを含んだ声をかけてくる。

「俺たちも仲良くしようか」

「え？」

　すぐに意味がわからずキョトンとした私は、あっという間に彼の腕に包まれていた。

「……君を抱きたい。もうキスだけじゃ足りないんだ」

　耳元で色気たっぷりの声が囁き、ドキンと心臓が喜んで飛び跳ねる。

　つわりの時期は性欲もどこかへ行ってしまっていたし、周さんも私を気遣ってキスしかしていなかった。

　でも、体調がよくなった最近は、触れ合えないのが寂しくなっていたところなのだ。周さんもかなり我慢していただろう。

　火照る顔を胸にうずめたまま、「私も」と呟くと、彼は嬉しそうに小さく笑い、額にキスを落とした。




　沈みそうな夕日に、私たちの素肌が赤く照らされる。彼の筋肉の線や柔らかな髪、欲情した綺麗な顔も。ロマンチックでちょっと切なく、扇情的な光景だ。

　妊娠したおかげで張っている膨らみや、その先端に触れられ、私は甘い吐息を漏らして身をよじる。

「んっ……久しぶりで、なんか恥ずかしい……」

　手の甲を口元に当てても、眉を下げた困り顔は隠せていない。それを見下ろす周さんは、なぜか私よりも困っている様子だ。

「煽あおるな。そんな顔をされたら、激しくしたくなるだろう」

　ドキリとすることを口にした彼は、それとは裏腹に優しい愛あい撫ぶを続ける。唇に、胸に、お腹にキスをして、丁寧に私の身体をほぐしていく。

　すっかり準備の整った中に彼を迎え入れると、熱と愛おしさが全身に広がった。

　お腹の子を刺激しないよう、ゆっくり優しく動かされる。そのもどかしさも私にとっては快感なのだけれど、男性側はやっぱり物足りないものだろうか。

「周さん……気持ち、いい？」

　問いかけて、恍惚として閉じていた瞳を開けると、私を組み敷く彼も官能的な表情を露わにしている。

「よすぎて溶けそうだ。じっくり君を愛すのもたまらない」

　そう答える彼の、満たされた様子に安堵すると同時に、胸がきゅうっと締めつけられた。

　どんなときも私を愛してくれることが、なによりも嬉しい。私がママになっても、変わらないでいてね。

　心の中で願い、穏やかな快楽の波にたゆたいながら、彼とひとつになる幸せにどっぷりと浸った。




　徐々に夜が迫る空が美しいグラデーションを描く頃、私は旦那様に腕枕をされ、今日のことを思い返す。

「周さんの名前、素敵な由来でしたね」

「ああ……知れてよかった」

　淡々とした口調の中にも優しさが含まれている。周さんとご両親の仲は、これからまた変わっていくのかもしれない。

「笑顔もなくしてなんかいませんよ。特に最近はよく見てる」

　出会った頃の冷たさを懐かしく思い、間近にある整った顔を見つめれば、彼は一瞬、真顔になったあと口元を緩める。

「希沙が取り戻したんだよ。これは不治の病を治すくらい、すごいことだと思う」

　大げさなたとえだが嬉しくて、私もふふっと笑いをこぼした。

　周さんはふいに、「……俺の勘は間違ってなかったな」と呟き、私の髪を撫でて慈しむような眼差しを向ける。

「君がいてくれるおかげで心から笑えるんだ。ありがとう」

　感謝しているのは私も同じ。いつでも今が最高に幸せだと思えるのは、あなたのおかげだもの。

「私もですよ。ふたり一緒なら、死ぬまで笑っていられますね」

　明るく言い放つと、周さんは珍しく吹き出し、破壊力抜群の魅力的な笑顔を見せた。

　そして、私のお腹にそっと手を当てる。

「そうだな。この子が生まれたら、きっと笑顔も倍になる」

「うん。間違いない」

　迷いなく言いきれるくらいには、今の私は自信を持てている。少しずつ〝お母さん〟に近づいているみたい。

　あなたに会える日を、私たちは待ち望んでいるよ。

　そう小さな命に伝えるように、彼の手に私のそれを重ねた。










愛し君に娶られた、そのあとは




　窓の向こうに見える桜の木は、鮮やかな緑の葉に覆われている。よく見るとさくらんぼに似た赤い実を結んでいることに気づいたのは、つい最近のことだ。

　今日から六月。最愛の旦那様と出会って四回目の夏が、もうすぐやってくる。

　のどかな一柳家の和室で、紅葉のような手がプラスチックのお茶碗をおぼつかない動きで弄るのを、私は微笑ましく眺めている。

「いっせんどうぞ」

　私の真似をして差し出されたお茶碗を、「頂戴します」とゆっくり言って受け取る。

　空のそれを丁寧に口に運び、飲むフリをして、満足した笑みを浮かべた。

「大変、美味しゅうございます」

　うやうやしく頭を下げると、目の前に正座する小さな師範も同様に頭を下げる。

「おそまつさんでした」

「あ、それだと違うものに……」

　六つ子になっちゃうから……と心の中でツッコみ、気にせず二煎目を淹れようとするわが子にクスッと笑った。

　一柳 棗なつめ。ただ今、二歳と八ヵ月。無邪気でマイペースな、可愛い女の子だ。

　妊婦生活は順調で、想像を絶する痛さだった出産も半日足らずで無事終えたので、安産だったと言っていいだろう。

　棗が誕生した瞬間は、『やっと出たー!!』という爽快感にも似た感覚で、感動で泣くのかなと想像していたが、現実はそれどころではなかった。

　しかし、元気に泣く小さな小さなわが子を抱かせてもらったら、その可愛さと、お腹の中でちゃんと成長して対面できた嬉しさで、感動が一気に襲ってきてようやく涙が出たのだった。

　それと同時に、自分の中にこんなに眠っていたのか、と驚くほどの母性愛が湧いてきて、母の言っていたことは正しかったと実感した。

　男の子ではなかったものの、お義母さんは『やっぱり女の子も可愛いわね～』と、とても喜んでいてホッとしている。

　お義父さんともども、ここに来る回数は格段に増えているし、そのたびにおもちゃを買ってきてくれるのだ。

　私の家族ももちろん大喜びで、男性陣がメロメロになっている。

　棗に感化されたのか、玄にいもそれからしばらくしてずっと続いていた彼女と結婚し、すぐに子供を授かった。

　こちらはやんちゃな男の子で、棗と一緒に遊んでもらえるのが嬉しい。

　陸は、『どうして姉ちゃんからこんな可愛い子が生まれんの!?』と相変わらずひどい言いようだが、棗には結構気に入られていて、いい叔お父じさんになっている。そして自分も結婚を意識しだしているとか、いないとか。

　私の両親にもめちゃくちゃ可愛がってもらい、周りに助けてもらいながら、棗はすくすくと育っている。

　ここまでそれなりに大変だったが、過ぎてしまえばそれもすっかり笑い話だ。いつの間にか、私も強くなったのかも。

　おおらかな気持ちで、お茶を注ぐ真似をする彼女を、目を細めて眺めていたときだった。和室の出入口から、優しく低い声が響く。

「煎茶道ごっこをする幼稚園児はなかなかいないだろ。将来有望だな、棗は」

「あ、おとーさん！」

　襖に片手をかけてこちらを見ていた周さんに、棗は気づいた途端、ぱっと顔を輝かせて立ち上がった。

　髪は以前より少し長めになり、前髪は斜めに流している。ブラックスーツをビシッと着こなし、シルバーのネクタイを合わせたフォーマルなスタイルも文句なしの旦那様だ。

　アラフォーだというのにその年齢を感じさせない容姿なので、何年経っても惚れ惚れする。

　棗もお父さんが大好きで、彼を見ると一目散に寄っていくから、嬉しくもあり、ちょっぴり寂しいときもある。

　今日の彼女は、特別な着物姿だ。よほど嬉しいらしく、赤地に色とりどりの花柄が可愛い着物の袖を持ち、両手を広げてお父さんにアピールする。

「みてみて！　きもの～」

「ああ、着物も髪もすごく可愛いよ。お人形さんみたいだ」

　周さんはしゃがんで、長い髪を結った棗の両腕を優しく掴み、慈愛に満ちた笑顔を向けた。

　きゃっきゃと棗は喜んでいるけれど、私も彼の笑顔を見るたびキュンとしている。

　子供が生まれてから、周さんはさらに優しく、丸くなった。時間があるときは棗と遊んでいるし、家事も手伝ってくれる。本当にいい父であり、いい夫だと思う。

　ただ、富井さんと会うときだけは相変わらずの無愛想だ。

　この棗の着物を富井さんの呉服屋で作ってもらおうと、親子三人で店を訪れたときのこと。

『なにこの子、天使？　超絶可愛い。俺の子にしたい』

　……と、富井さんが真顔で言い、しかも子供の扱いがうまくて棗もかなり懐いているせいで、周さんはあからさまに不機嫌オーラを漂わせていた。

　きっとこれがふたりにとってのじゃれ合い方で、もう変わりようのないものなんだろう。ケンカするほど仲がいいというやつだな、と確信してからは、微笑ましく見守っている。

　富井さんがデザインした子供用の着物は、正統派だが花の模様や色合いがどこかレトロかつ女の子らしくて、他にはない一点物だ。棗もとっても気に入っている。

　一方、私は紅葉の紋が入ったお決まりの着物。フォーマルな席ではやっぱりこれに限る。

「棗が大きくなったら、お母さんのこの着物をあげるからね」

「やったー！」

　周さんとじゃれている娘に声をかけると、彼女はぴょんぴょんと飛び跳ねた。すぐに着崩れそうだな……と苦笑いするも、元気なのでよしとする。

　私の母もこんな気持ちだったのだろうか。着物も、煎茶道も、こうして次の世代に受け継がれていくのだと思うと感慨深い。

　背中に背負った女紋は、ただ家柄を示すものではなく、代々、母となってきた者からその子供への愛情の印と言ってもいいのかもしれない。

　そんなふうに考えていると、周さんが、「そろそろ行こうか」と声をかける。返事をした私と棗は、おままごとの煎茶道具を片づけ始めた。

　なんと今日はこれから、藪さんとほのかちゃんの結婚式なのだ。

　棗が生まれる前に晴れて恋人同士となっていたふたりは、結婚に向けてゆっくり着実にお互いの家族と話を進めたらしい。無事この日を迎えられて、本当に嬉しい。

「あー、なんか私までドキドキする。ほのかちゃんの花嫁姿、綺麗だろうな」

　一旦リビングへと移動しながら、ウェディングドレスをまとった彼女を想像して頬を緩める私に、周さんがじっと視線を向ける。

「希沙はいつも綺麗だ。俺は毎日そう思っている」

　涼しげな顔で甘すぎる発言をさらっと口にするところは、出会った頃と変わらない。おだてる言葉を素直に受け取って喜んでしまう、私の単純なところも。

　くすぐったさを感じつつ、「ありがとう」とはにかむと、周さんは私の耳に顔を近づけて囁く。

「今夜、この着物を脱がすのも楽しみだ」

　突如セクシーな声が吹き込まれ、心臓がぴょこんと跳ねた。脳内では、夫婦の甘い時間の恥ずかしい映像が再生される。

　子供が生まれてからも、浴衣を乱し合って戯れる夜をたびたび過ごしている。母親になった私を、彼は前と変わらずたっぷり愛してくれるのだ。

　今の発言もその予告なのかもしれないが、半分は私をからかって楽しんでいるに違いない。少しの悔しさと照れ隠しとで、茶化したくなる。

「時代劇で見る、〝あ～れ～〟っていうの、やりましょうか」

「それは萎える」

　クールに拒否する彼に、私は声を上げて笑った。

　しょうもない会話をしてリビングに入ると、先に来ていた棗が棚の上に飾られたスノードームを見上げている。

「クリスマス、まだ～？」

　唐突で気の早い問いかけに、つい笑ってしまう。クリスマスまで、あと半年もあるのだから。

「まだまだ先だね。どうして？」

「プレゼントほしい」

　まあ、それしかないよね、と思いつつ、「欲しいものがあるの？」と聞いてみる。

　すると、彼女は期待を膨らませた様子で大きく頷いた。

「うん。あかちゃん！」

「えっ」

　予想外すぎるものに、私はドキッとして周さんと目を見合わせる。彼も驚いたように目を丸くしていた。

「みーちゃんちにね、あかちゃんきたって。すっごいかわいいって。なつもあかちゃんほしい！」

　目をキラキラと輝かせて一生懸命に喋る娘に、私は言葉を詰まらせてしまう。

　幼稚園のお友達の家に、確かに最近子供が生まれたと聞いている。それにしても、まさか赤ちゃんをリクエストされるとは。

　なんと答えたらいいかと考えあぐねていたとき、周さんが先に口を開く。

「もしかしたら、クリスマス前に会えるかもしれないぞ」

　意味深な笑みを浮かべてそんなふうに言うので、棗はビー玉みたいな瞳を大きく見開いた。

「本当!?　なんで!?」

「サンタさんが〝あわてんぼう〟だからかな」

　そのひとことで、棗はピンとひらめいた顔をして、「そっか！」と納得し、『あわてんぼうのサンタクロース』を歌い始める。

　うまいことを言って気を逸らせたな、周さん。

　――しかし、彼の発言は決して嘘ではない。実は今、私のお腹の中にふたり目となる新しい命が宿っているから。

　現在、妊娠四ヵ月。十二月の初めには生まれる予定だ。順調にいけば、今年のクリスマスは家族四人で過ごせるだろう。

　棗に教えるのはもう少しお腹が目立ち始めてからにしようかと思っていたが、ちょうどいいきっかけだったかもしれない。

　着物の上から、まだたいして膨らんでいないお腹に手を当てると、自然に笑みがこぼれる。

　性別はまだわからないが、男女どちらでも元気に生まれてきてくれたらいい。……まあ、男の子も育ててみたいのが本音だけれど。

　跡取りのことはあまり気にせず、棗のときよりもだいぶゆったりとした心持ちでマタニティライフを過ごしている。

　周さんが寄り添い、お腹に当てる私の手に彼のそれも重ねる。

「サンタクロースはこの子かもしれないな。俺たちへの〝幸せ〟っていうプレゼントを持って生まれてくるんだから」

　ほっこりするその言葉に共感しまくり、「うん、本当にね」と、私は笑顔で深く頷いた。

　わが子を幸せにしてあげたい気持ちも当然あるけれど、私たちのほうがたくさんの幸せをもらっている。そのことには出産してから気づいたし、子育てに奮闘する中で常々感じている。

　でもそれは、愛するあなたがいてこそ満足に得られるものなんだよ。

「周さん、私を好きでいてくれてありがとう」

　突然こんなことを伝える私に、彼はキョトンとしたあと、ふっと口元を緩める。

「感謝されることじゃない。俺にとってはこれが普通だ」

　なんてことないといった口調でそう言いきるところも、あなたらしくて好き。

　いまだにゾッコンな私の頬を撫でた旦那様は、とろけるような笑みを浮かべる。

「先は長いんだ、まだ満足するなよ。一生かけて、もっと君を愛していくから」

　砂糖菓子みたいな甘くキラキラした言葉を噛みしめて、幸福を味わう。

　結婚願望なんてまるでなかった私に、たくさんの夢を与えたのは他でもないあなただ。何度だって感謝したい。

　見つめ合って照れた笑みをこぼしていると、無邪気な声が耳に届く。

「あー、けっこんしてるー」

　見下ろせば、ニヤリとした娘がいつの間にかこちらを凝視していた。

　彼女にとっての〝けっこんしてる〟は、〝イチャイチャしてる〟という意味らしい。

　なんだか恥ずかしくて、私はオバケの真似なのか妖怪なのかよくわからないが、棗に両手を向ける。

「見たな～」

「きゃー！」

　面白そうに逃げ出す彼女を追いかけようとした、そのとき。肩を抱いて引き寄せられ、周さんのほうを振り向いた瞬間に唇を奪われた。

　ささやかなキスをして、いたずらっぽく口角を上げた彼は、立てた人差し指を唇に当てる。

　内緒のお戯れにキュンとしつつ、彼への愛おしさがまたひとつ増して、私はクスクスと笑った。

　娶られる前に、愛も、子供も育みたいと願った。

　その願いはめでたく叶かなったが、私は現在進行形で旦那様に恋をしている。きっと、いつまでも。




　――数ヵ月後、私たちは新たに青や緑系の服、車や飛行機などの絵がプリントされたベビー用品を買い揃えることになった。

　これからは家族四人で、途切れることのない深い絆きずなを育んでいこう。




Ｅｎｄ










あとがき




　本作をお読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。

　今回、旧華族のヒーローに初めて挑戦し、緊張と不安を抱えつつ執筆していました。日本にも貴族制度が存在していたり、洋風のものが取り入れられ始めたりと、短くても内容の濃い大正時代。そのロマンをほのかに漂わせつつ、しがらみの中で夫婦になっていくふたりを書きたかったのですが……いやー、難しかった！　まだまだ勉強が必要だな、と感じております。

　今回は妊娠もひとつのテーマでした。身分の高い家でなくても、跡取りのために男の子を望まれる話は周りでもよく聞きます。私が授かったふたりの子はどちらも男の子で、逆に、「三人目、女の子どう？」と言われたりもしますが（苦笑）、こういう問題はいつになっても、どこでも付きまとうものなのかもしれません。自分も母親になった身として、子供を持つにあたって感じたことを書かせていただきました。なにか伝わるものがありましたら幸いです。

　希沙には自分を投影している部分が結構あります。私も、ありのままを語ったら絶対に引かれるだろうってくらいにはズボラで（笑）、結婚願望もまるでなく、ましてや母親になるだなんて考えられませんでした。

　それが、主人と出会ったことから自然に変わっていき、今の幸せな家族があります。希沙も周さんも、最初と比べてラストの変貌ぶりがすごいですが、特に意図せずこうなっていたので、なんだか感慨深かったりしますね。




　さて、今回も作品への温かい感想を交えて、たくさんのお力添えをしてくださった担当編集の三好様、矢郷様、制作に携わっていただいた皆々様に感謝しております。

　イラストレーターの一花夜様、大正ロマンに浸れる美麗なイラストをありがとうございました！　そっとお腹に手を当てるふたりが、とっても素敵で愛おしいです。

　そして、本作をお読みくださったすべての方に、心からお礼申し上げます。

　読んでよかったと感じていただける作品を生み出していけるよう、これからも精進していきますので、どうぞよろしくお願いいたします！




葉は月づきりゅう
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